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　このまま明日あしたを迎むかえるわけにはいかない。

　それだけは確かなことに思えた。

　謝っても許してはもらえないだろう。でもマナミさんに一言、学校には来て欲しいと言いたかった。

　なのに、マナミさんは電話に出てはくれなかった。

　何度、呼び出し音を数えても、マナミさんの声は聞こえなかった。




　昨日までの俺ならそこで諦あきらめていたと思う。

　マナミさんが電話に出ない理由はわからない。もう俺となんて話したくもないと考える方が自然だろう。

　でも、このまま明日を迎えるわけにはいかない。

　明日のオフ、マナミさんが来なかったら、学校を辞やめてしまう。そんな気がしていた。

　そしてそれを防ぐ方法をマナミさんは身をもって教えてくれていた。

　電話に出ない友達に、気持ちを伝えるためには何をすればいいか。それを俺は知っていた。
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　マナミさんの家は案外、近くにあった。

　歩いても二十分くらいの距きよ離りだったかもしれない。それでも俺が通りでタクシーを捕つかまえたのはもうすっかり暗いこともあり、道に迷って時間をロスしたくなかったからだ。

　マナミさんの家がどこにあるかは、俺のスマホが覚えていてくれた。

　マナミさんが俺の住所を知っていたように、俺もまたいつの間にか住所を知っていた。住所交こう換かんをした時、俺のスマホにはその情報が送られて来ていたのだ。

「住所からすると、ここじゃないかな」

　タクシーが停とまったのは案外、普ふ通つうの家の前だった。

　なんとなくマナミさんはマンションで一人暮らししているイメージだったけど、冷静に考えれば、声優として一人前でもマナミさんはまだ高校生。親と一いつ緒しよに暮らしててもなんの不思議もない。

「あ、はい……ここですね」

　表札には確かに「乃の木ぎ坂ざか」と書かれていた。

「ありがとうございました」

　だから俺は感謝して、料金を払はらうと車を降りた。




　呼び鈴りんを押してから気づいたのは、マナミさんはまだ家に帰ってきてないんじゃないかということだった。

「…………どうしよう」

　ここがマナミさんの家なのは間ま違ちがいないみたいだが、だからってマナミさんがいる保証はなかった。

　ましてや、もう真夜中と言っていい時間。しかも来たこともない女の子の家だ。これでマナミさんがいなかったら俺はただの不ふ審しん者と思われても不思議はない。

「姉のストーカーでしたら帰っていただけますか？」

　ドアが少し開いて聞こえたのは、そんな声だった。

　チェーンロックはかけたまま。かなり警けい戒かいされてるのがわかる。

「……ストーカーではないんですが」

　一応、反論してみたものの、自分でも説得力がないなと感じる。

「では、なんですか？」

　隙すき間まから覗のぞいてる声の主はどうやら中学生くらいの女の子だった。

　メガネごしにキツイ視線を投げてくるその娘こは外見や最初の言葉からわかる通り、マナミさんの妹らしい。

「と、友達です。乃木坂マナミさんの友達です」

　言ってから、本当にそうだろうかと自分でも思ってしまった。

　今日、別れるまではそうだったかもしれないけど、今もそう言える関係なのかはちょっと自信が持てなかった。

「乃木坂マナミさんの……ですか」

　それでも妹さんには何かひっかかるものがあったらしい。

　となれば、このまま進むしかない。

「はい！　そうなんです！　マナミさんの……」

「残念ですが、姉には一人しか友達はいません──」
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　しかし妹さんがそれで警戒を解いてくれるわけではなかった。

「まさか、その一人だけの友達が自分だなんて言いませんよね？」

　ただ否定をするための準備でしかなかった。

　でも、一人しかいないという情報はむしろ俺に勇気を与あたえてくれた。

「その一人です。お姉さんに話を聞いてませんか、多分、俺のことはユウって呼んでると思うんですが……」

「あなたが、ユウさん……？」

　妹さんは、改めて俺のことを頭から足まで値ね踏ぶみするように見た。

「はい。同じクラスで、マナミさんの前の席に座ってる……」

「……それだけですか？」

「え？」

「ユウさんと姉さんの接点はそれだけですかと聞いたのですが」

　しばらく妹さんが何を聞きたがってるのか、俺にはわからなかった。なので思いついたことを片かた端はしから伝えることにする。

「えっと……マコトさんを通して、軍鶏シヤモのお店で会って……それから……」

「なるほど……ニセモノではないようですね」

　そしてそうこうしてるうちに妹さんはわかってくれたようだった。しかし。

「でも、今日はもう遅おそいのでお帰りください」

　結局、会わせる気は無いことを妹さんはハッキリと伝えてきた。

「……ですよね」

　そしてそう言われたら、それももっともだなと思ってしまった。

　自分のしてることが非常識な自覚はある。でも、このまま帰るわけにはいかない。

「あの……マナミさんに伝言をお願いできませんか？」

　直接会えないなら、せめてと思ったのだが。

「イヤです」

　妹さんは短くそれを拒きよ絶ぜつしてきた。

「……伝言もダメですか」

「友達なら直接伝えればいいんじゃないですか？」

「その通りなんですが、それが出来ないのでここに来たんです」

「でしたら友達というのも疑わしいですね」

　妹さんの言葉にこれ以上、反論するのはかなり難しかった。

　そうでなくてもこうやって口論してること自体、かなり無理がある。

「ん？　もしかしてユウくんかい？」

　どうしたものかと思った時、俺は自分の名前を呼ぶ声を聞いた。

「そ、そうですけど……？」

　ゆっくりと振ふり向くと、そこにはスーツ姿の男性が立っていた。歳は四十前後。こんな時間なのに疲つかれた様子もなくニコニコとした人だった。

「やっぱり！　で、こんなところで何をしてるんだい？」

　なぜ、この人が俺の名前を知ってるのかよくわからないが、なんとなくこの人は自分の味方だという気がした。

「……マナミさんに言いたいことがあって来たんですが」

「ナナミがその邪じや魔まをしてるというわけかな」

　スーツの男性はそう言いながら、ドアの隙間から妹さんの顔を覗き込んだ。

「邪魔って……だって……」

　妹さんは何か言いたそうだが、ハッキリとは言わなかった。

「とにかく父さんを家に入れてくれないかな？　こう見えても仕事帰りで疲れてるんだ」

　スーツの男性がそう言うとドアが閉まった。それで俺はやっとこの人がマナミさんのお父さんだということを理解した。

「ユウくんも少し上がって行くかい？」

　そしてその質問と同じくらいのタイミングで、ドアがもう一度開いた。

　今度は少しだけではなく、もちろんチェーンロックも外れていた。

「どうぞ……」

　そしてさっきまでハッキリと拒絶していた妹さんは縮こまった様子で、俺を招き入れてくれた。
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　それでマナミさんの部屋に連れて行かれたかと言えばもちろんそんなことはなく、俺はお父さんや妹さんとリビングで話をすることになった。

「で、マナミは？」

　お父さんはまだこれからお酒を飲むつもりらしくキッチンに向かった。

「泣いて帰ってきて、お風ふ呂ろに入ったまま」

　妹さんはテーブル越ごしに俺の向かいに座り、衝しよう撃げき的てきな事実をお父さんに告げた。

「それは穏おだやかじゃないね」

　なのにお父さんは特に驚おどろいた様子もなく氷を持って戻もどってきて、妹さんの隣となりに座る。

「まあ、こんな時間にユウくんが来た時点で、何かあったんだろうとは思ったが」

　お父さんは別に俺を責めてる風ではなかった。

「というか、ユウくんって言うのは……」

　お父さんが当たり前のように俺のことをユウくんと言うので気になってしまう。

「ん？　君、ユウくんじゃないのかね？」

「ええ、ユウくんですけど……」

「ああ、私がなんで知ってるのかってことか……」

　お父さんは俺の質問の意図を理解してくれたらしいことがわかった。なのにお父さんは俺の方を見て、その答えをしばらく考えていた。

「わかりやすく言うと、マナミには自分の判断でやりたいことをやらせる代わりに、その顚てん末まつに関しては可能な限り報告するようにと言っていてね」

「僕のことも聞いていたということですか？」

「まあ、それがしっくりくる答えというヤツだろうね」

　お父さんはそう言って笑う。納なつ得とくはしたけど、同時に噓うそっぽい気もする。そんな不思議な答えだった。

「それで、今日、来た理由なんですが」

「あれで男慣れしてない娘だからね、キスしようとしたら引っぱたかれたかい？」

「……そういうことではなかったんですが」

　原因は声優の話だった。カスガのオーディションのことで、俺とマナミさんは意見がかみ合わなかったのだ。

「じゃあ胸を触さわったとか？」

　でも、お父さんにはそっち方面の話題しか思いつかないらしい。

「だから、そういう話じゃ……」

「でも手ぐらいはもう握にぎったんだろ？」

「握ってないですけど」

　というか、そういう話じゃない。

「うーん。年とし頃ごろの男女が揉もめるのにそれ以外に何があるんだろう？　ねえ、ナナミ。心当たりあるかい？」

　そしてお父さんには本当にそれ以上の心当たりがないらしいことがわかる。

「仕事の話じゃないの？　姉さんは仕事の話になると必要以上にムキになるから」

　これではラチがあかないと思ったのか、妹さんが言い当ててくれた。

「……そうなんです。仕事の話で」

「仕事がらみか。でもマナミはユウくんには仕事の話はしないって言ってたけどねえ」

　お父さんはそこで不思議そうな顔をした。さっきの的外れな意見も別にお父さんが考えなしというわけでもなかったらしい。

「言わないつもりだったけど、言ったからトラブルになったんでしょ」

「ということは、悪いのはマナミの方なんじゃないのかい？」

　お父さんはそう言って妹さんの顔を見た。

「なんで私に聞くの？　事情を知ってる人がいるんだから聞けばいいのに」

「ああ！　確かにそうだね。で、どうなんだい、ユウくん？」

　お父さんはそう言って今度は俺の方を見た。

「それが……」

　俺はどこから話せばいいのかなと思いつつ、とりあえず口を開こうとした。

　その時、聞き覚えのある声がした。

「あれ？　お父さん帰ってたの？」

　それはマナミさんだった。でもその声は俺に対して向けられたものじゃなかった。

　マナミさんは風呂上がりらしくタオルで髪かみを拭ふいており、俺のことは見えてはいないみたいだった。

「ああ、そこでユウくんに会ってね」

　なのにお父さんは普ふ通つうに俺の名前を口に出した。

「そこでユウくんに……」

　それがあまりに自然だったので、最初、マナミさんは何も感じなかったらしい。

「ってユウ!?　なんでユウがここにいるの？」

　でもリビングにいるのがお父さんと妹さんだけじゃないと気づくと驚きの声を上げた。

　その様は意外に元気そうだった。

「マナミさんにどうしても今日中に伝えたいことがあって……」

　その言葉でお父さんと妹さんの視線が俺に集まったのがわかった。

「それは外で聞くから、ちょっと待ってて！」

　でもマナミさんはそれを二人には聞かれたくないらしく、俺の返事を待たず、駆かけ出した。おそらく自分の部屋に着き替がえに戻ったんだろう。

「…………」

「…………」

「…………」

　一方、リビングに残された三人は今いま更さら、新しい話題を始める気にもなれず、沈ちん黙もくすることになってしまった。
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　着替えたマナミさんが連れて行ってくれたのは近所の公園だった。

「…………」

「…………」

　近所ではあったけど、何を言えばいいかわからず、俺にはやけに遠く感じられた。

「何か飲む？」

　自じ販はん機きの前でマナミさんは立ち止まると急に俺に尋たずねてきた。

「え？　いや、別に……」

　返事をしながら、ふと喉のどがカラカラだと気づいた。さっきまでかなり緊きん張ちようしていたらしい。でも今更やっぱりいると俺は言えなかった。

「それで話って？」

　マナミさんは買ったウーロン茶を抱かかえるとまた尋ねて来た。でもさっきとはかなりレベルの違ちがう質問だった。

「あ、その……俺が言うことじゃないかもしれないけど、明日あした、学校に来てください」

　色々言いたいことはあった気がする。でも実際に出てきたのはそれだけだった。

「明日、学校に、か」

「あれから、マナミさんの言ってることがやっぱり正しいってわかって……それで、その……俺のことはともかく、マナミさんは学校に来た方がいいって……」

　とにかく、それだけは伝えたい。その気持ちばかりで俺は自分でも何も言えてないことを感じながら言葉を続けるしかなかった。

「ごめん！」

　そしてそうこうしてるうちにマナミさんは意外な言葉と共に頭を下げた。

「え？」

　それは本当に予想外の行動で俺は固まってしまう。

「『それで話って？』って私がいうセリフじゃないよね。謝るのは私の方なんだし」

「いえ、俺が何もわかってなかったのが悪いんです」

「そこはユウが言った通り。私がそうであって欲しいと言って、ユウはそうしてくれてた。なのに私は私の理り屈くつで正しいからってユウを傷つけた──」

　マナミさんは少し間を置いた。

「だから謝るのは私の方」

　マナミさんの声の説得力のせいか俺はそれに何も返せなかった。

　ただ、呆ぼう然ぜんとマナミさんが頭を下げるのを見ていた。

「ごめんね、ユウ」

　そんな謝罪の言葉が聞こえてから、やっと俺は反論出来る準備が調ととのった。

「でもマナミさんだって傷ついた……んじゃないですか？」

「それも私のせいだし……それにユウがこうして来てくれたから」

　マナミさんは笑え顔がおを見せてくれた。それは同じ歳の女の子のものというよりは子供のような笑みだったけれど。

「だから私はプラスマイナスで言うと随ずい分ぶんとプラス」

「……プラスなんですね」

　どうしてそういう計算になったかはわからないけど、マナミさんの言葉は本心からのもののように感じられた。

「だから、私の方がユウに何かお詫わびをしたいんだけど」

「お詫び……ですか」

「ユウは何か私にして欲しいことない？」

　マナミさんはそう尋ねた後、答えを待たず俺から視線を逸そらした。

「えっと……明日、学校に来てください」

　俺はといえば、考えてもそれくらいしか思いつかない。

「それは、うん……言われなくても、そうするつもりだから……」

　だけど、マナミさんには予想外の言葉だったらしい。マナミさんはチラチラと俺の方を見ながら、何か別の答えを待っているようだった。

「でも、本当、今はそれしか考えて無くて」

　でも俺にはすぐにこれというのは思いつかない。

「……じゃあ、考えておいて」

　マナミさんは少し力の抜ぬけた笑顔を浮うかべて下を向いてしまった。

「すみません。気の利きいた返事が出来なくて」

　俺はそれがマナミさんをがっかりさせたからだと思ったのだが。

「え、いや、そういうことじゃなくて……」

　どうも、そういうことでもなかったらしい。マナミさんは顔を上げると、手を振ふって俺の言葉を否定した。

「じゃあなんで？」

　俺の質問でマナミさんから笑みが消えた。

「ユウがこうして来てくれたのって、きっと練ねり馬まさんのおかげなんだよね」

　別にカスガにマナミさんに会いに行けと言われたわけではない。でもケンカして家に帰る途と中ちゆうにカスガに会って、俺が救われたのは事実だった。

「…………」

　だから俺は肯こう定ていも否定も出来なかった。

　でもマナミさんにからすれば否定でなければ肯定と一いつ緒しよだったのだろう。

「やっぱり、そうなんだ」

「でも、その、マナミさんの言ってたことが正しかったってわかったからなんです。カスガはもう自分で気づいてて……それを聞いて俺が勝手に元気になっただけで……」

　カスガは別に俺を慰なぐさめようとしてくれたわけじゃなかった。

　相談に乗ってくれたわけでもなかった。

　ただ、カスガは自分の言いたいことを言って、俺は俺で納なつ得とくしただけ。

「でもユウを元気にしたのは練馬さんだよね」

「それはそうかもしれませんけど、やっぱりマナミさんなんです」

「……そうなの？」

「マナミさんが今日、俺の家に来てくれてなければ、カスガと会うこともなかったんです。それに元気になったってマナミさんの家に行こうなんて思いつきもしなかったですから。マナミさんが友達を放ほうっておけない時、どうすればいいか、何をすればいいかを教えてくれたから、俺はここにいるんです」

「じゃあ、いいかな」

　マナミさんはそれでも少し悲しそうな顔をしていた。完全に納得出来たわけではないというのが見て取れた。

　やはり元気に振る舞まっているけど、マナミさんは傷ついている。それがわかる。

「さっきマナミさんがして欲しいことって言いましたけど」

「え？　うん」

　マナミさんは少し身構えたように見えた。

「俺もやっぱりお詫びがしたいんです……何かありますか？」

「え？　そっち？　でも、ユウは悪くないんだし……」

「マナミさんがそう思ってても、俺は俺で悪いことをしたなあと思ってるんです」

「……そう言われると、何か考えないといけないって気もするけど」

　マナミさんはそう言うと腕うでを組んで考え始めた。

「…………」

　それで十秒くらい考えていたと思う。

「なんでもいいの？」

　マナミさんは明るい表情で俺に確かく認にんを求めてきた。

「……限界はあると思いますけど」

　なんでもオッケーと言いたいけど、なにせこっちはただの高校生だ。すでに声優として認められてるマナミさんに比べれば無力に等しい。

「学校に行く話と関係あるんだけど」

「それなら、なんとかします！」

　こっちから頼たのんだ話がらみなら、もう覚かく悟ごを決めるしかない。そう思ったのだが。

「じゃあ、その……ユウと一緒に登校したいんだけど、いいかな？」

　案外、簡単そうなことだった。

「え？　それだけですか？」

「うん、実を言うと学校に行ける日はもう少し多いんだけど……でも早退したり、午後から行くみたいのが嫌いやで……それでサボってたってところもあって」

「そうだったんですか」

　その言葉にはあまり感情はこもらなかったけど、内心はけっこう意外さを感じていた。マナミさんは可能なら意地でも学校に来るものと思っていた。

「……がっかりした？」

　顔にも出さなかったはずなのにそれがマナミさんには伝わったみたいだった。

「驚おどろきはしましたけど、がっかりということはないですよ」

「でね、ユウが一緒に行ってくれるならもう少し頑がん張ばれるかもしれないなって」

「そういうことならもっと早く言ってくれれば、そうしたんですけど」

「うん、それで、その一緒に登校して欲しいっていうのは……たとえば前日、ユウの家に泊とまっていいかとか……そういう意味なんだけどね……」

　それでやっと俺はマナミさんがなんでわざわざ確認したのかわかった。

　一緒に登校したいって言葉は、本当にそのままの意味だった。

「ああ、そういうことですか」

「実は、そうなんだ」

　でも、わかったからこそ、俺は少し気になり考えてしまう。

「うーん、どうかな、それは……」

　それをマナミさんは否定と捉とらえてしまったみたいだった。

「やっぱり……迷めい惑わく？」

「いや、俺はいいんですけど……」

「あ、やっぱり家の人が反対するよね」

「……うちの親は大だい丈じよう夫ぶですよ」

　確認するまでもなく、うちの親が反対しないのはわかっていた。

「じゃあ、何が問題なの？」

「妹が」

　気になっていたのは本当にその一点だった。

「ああ、妹さん」

　マナミさんは、今日会った俺の妹の顔を思い出そうとしているみたいだった。

「家のことで妹の意見だけは無視したくないんです」

「妹さんは……反対するの？」

　マナミさんに聞かれて、俺ははたと考えてしまった。

　妹の意見を無視したくない。そう思っていたけど、妹がなんと言うかまでは想像もしていなかったらしい。

「しないんじゃないですかね、きっと」

　そのせいで、俺は妙みような返事をすることになってしまった。

　反対しないだろう人が反対するのを心配していたことになってしまった。マナミさんじゃなくてもなんだかわからないという顔をするだろう。

「だったら、いいのかな？」

　それでも理り屈くつはそういうことになる。

「一応、電話で確認してもいいですか？」

　多分、大丈夫だろうとは思ったけど、何せ、前例の無いことだ。妹が想像もしてない反応を示す可能性はある。

「電話で済むならそうしてくれると嬉うれしいかな」

　マナミさんも同意してくれたので俺は妹に電話をかけることにしたのだが──

「変なことをしなければ」と条件付きで許可を貰もらうことが出来た。
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　それで全すべての問題が片付いた。

　と思ったのはさすがに早計だった。

「姉さんはバカなの？」

　リビングで待っていたマナミさんの妹さんに話をしたら、返ってきたのは明らかな罵ば倒とうの言葉だった。

「バ、バカって何よっ！」

　あまりに直球な言葉にさすがにマナミさんも受け流せなかったらしい。

「だってバカでしょ！」

　そしてマナミさんと妹さんはにらみ合いを始めた。

「まあまあ、マナミだって考えがあってのことだろうし」

　そこに割って入ったのは俺ではなく、マナミさんのお父さんだった。

「お父さんは黙だまってて！」

「お、おう」

　でもすぐに追い出されたのもマナミさんのお父さんだった。

「姉さんが友達が出来て嬉しいのはわかるけど、このタイミングで男の子の家に泊まるとかあり得ないでしょ……」

「べ、別に私とユウは付き合ってるわけじゃないし……」

「実際にそうかどうかなんてどうでもいいの！　朝、同じ家から出てきて登校してるってパパラッチでもされたらどうするのって言ってるの！」

「それは……誤解だし」

「誤解だろうとイメージダウンには違ちがいないでしょ？　汐しお留どめアスカや３トライアングルのために動いてる人がたくさんいるのがわからないの？」

「それはわかるけど……」

「わかってたら、そんなこと言えないでしょ」

　俺はマナミさんと妹さんのやりとりを聞いてるうちに、色々と思い出していた。

　マナミさんが事務所の声優さんと一緒に組んでる３アングルというユニットのことだ。三人組のそのユニットのうち二人が恋れん愛あいスキャンダルを起こしたというのが、そもそも俺とマナミさんが出会う切っ掛かけになったのだ。

　恋愛禁止を謳うたっていたのに、三人中二人が恋愛発覚。それでファン的には最後の一人、汐留アスカ（マナミさんのことだ）が白かどうかで、ユニットの人気に大きく影えい響きようするということらしい。

「ユウさんは、その辺り、わかってくれますよね？」

　そんな話を思い出した頃ころに、妹さんは俺に話を振ふってきた。

「妹さんの言うことはわかりますよ」

　そしてそうなると、俺としてはそう認めるしかない。

「ユウ！」

　それはマナミさんにとっては俺が裏切ったと思えたかもしれない。でも今は妹さんに自分の考えを伝えるのが先だった。

「今日、わかったことなんですけど、人にはそれぞれ立場があって、それぞれのベストの答えがあるんですよね」

「……それは、はい」

　先に俺が妹さんの言い分を認めたせいか、妹さんは素す直なおに聞いてくれた。

「妹さんや、汐留アスカのブランドを大事にしたい人が、勝手なことをされたら困るとそう考えるのはわかります」

「ですよね！」

「でも俺はマナミさんの友達だから、マナミさんがマナミさんであることを大事にしたいんです」

　俺の言葉を妹さんも、そしてマナミさんも黙って聞いていてくれた。

「今、大事な時期なのはわかります。それで妹さんが気をつけろと言ってるのは、マナミさんのことを大切に考えてるからというのもわかります。でも、マナミさんだって今まで頑張って汐留アスカであろうとしてきたんだろうとも思うんです。だから、俺からはこれ以上、頑張れとは言えません。周りの人のために我が慢まんしろとも言えません」

　マナミさんも妹さんも俺の方をじっと見るだけだった。

「……そうですね」

　先に口を開いたのは妹さんの方だった。

「私の意見は私の意見で変える気は無いですけど、でも姉さんには姉さんの意見があるってことですよね」

　妹さんは呆あきれたという表情を見せて、それからマナミさんの方を見た。

「私は反対、ユウさんと父さんは賛成。後は……姉さん次し第だいってことですね」

「……いいの？」

　マナミさんは妹さんの言葉を確認する。

「私は反対だけど、多数決で決めればいいんじゃないの」

「じゃあ、今回はワガママを言わせて！」

　マナミさんはそう言って頭を下げた。

「だから私は反対だって言ってるんだけど」

　そう言いながらも妹さんの顔はもう怒おこってるようには見えなかった。
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　それからなんだかんだで準備を終えてマナミさんの家を出る頃にはもう今日という日は終わろうとしていた。

「けっこう遅おそくなっちゃったね……」

「まあ、妹はまだ起きてると思いますし」

　なので、マナミさんの荷物があれこれあることもあり、帰りもタクシーに乗ることになった。

　行きも帰りもタクシーなんてなかなか無い体験で俺は緊きん張ちようしていたが、マナミさんはどうも乗り慣れてるらしく、堂々としていた。

「そうなの？」

「妹は深夜アニメ観みてること多いですし」

　あんまり遅い時間の時は録画をしておいて朝起きて観たりもする。今日がそのどっちかは俺にはよくわからないけど、まあ、どっちでもあまり関係ない気がする。

「そうなんだ。じゃあ、親おや御ごさんも起きてるの？」

「親は……今日、いないんです」

「それなら先に言ってくれればいいのに」

「すみません。わざわざ言うことじゃないと思ってて」

「あ、別に責めてるわけじゃなくて、だったらそんなに緊張しなくて良かったなって。もう妹さんには恥はずかしいところ見られてるし」

「……なるほど」

　恥ずかしいところというのは、俺の部屋でかなり近きん距きよ離りで話していたことだろう。

「それで、思い出したんだけど」

「……思い出したって何を？」

「あ、いえ、今日の話じゃなくて、これからのことというか、妹にはマナミさんの仕事のこと話していいんですかね？」

「妹さんって……アニメとか好きなのよね？」

「多分、汐留アスカのことは知ってるんじゃないかと。顔は知らなくても声は聞いたことあると思うんですよ」

「でも、仕事の時の声と地声は違うから」

「秘密にしておいた方がいいですか？　今日だけなら、まあ、何かあったのかなってことで妹も納なつ得とくすると思うんですけど、今後も泊とまりに来るとなると、やっぱりちゃんと理由を知りたいんじゃないかなって」

「それは、そうかな」

　マナミさんはまだ考えてるみたいだった。

「やっぱり言わない方がいいですか？」

「妹さんに関しては言った方がいいなら話してもいいんだけど」

「何か別の問題があるんですか？」

　俺の質問にマナミさんは何度か言い淀よどんでいるのが見えた。言っていいことなのかどうか悩なやんでいるらしい。

「そんなにまずいことなんですか？」

「えっと……練馬さんには知られたくないかなって」

　いざ聞いてみると別に驚おどろくようなことでもなかった。

「じゃあ妹には言わないように釘くぎを刺さします」

　そしてそれでいいはずなのに、マナミさんは何かまだ言いたそうな顔をしていた。

「……うん」

　でもタクシーは停とまり、俺たちはそこで降りることになった。




「いらっしゃいませー、乃木坂さん」

　そして意外にも妹の歓かん迎げいを俺たちは受けることになった。

　てっきり妹は我関せずで、俺が帰ってきてもアニメを観たままで、勝手に泊まり、勝手に学校に行けばいいとでも思ってるんじゃないかと考えていたのだが。

「遅くにお邪じや魔ましてすみません」

「いえ。うちの兄があれこれ振り回してたみたいで、こちらこそすみません」

「え？　いえ、振り回していたのはこちらの方で……」

　どころか玄げん関かんで立ち話に花が咲さいたほどだった。

「……とりあえず上がっていい？」

　なので俺は二人の話を一度切ることにした。いつもなら人が話してるのにと怒りそうなところだが。

「あ、そうですよね。どうぞ、どうぞ」

　妹はマナミさんのためにスリッパまで出し始めた。

「お、お邪魔します」

　マナミさんは上がり、スリッパを履はく。

「リビングはそっちです。荷物は兄に客間に運ばせるので、そのままで」

　そしてどこまでも妹は丁てい寧ねいにマナミさんに対応する気らしい。

「え？　いや、荷物くらい自分で運びますけど……」

「いえいえ、お気になさらず」

　そう言うと妹はマナミさんの背中を押して、リビングへと通す。

「……どうしたんだ、妹は？」

　俺はそれを見ながら一体、なんでそこまでお客様扱あつかいしてるんだろうと思ってしまう。

　もしかして、すでに妹はマナミさんが汐留アスカだと気づいてるのだろうか？　それなら大好きな声優さんが来てくれたので歓迎してるというのもわかるが……思い出すに、妹はマナミさんのことを「乃木坂さん」と呼んでいた。

「お兄ちゃん、荷物運んで！」

「お、おう」

　しかし考えてもわかるわけでもなく、俺は妹に言われた通り、荷物運びの任についた。

「まあ、機き嫌げんが悪いよりはいいか」

　理由はわからなくても、平和ならそれでもいいと、その時は思った。




　俺がリビングに戻もどってくると、そこではかなり見慣れない光景が展開していた。

「きゃっ。もう、この子ったら！」

　なんと、我が家の主人気取りの猫ねこ、ミケーネさんがマナミさんにジャレついていたのである。俺がエサをやっても感謝の一つもせず、話しかけても何も返さない、マイペース猫がである。

「ミケーネさん？」

　俺としては、そのことを問いただしたい気持ちなのだが。

「この子、ミケーネさんって言うの？」

　マナミさんはミケーネさんのことを気に入ってるみたいで、名前一つでかなりのはしゃぎようだった。

「……ええ。三み毛け猫ねこなので、ミケーネっていう名前で」

　最初は拾ってきた妹がミケにしようとしたけど、さすがに安易だろうとつっこんだ結果だ。しかしミケーネさん自身も納得してないと思う時すらある。

「へええ。かわいい名前なのね。ミケーネさん」

　マナミさん基準では、かわいい名前ということらしい。しかも名前を呼ばれたミケーネさんはまんざらでもないようで、なーっと嬉うれしそうに鳴いた。

「ミケーネさん」

　それでマナミさんはまた名を呼び、ミケーネさんも返す。

「ミケーネさん」

　それが何度も繰くり返す様に、俺はなんだか付き合い始めのカップルみたいだなんて感想をいだいた。

「キャー！」

　まあ、ミケーネさんはメスなので、カップルというのにはちょっと違ちがうと思うけど。

「ユウ！　ユウ！」

　そしてマナミさんは一ひと頻しきり呼んだ後、ミケーネさんを抱かかえて俺の側そばにやって来た。

「私、こんなに猫に好かれたの初めて！　この子、すごい人なつっこいのね！」

　マナミさんは感動して、その言葉に同意を求めてきたのだが、さすがに俺はすぐにそれに応こたえてあげることは出来なかった。

「……ですかね」

　確かに見たとおりではマナミさんの言うとおりなのだけど、いつものミケーネさんは決してそうとは思わせない猫なのだから。
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「お兄ちゃん！　ちょっと手伝って！」

　そしてマナミさんとミケーネさんが仲良くしてる間、妹が何をしてたかというとどうやらキッチンの方で何か用意していたらしい。

「お、おう」

　呼ばれて俺はそっちの応おう援えんに行く。

「いってらっしゃーい！」

　マナミさんはミケーネさんの手を振ふらせて、俺を送ってくれた。そのこと自体は嬉しかったのだけど、俺が同じことをしたら間ま違ちがいなく暴れるだろうと思うとミケーネさんには納得いかない思いが募つのった。

「で、これを運べばいいわけ？」

　妹はキッチンで飲み物を用意していたらしい。と言っても、グラスに氷を入れて、ペットボトルからお茶を注いだくらいのものみたいだが。

「そうそう」

　とにかく今日は運ぶ担当らしい。まあ、別に不平を言うほどじゃないけど、このくらいなら自分でも運べるような気はする。

「というか、妹よ」

「なに？」

「お前、なんでマナミさんのこと知ってるんだ？」

「ナナちゃんから聞いたから」

「ナナちゃん？」

　当たり前のように名前が出てきて俺は戸と惑まどってしまった。

　ナナと言っても、清きよ澄すみが尊敬してる水みず樹き奈な々なさんのはずもない。

「乃木坂ナナミでナナちゃん。さっきまで会ってたんでしょ？」

「ああ、妹さんのことか……お前たち、知り合いだったのか」

　詳くわしくはわからないが、どうやら俺たちが移動してる間に、妹さんがうちの妹に話しておいてくれたらしい。それで少し、妹の態度も理解出来た。

「うん。同じクラスで、お姉さんのことも聞いてたから。ま、今日、いきなりやってきたのがナナちゃんのお姉さんとは思わなかったけど」

「……だよな」

「というか、お兄ちゃんたちも知り合いだったんだね」

「まあ、な」

「お姉さん、全然学校に行ってないんでしょ？　どこで知り合ったの？」

　どこかと聞かれたら軍鶏シヤモのお店なのだが、そういうことを聞きたいわけではないのだろうと思う。

「マコトさんの知り合いで……同じ歳くらいの友達がいた方がいいみたいな話で」

「学校に行ってないなら、同じくらいの歳の子とはなかなか知り合えないよね」

「……まあ、なあ」

　俺は妹の反応になんとなく違い和わ感かんを覚えた。

「ナナちゃんも心配してたし、お兄ちゃんのおかげでお姉さんが登校できるなら私も協力するから」

「……おう」

　ありがたい提案なのだが、やはりどうもおかしい。

　この妹にしては物わかりが良すぎる……ということではなく、妹さんに話を聞いてるはずなのに、登校できない理由を理解してるように思えない。

「あのさ、妹さんからはなんて聞いてたわけ？」

「え？　お姉さんが、かなり癖くせの強いキャラで……入学以来ろくに登校してないけど、お兄ちゃんと一いつ緒しよなら行くって言い出したって」

　噓うそは言ってないけど、かなり大おお雑ざつ把ぱで誤解を招く言い方だったようだ。

　それで妹はマナミさんに優やさしく振る舞まっていたということらしい。

「……なるほど」

　でもまあ、それならそれでいいかと俺は思い直した。

　あれこれ説明するとややこしいことになりそうだし、すでに妹がそれで納なつ得とくしてるならひっくり返す必要はない。

「で、お兄ちゃんはどう思ってるの？」

「登校する気になったのはいいことだと思うけど」

「そういうことじゃなくて、けっこうかわいいと思うけど、あの人」

　妹は少しいやらしい笑えみを浮うかべて俺の方を見た。

「……そういう意味か」

「お兄ちゃんと一緒なら登校するって言って、泊とまりにまで来るんだし、向こうはもうその気なんじゃないの？」

「そんなわけない……って言うか、お前、カスガの時と随ずい分ぶん、態度違うな」

「そりゃそうだよ。カスガさんはお兄ちゃんにはもったいないくらいかわいいし」

　妹の目は節穴なのか、とんでもないことを言い始めた。

「それはカスガの方がマナミさんよりかわいいって言ってるのか？」

「そこで怒おこるってことは、お兄ちゃんはマナミさんの方がかわいいと思ってるんだ」

　妹はニヤニヤと笑っていた。どうやら俺がマナミさんを好きなせいで目が眩くらんでるとでも思っているのだろう。

「ただの事実だし」

「そうかなあ」

　妹は信じられないとばかりに、リビングの方でミケーネさんと遊んでいるマナミさんを見る。しかし実際に確かく認にんしても妹の意見は変わらないらしい。

「私にはそうは思えないけど……お兄ちゃんにとってそうなら私、応援するね」

「……応援とかいらないし」

　実際、俺とマナミさんはどこまでも友達でしかない。マナミさんは恋れん愛あい禁止のアイドル声優なのだし、俺だって自分の立場はわきまえている。

「またまたー。お兄ちゃんには乃木坂さんくらいが丁度良いよ」

　だが今の妹には何を言ってもわかって貰もらえそうになかった。

「俺と比べるとか失礼なことを言うな！」

　だから俺はそれだけ言うとトレイを持ってマナミさんのところに戻もどることにした。




「お帰りなさいませー」

　ミケーネさんはマナミさんに操あやつられて俺にお辞じ儀ぎをさせられていた。抵てい抗こうはしてないが、心なしか俺を見る目は恨うらみがましく感じられる。

「ただいま」

　なので俺も挨あい拶さつを返して、トレイをテーブルの上に置いた。

「マナミさん、冷たいお茶で良かった？」

「あ、私がお茶にして欲しいって言ったの」

「なら、いいんだけど」

　俺はコップを一つ取って渡わたそうとしたが、マナミさんの両手は相変わらずミケーネさんを操るのに使われており、俺の動きは途と中ちゆうで止まる。

「これじゃ飲めないね」

　マナミさんは困ったという顔をすると、名残なごり惜おしそうにミケーネさんを脇わきに置く。ミケーネさんはそれが不満だったのかマナミさんの腿ももに上りそこに丸くなって座った。

「本当に人なつっこいのね、ミケーネさんって」

「マナミさんのことを好きなんですよ」

　俺としてはそう答えるしかなかった。俺はもちろん、妹にだってここまで心を許してるところは見せたことないのだから。

「そうなの？」

　でも初対面からなつかれてるマナミさんには理解出来ないらしい。

「それはそうと、ユウ？」

「なんです？」

「妹さんと何を話してたの？」

　マナミさんの質問には他意は無かったのだろうと思う。ただ少し長めに話してたので、それを聞いただけなのだろう。

「えっと……」

「私の話？」

　妹は俺とマナミさんが付き合えばいいと思ってる。そんな妹の思い違ちがいはとてもじゃないが言えるわけもない。

　だからその前の話を伝えることにした。

「妹さんがですね」

「妹さんって、うちの妹？」

「はい。うちの妹と知り合いらしくて、俺たちが移動してる間に事情を話しておいてくれたらしいですよ」

「反対って言ってたくせにね」

　マナミさんは言葉とは逆に嬉うれしそうに笑った。

　その笑顔は素す敵てきなものに違いなかったのだが、そんなことを妹に知られたらと思い、俺の表情は固まってしまう。

「ですよね」

　だから俺の賛同の言葉はこわばっていたかもしれないけど、それは許して欲しい。

　全すべては妹が妙みようなことを言ったせいなのだから。




　　　　＊　＊　＊




「おはよぉー」

　次の日の朝、リビングにやって来たマナミさんはかなり眠ねむそうだった。

「おはようございます」

　半分眠ってるみたいなのに、マナミさんはすでに制服を着ていた。さすがに他人の家で寝ね巻まきでウロウロするようなことはないらしい。

「マナミさん、夏服ですね」

　それは衣ころも替がえの時、想像しても思い浮かばなかったマナミさんの姿だった。実際にこうして見てしまえば、カスガが言ってた通り、上着を脱ぬいだだけとしか言いようが無いのだが、それはそれで新しん鮮せんな姿だった。

「……うん。家、出る時、慌あわててたから間ま違ちがえそうになったんだけど」

　マナミさんは弱々しく笑いながら椅い子すに座る。

「そうなってたら今いま頃ごろ、大慌てですね」

「またタクシーかな」

「ですね。で、朝ご飯、トーストでいいですか？」

「うん」

　マナミさんは返事をしたけど、そのまま、また寝てしまったみたいだった。

「……起こした方がいいのかな？」

　俺はそれに気づいたけど、しばらくどうしていいのかわからなくなってしまった。

　もちろんマナミさんの寝顔をじっと見ていたからではない。本当に気持ちよさそうに寝ていたから。それだけだ。




「ふぁああ」

　その後、改めて起きてからもマナミさんは眠そうだった。

　最初は血圧が低いのかなと思ったりもしたが、身み支じ度たくを調ととのえて、いざ登校となってもまだあくびを我が慢まんしてるとなると、さすがに心配になる。

「……うちの布ふ団とん、寝ごこち悪かったですか？」

「そうじゃなくて、いつも寝るの四時とかだから……結局、昨日も同じくらいに」

「じゃあ二、三時間しか寝てないわけですか」

　そういえば、マナミさんからのメールは明け方によく送られてきていた。

　朝からの仕事は十時からで、四時に寝てももう少し眠れるから、普ふ段だんはそれでいいんだろうけど、あいにく、学校はそれより二時間ほど早い。

　しかも昨日は仕事とは違う疲つかれもあっただろうし、なんだか申し訳ない気分だ。

「今後は早く寝て、朝、宿題するようにしないと……って、今いま更さらかな」

　なのにマナミさんは眠気と闘たたかいながら、もう気持ちを切り替かえようとしている。

「いや、やっぱりお仕事の方が大事ですし」

「うーん。でも宿題にかかる時間は大体わかってるしね」

「って言うか、宿題ってなんなんですか？」

「あ、えっと、まあ、収録の予習みたいなものかな。台本を読んで、演技を組み立てて、わからない漢字とか発音を調べたり……とにかく、収録前に済ませておく準備のこと」

「なるほど」

　登校してないのに毎日のように宿題をやってる理由がやっとわかった。

「ただ、セリフの量は台本もらうまでわからないし、ざっとでも確認すると、もう終わるまでは気になっちゃうから、寝るに寝られないというのもあったんだけど……でもこれも言い訳かな」

「言い訳？　なんのです？」

「学校に行きたいって言いつつ、私、あんまり真しん剣けんじゃなかったなって」

「でも学校に行くために、仕事がおろそかになったらマズイんじゃないですか？」

「だから仕事を優先してたんだけど、両立させる気はあんまりなかったのかもしれない。それこそ本気なら、もっと早く、こうして一いつ緒しよに登校したいって話をしてたら良かったわけでしょ？」

「なんにでもタイミングってあると思いますよ。もっと早く言ってたら、きっと妹さんのこと説得できてなかったですし」

「……そうだね」

　マナミさんは短くそう答えると、後はもう何も言わなかった。ホッとしてまた眠気が襲おそってきたのかもしれない。

「ユウ！　ユウったら！」

　途と切ぎれた会話の間に飛び込んできたのは俺を呼ぶ声だった。

「ん？」

　振ふり向いたら走って追いかけてくるカスガが見えた。

　その時点でまだ五メートルくらいは距きよ離りがあった。それでも呼び声が聞こえたというのはかなりカスガは大声で俺を呼んでいたようだ。

「なんだ、カスガか」

「なんだじゃないよ。呼んでるのに無視して行っちゃうし」

　追いついたカスガは珍めずらしく俺に不平みたいなことを言う。

「ごめん、本当に気づいてなかった」

「そんなことより！　聞いて！　聞いて！」

　こっちは謝ったのに、カスガにはどうでもいいことだったらしい。

「……何か事件でもあったのか？」

「オーディション受かってたの！」

　そして本当にそれは大事件と言って良い話だった。

「受かってた？」

　でもそんなことはあり得ない。

　カスガが受けた役はマナミさんが受かっていたはずだ。

「あ、もちろん、ヒロインは落ちたんだけどね。でも、ヒロインのオーディションはヒロイン役だけじゃなくて、他ほかの役のオーディションも兼かねてたらしくて」

「他の役ね……どんな役？」

「ヒロインのクラスメイト。原作だと名前も出てこない役なんだけど、アニメでは役名もつくんだって」

「……よくわからないけど、かなり脇わき役やくみたいな気がするな」

「まあ、うん、あんまり話には関かかわらないんだけど」

「でも、これで本当に声優としてデビューするってことなんだな」

　最初の役なんだから、名前があるだけでもきっと大変なことなんだろう。

「うん」

　それは嬉しさを隠かくしきれないカスガの顔からも伝わってきた。

「おめでとう、カスガ」

　なので俺としてはお祝いの言葉を告げるしかなかった。

「ありがとう、ユウ」

　そしてカスガの顔がさらに明るくなったので、きっとそれで良かったのだと思う。

「ええっと……」

　そこに声が聞こえて、俺とカスガはハッとしてそっちを見た。

　マナミさんだった。ずっと黙だまって俺とカスガの会話を聞いていたらしい。笑え顔がおを浮うかべているが、心なしか引きつってるように見える。

「あれ？　乃木坂さん？」

　カスガは本当に気づいてなかったらしく、なんでという顔をする。

「お久しぶり、練馬さん」

「……乃木坂さん、さっきの話聞いてた？」

「声優としてデビューするって話？」

「うん」

　カスガはずばり言い当てられてうなずいたものの、それ以上話を続けられずに困った様子を見せる。

「おめでとう」

　一方、マナミさんは特に驚おどろいた様子もなく、短い祝いの言葉を告げた。

「あ、ありがと」

　しかしカスガはそれで余計に混乱したらしい。

「うーん。えっと……」

　それで腕うでを組んであれこれ考え始めてしまった。俺とマナミさんは一体、何を考えてるのかもわからず、カスガの答えを待つ。

「乃木坂さんは、その……驚いたりしないの？」

　そして出てきたのは、ちょっと予想外の言葉だった。

「……別に」

「乃木坂さんはオタクな話、平気な人？」

「平気だけど」

「そっか。乃木坂さんは平気な人なんだ」

　平気どころか、この中で一番詳くわしいのはマナミさんかもしれないのだが、カスガが知りたかったのはそういうことではないらしい。

　平気な人。それだけわかれば、もう十分らしいことが、ホッとした様子を見せたカスガからありありと見て取れた。

「さっき聞いたからわかったと思うけど、私、声優を目指してて」

「それでデビューが決まったんでしょ」

「うん。だけど、まだまだ駆かけ出しだし、学校では誰だれにも言って無くて」

「私も学校で話すつもりはないけど、人の話だし」

「それも、うん、ありがたいんだけど……」

　カスガはそこまで言って、少し言っていいか考えたのか間を空けた。

「乃木坂さん、またこういう話聞いてくれる？」

「……そんなに機会無いと思うけど」

　迷った末での質問なのに、マナミさんはカスガが望んでいなさそうな返事をした。

「あ、そうだよね。お仕事忙いそがしくて、学校にもあまり来られないんだよね」

　でもカスガはそこまでマナミさんにいい返事を求めてはいなかったらしい。

「今日で二度目かな、学校」

「だよね。じゃあ夏休みも忙しいのかなあ」

「……夏休み？」

「少しでも余よ裕ゆうがあるなら、一緒に海に行きませんか？」

　カスガからの予想外の提案だった。

「はい？」

　マナミさんも思わず聞き返すくらいしか出来なかったらしい。

「一緒に海に行きませんか？」

「夏休みはいろいろあるし、無理かな……」

　マナミさんはそう答えたけど、それ以前にカスガとマナミさんは一緒に遊びに行くような関係ではなかったはずだ。それでもハッキリとそうは言わない辺り、マナミさんの気き遣づかいなのだろう。

「ユウはいいよね？」

　なのにカスガはこっちが驚くようなことを平然と聞いてくる。

「はい？」

「だから、一緒に海に行けるよね？」

「行けるよねって、お前」

「忙しいの？」

「忙しくはないし……時間なら腐くさるほどあるだろうけど」

　しかし当然、行くよねと言われると、少しは疑問を持って欲しいという気持ちはある。

「じゃあ決まりね」

　でもカスガはそんな俺の気持ちになど興味はないようだ。

「まあ、いいけど」

　仕方なく俺はそのことも含ふくめて受けいれることにしたのだが、今度はマナミさんが納なつ得とくいかないという顔をしていた。

「で、その、練馬さん？」

「なんですか？」

「その海っていうのは、二人で行くの？」

　尋たずねるマナミさんは少し引きつっていた。まさかそんなはずはない。そう思っているのだろう。俺だってそう思いたい。

「うーん。他に行ってくれる人がいなかったら、そうなりますかね」

　しかしカスガの意見は俺たちとはかなり違ちがっていた。にこやかにそんなことを言われて、マナミさんが驚くのが見えた。

「他に行ってくれる人はいそうなの？」

「まだ当たってないですけど、私、クラスに友達いないですから」

「でも、ほら、養成所の仲間とか」

「あ、私、そういうのもいないんです」

　カスガはニコニコしてるが、俺もマナミさんも笑う所じゃないと思っていた。

「へ、へえ、そうなんだ」

「乃木坂さんの知り合いで海行きたそうな人います？」

　しかしこの件に関してはカスガとはとことん意見が合わないらしい。

「……私、半日くらいなら空けられるかもしれない」

　それでマナミさんも少し考えを変えたみたいだった。

「本当ですか！」

　そしてカスガにはそれがかなり嬉うれしいことのようだった。

「ユウも乃木坂さんが一いつ緒しよでもいいよね？」

「それは、まあ、いいけど」

　そのために無理するのであればやめて欲しいとは思う。でもそれは一緒だと嫌いやだということではないはずだ。

「海はなんか不利な気がする」

　だがマナミさんはそれとはまた別の心配をしてるみたいだった。ぼそりと独り言を呟つぶやくのが聞こえた。

「はい？」

　しかしそれはカスガには聞こえなかったらしい。

「こ、こっちの話。とにかくスケジュールはなんとかするから、私も一緒に行くということで……」

「楽しみですね！」

　カスガはあくまでニコニコしてるが、マナミさんはまだ戸と惑まどっていた。

「っていうかさ、カスガ」

　だから、俺としてもこのままでいいのかちょっと考えてしまう。

「何？」

「せっかく役が決まったっていうのに、遊んでていいのか」

「それは……むしろ逆で」

「逆？」

「名前のある役が決まるまでは海とか我が慢まんすることにしてたから」

「オーディション受けるまでは俺と話すのを我慢してたってのと同じパターンか」

　考え直させようと思って振ふった話題だったが、それを理解してしまうと反対を続けるのは難しかった。

「なので、今回はどうしても付き合って欲しいんだ」

「そうか。でもやっぱり頑がん張ばらないとだよな」

　なのでもう納得することにした。遊ぶ時は遊んだ方がいいんだろうし。

「それは、まあ、ね」

「だって憧あこがれの汐留アスカと共演するんだろ？」

　それはもう今いま更さら、確かく認にんするようなことじゃないと俺は思っていたのだが。

「え？」

　カスガは本当に今まで気づいていなかったらしく驚きの表情を浮かべた。

「なんでそこで驚くかな」

「私、アスカさんと共演するの？」

「ヒロイン役は誰がするんだよ……」

「アスカさんだよね」

「で、カスガはヒロインのクラスメイトだよな」

「うん」

「だったら、一緒の現場だろ。というか、クラスメイトなんだから、話すシーンとかあるんじゃないのか？」

「原作では話してたね」

　カスガは俺の質問に肯こう定ていしてるのに、その事実をまだ理解していないらしい。

「オーディションで戦ったから共演したみたいなもんだって言ってなかったっけ？」

「……言った気がする」

「だったら、何をうろたえるんだよ」

「だ、だって、実際に会うとかは別だよ！」

　カスガはこの期ごに及およんでもそんなことは現実にありえないと思ってるみたいだった。

　目の前のマナミさんがその汐留アスカだなんて夢にも思ってないのだろう。

「……そんなんで海とか行ってる余裕あるのか？」

「そ、そこはなんとかする方向で！」

「なら、いいんだけど」

「でもアスカさんの目の前で演技とか。挨あい拶さつもまともに出来そうにないよ」

　カスガはその時を想像して震ふるえ始めた。

「ど、どどどど、どうしよう？」

　そしてその影えい響きようは言葉にも。

「そんなに緊きん張ちようすることかな」

　マナミさんがそれを理解出来ないというのも俺にはわかる気がした。

　しかしカスガには納得のいかない言葉だったようだ。

「の、のの、乃木坂さんは汐留アスカのこと知らないから！」

「……そうなのかな」

　あまりの剣けん幕まくにマナミさんは納得しかけたけど、どう考えてもマナミさんが汐留アスカのことを知らないわけはない。しかしカスガはそれを理解せず、ただマナミさんが汐留アスカを侮あなどってると感じているみたいだった。

「乃木坂さんだってライブに行けばわかるよ！　あ、でも歌手としてだけじゃなくて、声優としても凄すごくて！」

「そ、そうなの？」

　しかしそんなことを言われてもマナミさんとしては困るだけだ。

「その話はともかく！」

　だから俺は強い調子でカスガの話に割って入る。

「……はい」

「頑張らないとだな」

「それは、うん、もちろん。でも海には行くから」

「わかったよ。それは約束する」

　それは応おう援えんすると言ったし、もう断る理由もない。

「ということなので、乃木坂さん、日付わかったら教えてね」

「あ、うん」

「あ、でも収録とかぶったら無理だから、その時はゴメンね」

　なのに、今度はカスガ自身がそれを否定するようなことを言い始める。まあ、言うだけ無む駄だなことだったと俺にはすぐわかったが。

「……それは多分、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな」

「そうだね。毎回出るわけじゃないし、まだ始まってないかな」

　カスガはマナミさんのツッコミの意味がわからなかったが、一人で納得した。

「……っていうか、ユウ？」

　それでホッとしたのか、マナミさんが小声で俺に話しかけてきた。

「練馬さんの憧れの声優とか聞いてないんだけど」

「言ってませんでしたっけ？」

「聞いてたら、こんなに驚おどろかない」

　そう言ってるマナミさんは、カスガが収録を想像してドキドキしたように、やはり平静ではいられないようだった。

「そんなに驚いたんですか？」

　でもそれはマナミさんだからで、声優・汐留アスカは収録となればきっとちゃんとやってのけるのだろう。

　その時、カスガがどれくらいテンパるのかを見ることは出来ないけど、いつかマナミさんはそれを話してくれるかもしれない。

　仕事のことでも、マナミさんが俺に気軽に話してくれる。その日がそう遠くないうちに来るとしたら、それはとても嬉しいことだと俺は感じる。

　でもそれはマナミさんには伝わらず、ただ困ってるのを笑ってるように見えたらしい。

「もう他人ひと事ごとだと思って……」

　だからマナミさんはちょっと怒おこってたけど、俺は不思議と不安にはならなかった。







[image: 第十章　「少し前に進もう」と生徒会長は言った]




「あの綺き麗れいな人、誰だれ？」

　学校に着く頃ころにはマナミさんの機き嫌げんも直っていたらしく、校庭の隅すみを歩いている一人の女子に気づくくらいの余よ裕ゆうを持っていた。

「……えっと」

　一方、俺はと言えば、いざ答えようとして、自分の知識に不安を感じてしまった。

　というのは、それは知ってる人なのに、知ってる人に見えなかったからだ。

　決して背は高くない。大声を上げてるわけでも、変な行動をしてるわけでもない。

　明らかに変わってるとしたら、夏服の生徒ばかりの中、未いまだにカーディガンを着ているというくらいなのだが、その人が目立ってるのはそれが理由ではない。

　オーラというか雰ふん囲い気きというか、とにかくその人の冷たい美び貌ぼうは遠目には他ほかの人間と違ちがう何かを醸かもし出していた。

「神楽かぐら坂ざか先せん輩ぱいだと思うんだけど」

　そんな人を俺は一人しか知らなかった。なのに答えに確信が持てなかったのは、マナミさんが言ったように、その人が綺麗な人に見えたからだ。

　神楽坂先輩は確かに綺麗な人だが、俺が話したことのある先輩はそれでももう少し人間味みたいなものがあった。

　でも今、話題にしている神楽坂先輩は綺麗すぎて引くほど、まるで石せつ膏こう像のような作り物の整いを感じさせている。

　事実、先輩に挨拶してる人たちも、少し距きよ離りを置いてるように見えた。

「神楽坂先輩……有名な人？　芸能人か何か？」

　芸能人と言ってマナミさんからしてそう思ったのには、それなりの理由があると思う。それくらいに遠目に見た神楽坂先輩は綺麗な人だった。

「あ、生徒会長ですよ」

「ああ、あの……」

　俺の答えを聞いてマナミさんの顔が急に曇くもるのが見えた。

　神楽坂先輩は、自力で情報収集して、マナミさんが汐しお留どめアスカだと知り、その件で俺のことを脅おどしてきた人だからだ。

　まあ、最終的にはそれは無かったことになったはずだが。

「それにしても、あの雰囲気どこかで見た気が」

　でもマナミさんが気にしていたのはまたちょっと違うことだったらしい。

「マナミさん、けっこうそういうの多いですよね」

「え？　あ、でもユウには前にも会ったことあるっていうのは……本当だから」

　マナミさんはそうは言いながら少し自信なさげだった。

　俺とマナミさんは以前にも会ってるらしいのだが、その話を聞く度たびに、そうだったかなとは考えるのだが、結局、何も思い出せない。

　マナミさんが俺に会ったけど覚えてないというならわかるけど、俺がマナミさんみたいな綺麗な人と会って忘れてるとはどうも信じられない。

「神楽坂先輩って、なんか怖こわそうな人だよね」

　一方、カスガは実に率そつ直ちよくな感想を口にする。

「まあ、怖い人ではあるかなあ」

　実際、変に頭が切れるし、妙みような行動力も持ち合わせている。あと、神しん出しゆつ鬼き没ぼつというか、いきなり俺の後ろにいることがある。あれは怖い。普ふ通つうに怖い。

「話したことあるの？」

「少しね」

　それで俺は一つ、思い出した。

「案外、カスガは仲良くなれるかもしれないな」

「なんで？」

「俺、あの人に『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』を貸してもらったんだ」

「ってことは、神楽坂生徒会長って、オタクなの？」

　そう聞かれて、その辺はどうかなと疑問を抱いだいてしまった。

「オタクってほどオタクなのかはわからないけど」

「でもハルヒ好きなんでしょ？」

「それも、シリーズの中で『涼宮ハルヒの憂鬱』だけって言ってたからなあ」

「じゃあ、そこまでオタクじゃないのかなあ」

　そもそもどこからどこまでがオタクなのかも俺にはよくわからなかった。

　清きよ澄すみはけっこうな水みず樹き奈な々なファンだと思うけど、自分ではオタクと言うのはおこがましいと感じてるみたいだし、それこそマコトさんや荒あら鷲わしさんたちみたいなプロレベルじゃないとオタクじゃないなら日本に何人いるんだろうという話だし。

「でも、神楽坂先輩、『憂鬱』が好きなんだね」

　その情報だけでカスガには十分みたいだった。

　さっきもマナミさんを急に海に誘さそったりしたが、少し接点があるというだけでカスガにとってはもう仲間という感覚なのだろう。

「二冊目は読もうとしたけど、序章で諦あきらめたって言ってた」

「……なんか引っかかるところあったっけ？」

「いや、俺は読んでないから知らないけど」

「でも、うん、ハルヒは二巻目以降は認めない！って人、いるよね」

「カスガは？」

「私は全部、好きだけど」

「じゃあ、ちょっと好みが違うのかもしれないな」

「そっか。そうだよね。うーん」

　こうしてマナミさんとカスガと一いつ緒しよに登校してるのですっかり忘れていたが、俺は昨晩も神楽坂先輩と会っていたのだった。

　マナミさんとケンカして家に帰る途と中ちゆう、神楽坂先輩が俺の前に現れたのだ。

　思い出してみても、実際の出来事だとはにわかには認にん識しきできなかった。

　あの神楽坂先輩があのタイミングで俺の前に現れた。それはもしかしたら落ち込んでいた俺が見た幻げん覚かくだったんじゃないだろうか。

「……でも現実だったんだろうな」

　しかし俺はそれを近いうちに確認しなければいけなかった。

　なぜなら、俺はその時、先輩にひどいことを言ってしまったからだ。

　事実なら俺は謝らなければならない。事実でなければ先輩に「君は何を言ってるんだ」と笑われるだろうが、そのままにしておくよりはずっとマシなはずだ。
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　でも俺はその場では先輩には話しかけに行けなかった。

　これはもう完全に言い訳だが、マナミさんやカスガが一緒だったからだ。

　それに傍はたから見た先輩があまりに人間味が感じられ無かったからというのもある。

　とにかく俺はその朝はそのまま教室に向かってしまったのだった。

「おはよう、ユウくん」

　教室に入り、自分の席へと向かう途中、俺は呼びかけられた。

　それは俺にとって予想外であり、ちょっと対応に困る出来事だった。

　というのもその相手が話したこともない女子だったからだ。

　しかもちょっとした美人だった。神楽坂先輩を見た後では、時々は見かけるレベルとも言えるが、学年でも一、二を争うレベルだろう。

　長くすらっとした黒くろ髪かみ。りりしい太い眉まゆ毛げ。人当たりの良い、和風なお嬢じよう様さまという感じの女の子だった。

「お、おはよう」

　なので、ちょっと挨あい拶さつもぎこちなくなってしまった。

　向こうは俺を知ってるみたいだが、こっちは知らないというのはちょっとしたプレッシャーだ。

　それが美人が相手とくればなおさらだ。

「ユウ、この人、誰？」

　なのにマナミさんは俺に、この女子が誰なのかと聞いてくる。さすがにこの状じよう況きようで「知らない人です」とも言えないが、本当に知らないのだから困る。

「おはよう、乃の木ぎ坂ざかさん。私は学級委員の麻あざ布ぶトウコです。挨あい拶さつは初めてかな」

　そんな中、向こうからマナミさんに自己紹しよう介かいしてくれた。

「そうですね、初めまして」

　マナミさんはなるほどと納なつ得とくした様子を見せて挨拶を返した。

「今日、二人は一緒に登校して来たのかな？」

　そのままマナミさんと話し続けるものと思ったけど、この麻布トウコと名乗った学級委員はなぜか俺の方にまた話を戻もどしてきた。

「ええ、まあ」

　ちょっと質問の意味がわからず、俺はハッキリしない返事をした。

「けっこう仲がいいって理解でいいのかな」

「だったらなんなんです？」

「乃木坂さん、学校のこと色々わからないだろうけど、その辺りはユウくんに任せちゃっていいのかなってこと」

「ああ、そういうことでしたら」

　それは別に納得出来たのだが、なんでこの女子は当然のように俺のことをユウくんと呼ぶのだろうかという疑問が湧わいてきた。というか、俺が忘れてるわけではなく、この女子と俺は今日、初めて会話したはずなのだ。

「じゃあ、頼たのむわね」

　学級委員としての立場がそれを言わせるのだろうか。奇き妙みような親しさに俺は戸と惑まどいを覚えずにはいられなかった。
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「はい」

　とは言え、返すべきことは、それくらいしかない。

　なんで俺のことをユウくんと呼ぶんだと問い詰つめたりはもちろんしない。

「そういえば、ユウくん？」

　なのに向こうはまだ俺に話があるらしい。

「なんですか？」

「ユウくんは神楽坂先せん輩ぱいと仲いいの？」

「神楽坂先輩とですか……」

　さっきに比べるとずっと答えにくい質問だった。

　昨日のこともあるし、嫌きらわれてる可能性すらある。その一方で、先輩は何も気にしてないと言い出してもおかしくない人でもある。

「二、三度、話したくらいかな」

　なので俺はただ事実だけを答えた。

「それだけなんだ」

　気に入らなかったのか、反応はごく短いものに終わった。

　それもあって俺は、それ以上、会話を続けなかった。

　だから俺はなんでそんなことを聞いてきたのかを理解することは出来なかった。

　わかったのは、この人は先輩のことを知ってるということだけだ。

　それにしたって先輩は生徒会長。そうでなくても目立つ人だ。学校で知らない人の方が少ないくらいかもしれない。

　つまり、本当に俺は何もわからなかったということだ。
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　そして、それが何か問題になるかどうかなんて俺にはおよそ興味の無いことだった。

　今日の今日まで一緒のクラスなのに話したことのない女子よりも、もっと話したい相手がすでに登校して来ていたから。

「ユウと海ねぇ……」

　しかしその反応を見るにその女子、清澄はあまり俺とは話したくなさそうだった。

　まあ、バドミントン部の朝練の後も一日中ジャージで過ごす清澄からすれば魅み力りよく的てきな話題ではないのは十分、予想の範はん囲い内だったが。

「気が乗らない？」

「私が水着とか。ちょっと笑っちゃうよね」

　清澄がそう言って苦笑いした理由も俺にはわかる。

　学校では女子の仲間に見られるのを拒こばみ、スカートを穿はかない清澄なのだ。水着など論外と言われても不思議はない。

「清澄さんもダメなんだ……」

　でもマナミさんはまだ清澄のことをわかってなかったらしく、露ろ骨こつにガッカリした様子を見せる。

「ん？　なんで乃木坂さんがそこで溜ため息いきつくわけ？」

　それで清澄もちょっと驚おどろいたらしい。

「ああ、マナミさんも行く予定なんだ。まあ、都合がつけば、だけど」

「半日、どこか空いてたはずだから、そこで」

　今度はマナミさんが苦笑いをする番だった。

　夏休みを通して半日だけのオフ。それを海に行くために充あてるというのだから、自分で呆あきれてしまっても不思議はない。

「それを聞いちゃうと、考え直さないとかなあ」

　でもそれが清澄の心に火をつけたようだった。

「え？　来るの？」

「先に誘さそったの、ユウの方でしょ？　それとも私が行ったら困ることでも？」

　清澄が視線で「そんな訳ないよね？」と念を押してきた。

「いや、別に……」

「もしかして乃木坂さんと二人きりで行きたかったのかなあ？」

「……元々、二人きりじゃないし」

　なんか話が変な方向に逸それそうになったその時、さらに別の人間がやってきた。

「お、なんの話？」

　それは俺の悪友と言っていい白しら河かわだった。

　白河は巨きよ乳にゆう好きで、Ｄカップ以下の女子には一いつ切さい興味が無いという潔いさぎよい男だ。ちなみにそれを公言してるので女子には良く思われていない。

　Ｄカップより小さい女子の方が圧あつ倒とう的てきに多いし、Ｄカップ以上の女子だからと言って、白河に好かれて嬉うれしいわけではない。

「私たちは夏休み、海に行こうって話をしてるんだけど？」

　清澄は俺よりも先に答えながらも、明らかにトゲのある言い方をした。

「ほう、海ねえ」

　白河の視線は清澄とマナミさんの胸へと飛び、その大きさを確かく認にんしたのが見えた。

「清澄と乃木坂とじゃなあ」

　そしてこの発言。清澄はこれを予想していたのだろう。

　それでもハッキリと言われたらやはり良い気分はしないだろう。二人はちょっとした口論を始めてしまった。

「だよね。だから白河のことは誘うつもりもないけどね」

「はあ？　先に断ったのは俺ですが？」

「誘ってないのに、先に断るとか」

「さっき話を振ふっただろうが」

「聞かれたから答えただけなのに自分に言われたと思ったわけ？」

　清澄も普ふ段だんは白河が巨乳好きの困ったヤツだということは納得してるはずなのに時々こうなる。今日は自分だけでなく、マナミさんもバカにされたせいだろうか。

「……ふむぅ」

　俺はどうしたものかと二人が口論する様を見続けていた。

　そもそも海に行くと言い出したのはカスガだと言えば、白河が行きたいと言い出すのはわかっていた。白河によるとカスガはＧカップであり、白河が認める学校でも有数の巨乳の持ち主だからだ。

　しかし俺はそれが理由で白河がカスガに近寄るのをよく思ってないのだ。

「誘って当日、この続きを見せられるのもなあ」

　なので俺は白河に関しては断固、断るということに決めた。

　口論に関してもそこまで深刻ではなさそうだし、いずれ飽あきるだろう。

　となれば、心配は一つだけだった。

「マナミさんは本当に行くの？」

「行ったらまずい？」

「いや、一いつ緒しよに行けるなら俺は嬉しいけど……せっかくの休みだから、文字通り、休んだ方がいいんじゃないかなって」

　そうでなくても夏休みだからっていろいろとイベントがあるんだろうし、無理してたらマナミさんだって壊こわれてしまうかもしれない。俺はそんなことを心配していたのだが、マナミさんは逆に嬉しそうに笑った。

「せっかくの休みだからいいんじゃない？　少しは仕事以外の楽しみもないと」

「仕事以外の楽しみ、ですか」

　確かにそれは必要だろうなと俺は納なつ得とくさせられた。

「おい、ユウ！」

　でも白河はまだ納得してなかったようだ。

「はい？」

「さっき、麻布さんと話してたみたいだが、彼女は来ないのか？」

　その時点で俺は「麻布さんって誰だれだ？」と思うくらいにはもう彼女の存在を忘れかけていた。当然、そんな相手を誘ってるわけもない。

「俺、あの人とは今日、初めて話したんだけど」

「しかしそれならこれから仲良くなることはできるだろう」

「いや、無理だろ」

「何故なぜだ！　何故、俺のために麻布さんを誘おうと思わないんだ！」

「というかお前が麻布さんに興味があるのも今知った」

「うむ。麻布さんがＤカップになったのはつい最近だからな！」

「……さすがに俺もその発言には引くわ」

「何故だ!?」

「とりあえず本人に聞こえるから少し静かにしろ」

「うむ……で、ここまで聞いたからには誘うんだろうな」

「どうして、そこでそうなるのか俺には理解に苦しむ。というかそこまで一緒に海に行きたいなら自分で誘えばいいんじゃないか」

　俺はそれ以上のことを言う必要は無いと思っていたが、白河からは意外な返事が戻もどってきた。

「それが出来るなら、二人きりで行くに決まってるだろ」

「……それはまあ、そうだな」

　まあ、二人きりで行くのに誘うのと、皆みなで行くのに誘うのとではかなり難易度も違ちがうだろうけど。

「では俺の言い分を理解してくれたところで頼たのむ。麻布さんを海に誘ってくれ！」

　確かに白河の言い分は理解した。しかし俺の返事はいつもと変わらない。

「断る！」

　もちろん白河はその後も食い下がって来たが、それで結果が変わったりはしなかった。

　白河よ、俺たちと一緒に行かないのなら、麻布さんでも誘ってくれ。まあ、彼女がよほどの変わり者で無い限り、イエスとは言わないと思うが……。
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　そんな話をしてたので、放課後は作戦会議でも始まるのかと思っていたが、カスガはいつも通りに養成所へ、マナミさんも妹さんのフォローがあるからと帰ってしまった。

「奢おごり返す話はまた延期か」

　どうもこの件に関してはハッキリと避さけられてる気がする。

　とにかくマナミさんは俺に恩を返させない気なのだ。

　まあ、マナミさんの方がそれを望んでいるのだから無理に返すのも変な話だが、それでも恩を受けっぱなしというのは落ち着かない。

　それで俺がどうしたかと言えば、マコトさんの家に向かった。といってもマコトさんに会いにいくわけではなく、留守中に何かＤＶＤでも観みようと思っての行動だった。

　しかし俺はそこで一つ、大事なことを今日一日、忘れていたことを思い出させられることになった。

　それはマコトさんの家まで来て鍵かぎを開けようとした時のことだ。

「ここは君の家ではないはずだが、一体、誰の家なのかな」

　俺は後ろから誰かに声をかけられた。

　後ろから、誰かに。そして声から俺はそれが誰か振り向いて確認するまでもなくわかってしまった。

　そして振り向いたら本当にその人がいた。

「カグヤザカ先せん輩ぱい……」

　なのにまた名前を間ま違ちがえてしまう。俺はどういうわけか、この人の名前をどうしても正しく言えないのだ。

「神楽坂だよ、ユウくん。もういっそ、カグヤと呼んでくれないかな」

「……すみません」

　この件に関しては本当にいつも申し訳ないと思ってるのだが、本当に直らない。落ち着いている時は大だい丈じよう夫ぶなのだが、驚くとダメだ。

　そして神楽坂先輩はなぜか俺を驚かせるように、いつも現れるのだ。

「すみませんと言えば、ユウくん」

「はい？」

「私は昨晩、随ずい分ぶんとひどいことを言われたのだが、それに関しての謝罪はないのかな？」

　そしてそれこそが俺がすっかり忘れていたことだった。これに関しては本当に謝る以外の選せん択たく肢しがない。

「……すみません」

「それでも君が落ち込んだままなら止やむなしと思っていたのだが、朝になったら女子を二人侍はべらして、ニコニコしてるとはね。さすがにどうかと思うよ、あれは」

「……それはちょっと違うんですが」

「しかもその二人と別れたと思ったら、今度はまた別の女の家とは呆れて物も言えんな」

「いや、ここはそういう場所じゃなくてですね」

「ほほう。じゃあ、男友達の家なのかね？」

　神楽坂先輩はどんな根こん拠きよかわからないが、その答えがノーだと知ってるみたいだった。

「じょ、女性の家です」

「しかも当然のように鍵を持っていて、先ほど開けようとしていたようだが」

「それは、そうなんですけど……」

　しかし先輩が言ってるような相手では無いことも確かなのだ。

「で、誰の家なのかな？」

「知り合いの脚きやく本ほん家さんの家です」

「脚本家か。あまり興味の持てる答えではないな」

「まあ、そういう仕事をしてるので、たくさんＤＶＤを持ってる人なんです。仕事が忙いそがしいので家にいない時も多くて、その時は勝手に入って観ていいということで鍵をもらったってだけなんです」

「なるほど。それで君は今からそれを一人で観ようと思ってるというわけだな」

「はい」

　やっと、わかってもらえた。俺はここで話が終わるとほっとしたのだが、実際はむしろここからが始まりだった。

「ならば、私もご一緒させていただいても何も問題はないだろうね」

「はい？」

　先輩は何を考えてるのかよくわからない人なのだ。
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「やはり、ここはポテトチップスにコーラだろう」

　神楽坂先輩の鶴つるの一声で、俺たちはまずはコンビニで買い出しをすることになった。

　先輩の意見には確かに一理ある。ずっと観ていればお腹なかも空くし、喉のども渇かわく。途と中ちゆうで中断して買いに行くよりも、先に買っておいた方がいいだろう。

　こういう時、先輩の頭の回転の良さは実に頼たよりになる。

「で、何を観るのかな？」

　なのに、マコトさんの家に戻って、いざ何を観るのかという話になると、神楽坂先輩には意見は無いようだった。まあ、先輩はマコトさんの家を掃そう除じしたことはないし、どんなＤＶＤがあるのかも全く把は握あくしてないわけだが。

「何か希望はあります？」

「君が観たい物を一緒に観たいだけなのだが」

「……と言っても、俺も別にこれを観ようっていうのはないんですよね」

　せっつかれてるように感じながら、俺は自分が整理した棚たなを見て、何か丁度良い物は無いかなと探してみる。

　観たいというだけなら、ウルトラマン・ネクサスの続きなのだが、あいにく、ここには結局、無かったし、そうでなくても定番とは違うこの作品を途中から観るのでは先輩もついて来られないだろう。

「そういえば、ユウくん」

　俺が困ってると感じ取ったのか、先輩がそんな話題を振ふってきた。

「はい」

「この夏、涼すず宮みやハルヒのアニメがやるらしいな」

「再放送ですか？　それなら確か、ＤＶＤが揃そろってましたよ」

「いや、続きをやるらしい」

　続き。そう言われて、思い出した。

「神楽坂先輩は続きには興味ないんじゃなかったでしたっけ？」

　先輩が好きなのは『涼宮ハルヒの憂ゆう鬱うつ』だけ。二巻以降は読んでないし、読むことも無いみたいなことを言っていたはずだ。

「あれから少し考えが変わってね」

「はあ」

「私も前に進もうと考え直したわけだ。『涼宮ハルヒの消失』はファンの間でも評価が高いそうだからね。まあ、消失はテレビではやらないみたいだが」

　その消失というのがなんのことかはわからないが、少し考えを軟なん化かさせたらしいことは理解できた。

「じゃあアニメを観たらどうですか？」

「ユウくんが一いつ緒しよに観るというなら、それでもいいが」

「でも学園モノですよね、これ？」

　棚のどこにあるかは、ちゃんと覚えていたので、ＤＶＤはすぐに見つかった。

　カエルの格好をしている女の子がレモンを握にぎってる絵が描えがかれている。赤でタイトルが入ってるが、これは小説のそれと一緒なので間違いない。

「学園モノアレルギーというのは本当のようだね」

　先輩が俺が気乗りしてない理由をちゃんと理解してくれていた。その口ぶりからすると、今まではあまり信じてなかったみたいだけど。

「いっそ俺の思い込みだといいんですけど」

「厳密には君のそれはアレルギーとは違うんだろうが、アレルギーというのは体調の善し悪あしやストレスの溜たまり具合で出たり出なかったりするからね」

「それがなんなんですか？」

「症しよう状じようが出た頃ころの君と今はかなり違ってるなら、もう平気という可能性もある」

「あの頃の俺、ですか」

　確かに状じよう況きようはかなり変わっている。

　あの頃はカスガとも疎そ遠えんだったし、マナミさんとも知り合っていなかった。

「美少女二人侍らしておいて、学園モノアレルギーとかとても信じられんね。しかも片方は巨きよ乳にゆうの幼なじみとか。君こそ、学園モノそのものじゃあないか」

「……だから侍らしてたわけじゃないですから」

「しかし巨乳の幼なじみは事実だろう」

「でも、彼女とかじゃないんです」

「ほう。じゃあ、ただの幼なじみなのかね？　そう断言できるかね？」

「それは……」

　俺が言い淀よどんでしまったのは、実はカスガのことをやっぱり狙ねらってるとかそういうことではない。

　ただの幼なじみ。そう言い切ることが出来なかった。

「やはり巨乳なのか！　男は誰だれも彼もが大きい方がいいのかね？」

「そうじゃなくて……カスガは俺の夢なんです。それに昨日、気づかされたから、ただの幼なじみではなくなったんです」

「夢か。彼女が声優として活かつ躍やくすることに自分の夢を託たくすというわけか」

　先輩がどうしてそこまで理解してるのか不思議に思ったが、しかしそんなことは今に始まったことではなかった。

「そうですね」

「高校一年生の男子の考えることとは思えないが……まあ、君らしいと言えば君らしい」

　でも、先輩のその一言には俺をカチンとさせる何かがあった。

「……俺らしい普ふ通つうな夢だと言いたいんですか？」

　先輩はその言葉にしばらく何も応こたえなかった。しかし俺の口調が強かったので引いたということではなかった。

　むしろ冷たい視線でこっちを睨にらみ返していた。

「どうも、そこがわからんのだがね──」

　でも俺の感情に先輩は被かぶせるように強い口調で続けた。

「普通の夢というのは悪口なんだろうか」

「どうなんでしょうか」

　改めて言われると、別に悪口というほどではない気もした。

「もう一つ言わせてもらえば、私は『君らしい』と言ったが『普通だ』とは言ってない。あと、高校一年生の考えることとは思えないとも言っている。なのに、君は『普通だ』と言われたと腹を立てている。実におかしな状況じゃないか」

「……それは、そうですね」

　改めて尋たずねられると、確かに俺の怒いかりは理り不ふ尽じんなものだった。自分でも何でそんな風に怒おこったのか理解出来ない。

「って、もう一つと言いつつ、さらっと二つ言いましたよね？」

「む、バレてしまったか。少し弱ってるようなので押し切れると思ったのだが」

　しれっと先せん輩ぱいにそう言われるとなんだか真ま面じ目めに聞いていたのがバカバカしく思えてきた。というか最初の反論もどれだけ本気だったのか。

「とにかく君はけっこう変わったと思うし、『涼宮ハルヒの憂鬱』は君を癒いやしこそすれ、傷つけるものではないと私は考えてるのだが」

「だからアニメを観みろと？」

「それは少し違ちがう。なぜなら私はアニメは観たことがないのでね」

「でも『涼宮ハルヒの憂鬱』ですよね、これ？」

「それは『涼宮ハルヒの憂鬱』を元に作った『涼宮ハルヒの憂鬱』という名のアニメだ」

　またなんだかややこしい話になってきたぞと俺は感じた。

　先輩のこだわりを聞くと、ぼんやりと考えてる俺にはなんだかさっぱりという感想になっていく。

「じゃあ観ないんですか？」

「試ためしに観るというのはいいことかもしれない。君にとっても、私にとっても、ね」

「……ダメだったら？」

「その時は幼なじみにぎゅっと抱だきしめてもらえばいい」

「……そ、それで治るんですか？」

　俺は聞き返しながら、まさか昨日の晩、カスガとのことを見られていたのではないかと不ふ安あんに駆かられる。

　しかし先輩はそのことには触ふれず、話を続けた。

「まあ、治らぬ病気なら一緒に暮らす知ち恵えを学ぶ必要はあるだろうな。世のサラリーマンたちが夜な夜な酒を飲むように、君は君を癒やす方法を知るべきだ」

「それで先輩は避さけ続けていた『涼宮ハルヒの憂鬱』の続きに挑ちよう戦せんするんですね」

「さっきも言っただろう？　少し前に進もうとね」

「少しですか」

「どんな道も最初の一歩からだよ、ユウくん」

「……わかりました」

　そこまで言われたら俺も腹を決めるしかなかった。

　実際、もう大だい丈じよう夫ぶなのかもしれない。

『普通の人間に興味はありません』という言葉はもう胸に刺ささった棘とげではないのかもしれない。

「よし……と」

　それでもＤＶＤをいざセットしようとしたら手が震ふるえた。

「再生ボタンを押した方がいいのかね？」

　先輩がリモコンをいじりながら尋ねて来たが、緊きん張ちようしてるのかイエスかノーか判断が付かなかった。

　その間にテレビの青い画面が変わり、炎ほのおから生まれる不死鳥のロゴが映し出される。

「勝手に再生されるみたいですね」

「そのようだ」

　そして俺と先輩が見つめる中、アニメが始まった。

　奇き妙みようなロゴ。丸い中にグニャグニャとゆがんだ線が押し込まれている。赤い線は文字らしく……ＳＯＳ団と書いてあるらしい。

　そこに被かぶってくる調子のずれた歌。

　画面に現れたのはプラカードを持っているらしい赤いバニーガールの女の子。そこにロゴが回転しながら画面の中に飛び込んで来る。

　朝あさ比ひ奈なミクルの冒ぼう険けん。ピンクっぽい色でそう書かれていた。

「朝比奈ミクル……なんか聞いたことあるな、この名前……」

　そう俺が呟つぶやくまもなく、画面が急に青くなる。

「!?」

　驚おどろきながらも確かく認にんすると右上に停止のマークが出ていた。つまりリモコンの停止ボタンが押されたということだろう。

　そこまで理解して俺はリモコンを持ってるはずの先輩の方を見た。

「…………」

　先輩は、怒りと闘たたかっていた。

　己おのれの中からあふれ出ようとしている怒りを必死にせき止めようとしていた。

　歯を食いしばり、腿ももに置かれていた手は血が出そうなくらい食い込んでいた。

　それでも怒りはにじみ出ており、そのほんの一部の怒りだけで俺は言葉を失った。

「な、な、何が、みっくるんるんだ！」

　先輩は吠ほえた。

「ふざけてるのか、このスタッフはぁああああ！」

　そして少し前に進んだはずの先輩はその場でちょっとした台風と化した。
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「本当にすまなかった」

　部屋を片付けながら、先輩は謝罪の言葉を何度となく口にした。

「気にしないでください。最初にこの部屋を見た時に比べればこのくらいの散らかり様はどうということはないですから」

　正直、先輩が暴れたことも、その結果として部屋の片付けをすることもそんなに気にはならなかった。

　あえて不満を口にしたいとすれば、それはやっと勇気を出して、学園モノに立ち向かうことにしたのに、五秒くらいで終わってしまったことの方だ。

　つまり、俺の勇気を返せということだ。

　もちろん、怒りを吐はき出すだけ吐き出して意い気き消しよう沈ちんしてる先輩に言うことではないのも俺にはわかってるし、どうしても言いたいというほど格好良い話でもない。

「とりあえず座れるスペースは確保出来ましたけど、どうします？」

「どうと言われてもな」

「これ、どうも、アニメオリジナルの話みたいですし、『涼宮ハルヒの憂鬱』の分の回を観ます？　Ⅰから……Ⅴまであるみたいですけど」

　俺はそう尋ねながらも断って欲しいとも感じていた。

　さっき振ふり絞しぼったせいで、勇気がどこかに行ってしまったみたいだった。

「いや、やめておこう。それは君がいつか本を読んだ後にしよう」

「……それは、いつになるかわかりませんよ」

　だから先輩の言葉に「じゃあ、すぐ読みます」とはとても言えなかった。

「まあ、仕方あるまい。今回は明らかに私のせいでもあるからね」

　そして先輩は別にそれを責めたりはしなかった。

　先輩も今回のことは勇気が要いったはずだ。それがうまく行かなかったのだから、俺の気持ちも少しはわかってくれてるのだろう。

　もっとも俺とは違って先輩は好きすぎるからこそ必要な勇気だったけれど。

「『涼宮ハルヒの憂鬱』は先輩にとって本当に特別な作品なんですね」

「だから君にも好きになって欲しいんだがね──」

　そして思いの外、先輩はダメージを受けているようだった。少し空いたスペースにペタンと座り込むと下を向いてしまった。

「でも失敗してしまったな。ますます君を学園モノから遠ざけることになってしまったかもしれない」

「……じゃあ、ちょっと近づいてみますか」

　俺の言葉に先輩は急に視線を上げて、こっちの方をじっと見た。

「学園モノでも学園が舞ぶ台たいじゃなければ平気かもしれないなって思ってて」

「そういう話かね」

「多分、この辺にあったと思うんですけど。『ＴｏトウＨｅハａーｒｔト２』の……夏休みに海に行く話というのがあるらしく……」

　棚たなのどこに『ＴｏＨｅａｒｔ２』があるかは把は握あくしていたけど、いざ特定しようとしたら、案外、本数があるのに気づいた。

「こっちはテレビで放送したヤツかな」

　パッケージ裏を見ると何話か入ってるらしいのがわかった。

「うーん」

　読めば書いてあるのはわかったが、全部チェックするのは学園モノっぽさが俺の許容値を超こえるのではないかという不安があった。

「これじゃないのかね？」

　いつの間にか先輩が隣となりにいて、一いつ緒しよに探してくれていたらしい。

「このＯＶＡというヤツの二巻じゃないのかね？」

　先輩はそう言って俺にそのパッケージを見せる。

　夏の青い海をバックに白い水着の女の子、その後ろに麦むぎわら帽ぼう子しをかぶった女の子が描えがかれていた。

「それ、ですかね」

　俺は他ほかにカスガがなんて言ってたかを思い出していた。

　委員長とその妹がどうこうとか言ってた気がする。

「違うのかな？」

「えっと……委員長と妹とか、あらすじに書いてませんかね」

「委員長……はないが、妹はあるな」

「じゃあ、それです、多分」

「君のその、中ちゆう途と半はん端ぱな情報はなんなのかね？」

「いや、カスガがそういう話をしてたので……」

「ほう」

「興味あるなら貸そうかって言われたんですけど、その時は興味なかったし、観るつもりもなかったので、あんまり詳くわしくは聞かなかったんですよね」

「そういうことであれば、私と観みたらダメなんじゃないか？」

「……そうですか？」

　ちょっと先せん輩ぱいが何を言いたいのかよくわからなかった。それが顔に出ていたのか、先輩はその補足をしてくれた。

「練ねり馬まカスガと一緒に観るべきではないのかと言ってるのだが」

「……そうなんですかね。貸すって話でしたし、カスガも一緒に観るつもりはなかったと思いますけど。まあ、観て感想を言ったら喜びますかね」

「ふむ。まあ、幼なじみの君がそう言うなら、そうなんだろうな」

　先輩はそれで納なつ得とくしたらしく、パッケージを開け始めた。

「……大丈夫ですかね？」

　そして俺は自分から言い出したことだったのに、改めて観ることを考えると怖こわくなってきてしまった。

「アレルギーと言っても死んだり、病院に行くようなものじゃないんだろう？」

「まあ、数日、落ち込むくらいですけど」

　そりゃ死ぬほどのことじゃないが、何日も引きずるのはやはり避けたい。

「それで学校に行けなくなったなら、責任持って一緒にサボってあげよう」

　なのに先輩はそうして少し笑ったみたいだった。

「先輩の場合、サボりたいだけじゃないんですか？」

　俺は先輩と初めて話した時のことを思い出し、そうつっこまずにはいられなかった。

　あの時、先輩が授業をサボっていたせいで、俺たちは会うことになったのだ。

「君は知らないようだが、私は優等生ということで通ってるんだよ？」

　しかし先輩は俺の言葉を否定し、やっぱりまた笑ったようだった。
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「ふむ」

「終わったんですよね、これで」

「だろうね」

　結果から言えば、俺は倒たおれたり、気落ちしたりはしなかった。

「学園モノアレルギーはもう治ったんですかね」

　どころか余よ裕ゆうがかなりあったので、先輩を家に送ることにしたくらいだった。

「それはなんともわからんが、かなり楽しんでるように見えたよ」

「そうですか？」

「特に、愛まな佳かが出てくるとニヤニヤしていたように思う」

「……そんなことはないと思うんですけど」

　などと言ってみたが、正直、そういうところはあった気がする。

　ちなみに愛佳というのはパッケージに書かれていた水着の女の子だ。学級委員長らしく「いいんちょ」と呼ばれていた。

「正直、ちょっとがっかりだよ。君がああいういかにもかわいい女の子が好きだったとはねっ！　ああいう恥はずかしがりがいいのかね！　ああ、いいんだろうさっ！」

「だめですか？」

「君はもう少し硬こう派はな男だと思っていた」

「……すみません」

「あと、タマ姉というのにも反応していたな」

「あれは、その……」

　それはちょっと事情が違ちがうと説明したかったのだが、いろいろややこしくて、どこから話せばいいか悩なやんでしまった。

「何か言い訳でもあるのかね？」

「タマ姉に関しては、知り合いがすごく好きでして、でも今日までどんなキャラか知らなかったので……ああ、こういうキャラなんだって……だけで……」

「じゃあ君個人は好きじゃないのかね？」

「……はい」

「ほう」

　先輩は呟つぶやいて立ち止まると、俺の顔を覗のぞき込んで睨にらんだ。

「な、なんです？」

「ユウくんはどのキャラが一番いいと思ったのかな？」

「一番と聞かれると、やっぱり愛佳ですかね」

　聞かれて思わず、そう答えてしまったが、失言だったかもしれない。というのも先輩が口元に笑えみを浮うかべたからだ。

「ほほう」

　しかし先輩は短くそう言っただけで、その意味までは教えてくれなかった。

「ダメですか？」

「君の意見は君の意見だ。それがダメとかそういうことはないだろう」

　先輩は答えとも言えない答えを告げると、そのまま歩き出した。

「先輩は誰だれがいいと思ったんですか？」

　それを追いかけながら俺は先輩に逆に質問をする。

「……誰だと思うね？」

　先輩は反応したけど、少し歩みを速めた。まるで逃にげてるみたいだ。

「誰かわからないから聞いてるんですけど」

「少しは自分で考えたまえ」

「……そうは言われても、少しもとっかかりがないというか」

　先輩は『涼宮ハルヒの憂鬱』が好きだと言っていたが、それは作品がということであって、先輩がどんなキャラクターが好きかなんて俺には本当にわからない。

「そうだろうね」

　先輩は俺の前を歩いていたのに突とつ然ぜん、立ち止まる。そして俺の方を振り向いた。

「なぜなら、君は知ろうとしていないからだ」

「知ろうと……」

「君の人の話を真ま面じ目めに聞くところは美徳と言っていいが、君はそれ以上のことをしようとしない。それは訳ありの女の子には望ましい態度かもしれないが、通常の人間関係においては少々、冷たく映るよ」

「……そう、ですかね」

　俺はちょっと面めん食くらっていた。今までそんなことを俺に言ってきた人間はいなかったからだ。とは言え、先輩が間ま違ちがってると思ったわけではない。多分、事実なのだが、初めて聞いた。そういうことだ。

「私は作品そっちのけで君の反応を見ていた。だから君が愛佳が好きなのがわかったし、タマ姉に何かあるとわかったのだ」

「……なるほど」

　確かに俺にはそういう部分が足りない……と思いかけたが、ここでやはり先輩の言い分が変なのに気づいた。

「って、作品そっちのけじゃダメじゃないですか!?」

「まあ、それはそうだな」

　しかし指し摘てきしてみても先輩はあまり間違ったことをしてたとは思わなかったようだ。

「……でも、まあ、それくらいの熱心さがあれば俺にだって先輩の好きなキャラがわかったってことですよね」

「で、私の好きなキャラはわかったかな、ユウくん」

　先輩は不敵な笑みを浮かべて、俺の顔をじっと見つめてきた。こうして改めて意識すると、先輩は随ずい分ぶんと近い距きよ離りにいた。

「愛佳ですか？」

　特に根こん拠きよはなかった。単に自分が気に入っていたので、最初に名前が出ただけ。

「ほう。よくわかったね、ユウくん」

　しかしそれが正解だったらしく、先輩の笑顔の質が変わった。

「だったら同じキャラが好きってことじゃないですか。なのに、なんで俺のこと、責めるようなことを言うんです？」

「それこそ、わざわざ相手に聞くようなことではないと思うがね」

　先輩はそう言うとくるっと回った。また歩き始めるのかなと思ったが、動き出す気配はなかった。

「それはそうと、君は私に言うべきことがあるんじゃないか。そう、昨晩から今までの間のことで」

　どうやらまだ大事な話が残っていたらしい。

　昨晩から今まで。そして先輩に関係ある話となると俺には一つしか思い当たらない。

「あ……昨晩のこと、ちゃんと謝ってなかったですね」

　マナミさんとケンカ別れした後、先輩は俺を心配してくれていた。なのに、俺はそれを受け入れられず、逆に怒おこってしまった。そのことしかないと俺は思っていたのだが。

「そっちか」

　でも先輩は違う話をしていたのかもしれない。

「その件は私のタイミングが悪かったようだし、私はもう気にしてないよ」

「でも、謝らせてください」

　俺の言葉で先輩はまた俺の方を振ふり返る。

「それなら背を向けてるのは失礼だな」

「……ですね」

　とは言え、改めてこっちを見られると、ちょっと言葉が浮かばなくなる。

「謝るのではないのかね」

「昨日はその、心配して来てくれたのに、追い返すようなことをして……本当、すみませんでした」

「よし、許す！」

　先輩は腕うでを組んでそう答えた。

「ありがとうございます」

「では、今日はここまでかな」

　先せん輩ぱいは目の端はしで右の方を見た。それに釣つられて見ると、そこにはマンションが建っていた。先輩はここに住んでいるということなのだろう。

「……そういえば、先輩」

　それで俺は今朝の先輩の話を思い出した。

「なんだね？」

「今朝なんですけど、うちの学級委員の娘こに先輩と知り合いかと聞かれたんですよ」

「君のクラスの学級委員……麻布トウコのことかな」

　確か、そんな名前だったと思う。

「先輩はその麻布さんと仲がいいんですか？」

「仲はどうだろう。家が近所というか、彼女もここに住んでいるのでね。会えば話はするが別段、仲がいいという気はしてないが」

「そうなんですか」

「何か気になることでも言われたかね？」

「いや、そもそも俺と先輩が知り合いだって、あまり知ってる人いなさそうだなと思っていたので……」

「で、話はそれだけかね？」

　そう言って先輩はまた不敵な笑みを浮かべる。

「……そうですね」

「そうか」

　先輩は納なつ得とくした様子を見せたかと思うと、その視線を今度は左側の空へ向けた。

　それで俺もなんだろうと見てしまったのだが、別にそこには何もなかった。

「…………」

　でも視線を戻もどしたところで、いつの間にか先輩がすぐ側そばにいた。

　というより俺の頰ほおに、先輩の唇くちびるが触ふれていた。いや、逆だ。

　先輩の唇が俺の頰に触れていたのだ。

「カ、カグヤザカ先輩っ!?」

　驚おどろいて俺がその名前を間違えた時には、先輩はもう元の場所に戻っていた。

　だから、何かの錯さつ覚かくじゃないかと思った。

「神楽坂だよ、ユウくん」

　先輩も何ごともなかったかのように冷たい美び貌ぼうで俺の間違いを訂てい正せいする。

「今、その……」
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　だから俺の勘かん違ちがい。そう思いかけたところで先輩が意地悪そうに笑った。

「もう少し振り返るのが遅おそかったら唇同士が触れあっていたかもしれないね」

「なんで……」

　その理由を俺は尋たずねたのだが、先輩はちゃんとは答えてくれなかった。

「女性の前で他ほかの女性の話はあまりオススメできないな──」

　ただ、そう言って笑う先輩は少し楽しそうだった。

「特に違ちがうタイプの女性の話はね」

「……すみません」

　だから叱しかられたはずなのに、俺はそんなに沈しずむようなことはなかった。

「ユウくん、今日は楽しかったよ」

　そして先輩の話もそれ以上、引っ張ることはなかった。

「はい。俺も楽しかったです」

「また今度、こうしてＤＶＤでも観みたいね」

「その時は先輩の好きな映画でも観ましょう」

「なかなかいい提案だね、それは」

　先輩と俺はそうして別れ、俺は少し考えて今日はおとなしく家に帰ることにした。

　昨日から今日までちょっと色々ありすぎた。そんなことを思いながら。
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　しかしまだ俺の平へい穏おんな日々は戻ってきてはいなかった。

　それも別に不満なわけではないのだけど。

「ん？」

　玄げん関かんのドアを開けると、そこには見覚えのない靴くつがあった。

　妹の物でも無い女の子向けの靴だ。

「あ、ユウ、おかえりなさい」

　帰ってきた俺を玄関まで迎むかえに来てくれたのは、ミケーネさんを抱だきかかえたマナミさんだった。

「マ、マナミさん？」

「また来ちゃった。ほら、ユウが帰ってきたよ、ミケーネさん」

　マナミさんはミケーネさんの腕を振らせて、嬉うれしそうに笑う。マナミさんはよほどミケーネさんのことが気に入ったようだ。そしてミケーネさんの方も、だ。

　マナミさんに向けられる愛あい想そのほんの一部でも俺に向けてくれると嬉しいのだけど、それはやはり贅ぜい沢たくなのだろうか。

「連れん絡らくくれれば、早く帰ってきたんですけど」

「ま、妹さんもいたし、そのうち帰ってくるかなって……って、ユウは今までどこで何してたの？」

「ああ、マコトさんのところでＤＶＤを観てました」

「そうなの？　じゃあ呼んでくれれば良かったのに」

「いや……妹さんのフォローに帰った人は呼べないかと」

「ま、それは……そうだよね。マコトさん、元気だった？」

「いえ、いませんでしたよ」

「いないのに観てたんだ」

「家のテレビは妹が優先なんで」

　俺はそう言いながら靴を脱ぬいで上がり、テレビのあるリビングを目指す。

　マナミさんがいなければ、そのまま自分の部屋に向かうところだが。

「お兄ちゃん、もしかしてご飯食べてない？」

　そして入ったところで、部屋に残ったままだったらしい妹に質問をされる。

「ん？　まだだけど」

　それで時計を確かく認にんしたけど、まだ八時前だった。

　食べててもおかしくないし、食べてなくてもおかしくない。そんな微び妙みような時間だ。

「ユウ、ごめん！」

　なのに今度はマナミさんから謝られた。

「え？　なんです？」

「ユウの晩ご飯、食べちゃった！」

「はい？」

　ちょっと意味がわからないのだが、結論だけ言えば、俺の晩ご飯はもうないということなのだろう。それくらいのことはすぐにわかった。

「いいんですよ、マナミさん。食べるタイミングでお兄ちゃんが帰ってきてないのが悪いんですから」

　そして妹のヤツは、すでにマナミさんのことを「マナミさん」と呼んでいる。

　まあ、マナミさんをマナミさんと言うのは別に悪いことでも変なことでもないが。

「……まあ、ないならないで、何か買ってくるなりするけど」

　というか、それこそ神楽坂先輩と一いつ緒しよに食べた方が良かったのだろうか。先輩が俺と一緒にどこかに食べに行くとかちょっと想像しがたいけれど。

「やっぱり連絡すれば良かったね」

「いえ。俺が妹に連絡しなかったのが悪いわけですし」

　俺は素す直なおにそう思ってたのだが、マナミさんは少し気を遣つかわれたと感じたようだ。

「ユウは優やさしいんだね」

　それをわざわざ否定するのも変なので俺はちょっと返事に困り話題を変える。

「……連絡と言えば海に行ける日、わかりました？」

「あ。うん」

　しかしちょっと場所を選ぶべきだったと、妹の反応で思うことになった。

「海って何？」

「何って、海は海だろ。というかお前のことは誘さそってないし」

「誘って欲しくないし！」

　妹の否定はけっこう本気で、いわゆるツンデレとかいうものではないようだ。

「まさかと思うけど、カスガさんが一緒だったりしないよね？」

　そして行く気は無いくせに、責める気があるのが妹である。

「……一緒ですが」

「なんでそういうことするかな、お兄ちゃんは」

　妹は信じられないという顔をするが、俺からすればそっちが信じられない。

「いや、っていうか、カスガが言い出しっぺだし！」

「断ればいいじゃん」

「はあ？　『行くよね？』って向こうから決めつけてきたんですけどー。それを断るとか俺がよほどカスガ嫌きらってないと無理だと思うんですけどー」

　一通りヒートアップしたところで、マナミさんが割り込んできた。

「……なんでそんなムキになってるの、二人とも」

「いや、その……そうですね」

　冷静につっこまれるとそこまで熱くなる話でもなかった。

「でも、マナミさん、海はよくないと思うんです！」

「なんで？」

「お兄ちゃんがカスガさんの胸を狙ねらってるからです」

　さも常識みたいな顔して妹が証言するのを聞けばつっこまずにはいられない。

「狙ってないし！　その件に関してはシロってことで決着ついたはずだし！」

　そのはずだ。そのはずなのだ。なのにマナミさんにも疑いの目で見られる。

「まあ、あの胸は女の私でも気になるから……」

「いや、ですから、俺は狙ってないんです。妹が勝手に俺が狙ってるって思い込んで、勝手に警けい戒かいしてるんです。信じてください！」

　というか、一いつ片ぺんの曇くもりもない話なのでそこまで必死に主張する必要もないのだけど、マナミさんに変な目で見られるのはさすがに耐たえられない。

「……まあ、本当に狙ってるなら、チャンスはいくらでもあったよね。あの娘こ、なんか無防備そうだし」

「そうなんですよ！　お兄ちゃん、この間もさらっと自分の部屋に連れ込んで」

「え？　連れ込んで!?」

「いや、連れ込んでないし！　カスガが勝手に俺の部屋に入っただけだし。お前はなんでそんな誤解を招く言い方ばかりするんだよ！」

　俺は妹にこれ以上、何も言うなと視線で送る。

「でも、その後、ずっと話してたし、そのまま二人で出かけてたよね？」

「……あれはカスガの先せん輩ぱいに一緒に会いに行っただけだし」

「なんでお兄ちゃんがカスガさんの先輩に会いに行くわけ？」

「知らないよ！　せっかくだから一緒に行くって言われて暇ひまだったから……」

　再び俺も妹も熱くなってきた。その時、またマナミさんが割り込んできた。

「ま、ツヅちゃんが心配してるのはわかったわ」

　しかし今回はどうも妹の味方ということらしい。

「マナミさんも行くなら、カスガさんの胸にあまり興味を持たないようにガードしてください！　お願いします！」

「だから俺は興味ないって言ってるだろ……」

　カスガにまったく興味がないというわけではないけど、胸にだけそこまで興味を持つと言われるのはさすがに納なつ得とくがいかない。

　白河ならともかく、俺はそういう人間ではないのだ。

　そのはずなのに、なぜか俺の言葉は無視されて会話は続く。

「ツヅちゃんが心配なら私が……って言いたいところなんだけど、私、その日、途と中ちゆうから合流なんだよね」

「えー！」

「そうだ。ツヅちゃんも来ればいいよ」

「私は嫌です。お兄ちゃんと海とか嫌です。ぜえええったい嫌いやです」

　なにもそこまで嫌わなくてもいいだろうと思うが、まあ俺だって、妹と海に行きたいわけじゃ無いのでそこは黙だまっておくことにする。

「ナナを誘っても同じこと言いそうだしなあ……」

「合流するまでは二人なんですか？」

「いや、清澄さんが来てくれるみたいだから、それは大だい丈じよう夫ぶだけど」

「清澄さん？」

「クラスメイトでユウの友達。女の子なんだけど、さっぱりした性格で」

「じゃあ、大丈夫かなあ。帰りはマナミさんも一緒なんですよね？」

「それは、うん」

「そのまま泊とまりに来ます？」

「それは……ちょっと難しいかも」

「そうなんですか」

　なんだか話が勝手に進んでるのは気になったが、俺は少しホッとしたりもした。というのも意外と妹とマナミさんが打ち解けているみたいだったからだ。

「とにかく私はカスガさんかマナミさんかと聞かれたらマナミさんを応おう援えんしますから」

「……応援？」

「お兄ちゃんにはマナミさんの方が似合うと思ってます」

　しかしのんきに話を聞いてばかりもいられない。

「だから俺とマナミさんはそういうんじゃないって言ってるだろ」

「別にお兄ちゃんに話してるわけじゃないし！」

　それでまた俺と妹は口論を始めたが、今度ばかりはマナミさんは割り込んでは来てくれなかった。

　なので口論はかなり続くことになってしまった。
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　その後、夕飯を何か買ってくることになった時、マナミさんはついてきてくれた。

「すみません、妹が変なこと言って……」

「え？　変なことって？」

「なんかカスガよりマナミさんの方が俺に似合うとか……妹はマナミさんのことわかってないみたいで」

　マナミさんからすればカスガと比べられるのはもちろん、俺と似合うとかどうとか言われるのも失礼な話だろう。

「ツヅちゃんがわかってないって言うのは違ちがうと思うよ」

「ですか？」

「私、プライベートだとこんな感じだし、ツヅちゃんがそう思ったのなら、それが正解なんじゃないかな」

　そう話すマナミさんはなんだか嬉うれしそうだった。

　かなり侮あなどられてるどころか、俺と同じレベルだと言われてるというのに。

「そうなんですかね」

　俺にはちょっと同意しかねる。それが伝わったのか、マナミさんは話題を変えてきた。

「そういえば、水着買わないと」

「持ってないんですか？」

　それはなんだかかなり意外な気がした。

「デビューしてからはプライベートで海とか行かなかったから」

「忙いそがしかったんですね」

「それもあるけど、友達もいないし……一人で行っても、ね」

　理り屈くつは十分に理解出来たけど、逆に悲しい気分にもなった。

「ああ……じゃあ水着着るのもかなり久しぶりですか」

「それは、そうでもないかな」

「え？」

「うちの事務所は芸能プロっぽいところもあるから、水着撮さつ影えいとかも……私はＣＤのブックレットとかくらいだったけど」

「……そうなんですか」

　意外な言葉にどう反応したらいいかわからなかっただけなのだけど、何か俺が企たくらんでいるように聞こえたらしい。

「か、買ったらダメだからね！」

「……多分、買わなくてもカスガが持ってると思いますけど」

「借りるのもダメだから！」

「……はい」

　というか、今度、一いつ緒しよに海に行くのに、水着の写真を見るのがダメというのもちょっとわからない。何かよほど不本意な出来になってるのだろうか。

「声優さんってけっこうそういうのあるんですか？　水着になったりとか」

「あんまりないんじゃないかな……さっきも言ったけど、うちは芸能系だから」

「じゃあ、カスガは水着になったりは？」

「しないんじゃないかな。あそこの事務所は」

　マナミさんは真ま面じ目めに考えて答えてから、力の抜ぬけた笑えみを浮うかべた。

「というか、やっぱり練馬さんの胸が気になってる？」

「だから妹が言ってるだけですから、それ」

「でもまあ、水着によっては興味持つなって言えない展開になるかもしれないよね」

　俺は素す直なおに何をそこまでマナミさんは気にしてるのかなと思っていた。

　というのも俺にとってカスガと泳いだ記き憶おくは小学校の頃ころで止まっているからだ。

　その頃のカスガは心身共に男の子みたいだったし、水着着るのも面めん倒どうくさいと裸はだかで川に飛び込むようなヤツだったのだ。

「それでマナミさんはどういう水着にするつもりなんですか？」

「え？　私？　なんでそんなこと聞くかな」

「水着の話振ふったの、マナミさんですよね？」

「そうだけど……ユウはどんな水着だと思う？」

　だから俺にはマナミさんが何を気にしてるのかもわからなかったし、そもそも友達と海に行くことをきちんと想像も出来てなかった。

「うーん。マナミさんの水着はやっぱりキレイ系じゃないですか」

「キレイ系……うん、そんな感じになる、かな」

「色も多分、青とかの寒色系ですよね」

「青か……うーん、青かなあ、やっぱり」

　マナミさんはそう言って実際に海に行った時のことを想像しているみたいだった。

　でも俺にはやはり難しいことだった。俺の海での思い出は小学生の頃のまま、止まっていたからだ。

　それに俺は声優のことだけでなく、何も知らなかったのだ。

　時は人を変えてしまう。そんな当たり前のことも、俺はまだよくわかっていなかった。
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　学校に行く前日は泊めて欲しい。

　マナミさんはそうは言っていたけど、もう一度、マナミさんが泊まりに来る前に夏休みになってしまった。

　結局のところ、一学期中、マナミさんはずっと忙しかったし、そして夏休みになってからもやっぱり忙しいみたいだった。

　一方、俺はと言えばかなり暇ひまを持てあましており、お昼過ぎまで寝ねてて、明け方までぼんやり起きてたりなんて日々を過ごしていた。

　おかげで、その日は寝る前にマナミさんのメールが来ているのに気づけたし、その場で返信したおかげで、マナミさんと電話出来る事になったのだが、それにしたって俺の余った時間をマナミさんにあげられたらなと思わずにはいられない。

「遅おそくなったとしても絶対に行くから」

　気づけば、もう海の約束は明日あしたに迫せまっていた。

　明日と言ったが、正確にはもう今日だ。五時間後には起きて、出かける予定。そんなタイミングでマナミさんはまたスケジュールの変へん更こうがあったということらしい。

「本当、大変なんですね」

　元々、オフは半日で午後から参加という時点で、もう十分大変そうだったが、さらに二、三時間ずれこみそうだという。

「今回のは本当はもうかなり前から変更はわかってたみたいなんだけど、伝達ミスで。念のため、午後はオフですよねって確かく認にんしたら」

「やっぱり一仕事あったってことですか」

「一仕事って言っても、ＣＤ発売イベントが二回回しになったってだけなんだけど」

「二回回し？」

「ま、好評により追加公演みたいな？　ネットでは発表されてたらしいんだけどね」

「当のマナミさんには知らされてなかったんですね」

「最近、ちょっとネット離はなれてたから……ま、そういう意味では私のミスなのかな」

「いや、自力で防げたとしても、それマナミさんの仕事じゃないですし」

「まあ、そうなんだけど。うーん」

　マナミさんは電話の向こうで何か考え始めたみたいだった。

「……何か？」

「とにかく、明日は絶対行くから！」

「はい。楽しみにしてます」

「うん、私も楽しみにしてる」

　それで電話は終わり……と思ったのだが、一つだけマナミさんは付け加えた。

「あ、私がいないからって練ねり馬まさんの胸、気にしてたらダメだよ？」

　マナミさんは妹との話をずっと覚えていたみたいだった。

「……はい」

　だけど、俺はその時まで忘れていたくらいなので、本当、言われない方が気にしないのになあと思うしか出来なかった。

「じゃあね、ユウ」

「おやすみなさい、マナミさん」

　それで電話を切ったのだが、すぐに俺のスマホはメール着信音を鳴らした。

「ん？」

　マナミさんからのメールだろうかと思って確認すると、カスガからだった。

　噂うわさをすればなんとやらというヤツだろうか。そう思いながら開いてみると、内容は「まだ起きてるよね？」の一言。

「……これ、今、来たメールか？」

　電話中に送られてきたけど、今、届いたという可能性を俺は考えながら、通りに面してる方の窓のカーテンを開ける。

　向かいのカスガの家が見えた。一階はすでに消灯していたが、二階の一部屋だけがまだ電気が点ついていた。俺の知ってるままなら、そこはカスガの部屋だった。

　つまり、カスガもまだ起きてるということだろう。

「起きてるよ……と」

　俺はそれなら邪じや魔まにはなるまいと返信をすることにした。それはさっきまでのマナミさんとのやりとりを思い出させた。

　カスガからの返事も「今からちょっと話せる？」というものだったので、ますますそんな感じを強くさせたのだが、メールがもう一往復した結果、俺の認識が間ま違ちがっていることが判明した。

「これって、そういう？」

　カスガの「話せる？」は、会ってということだったらしい。

　つまり、今から会おうということだ。

　もう明け方になろうというこの時間から。

　まあ、向かいの家に住んでるのだからそれは別に難しいことではないのだけど。

「……だからって、なあ」

　そんなわけで俺はなるべく音を立てないように、家の外に出るミッションに挑ちよう戦せんしなければならなくなった。

　もちろん、何かやましいことがあったわけではなく、すでに寝ているだろう妹に迷めい惑わくをかけたくなかったからである。




　そのせいか、俺が家から出た時には、もうカスガは外で待っていた。

「ごめんねー。起きてるみたいだから会って話した方がいいかなって」

「まあ、それはいいんだけど……」

　そのこと自体は、ついでなので大した問題ではない。

　問題はカスガの服装の方だ。

「ん？」

　しかし俺が睨にらむように視線を送っても、カスガは心当たりがないらしく、不思議そうな顔をするだけだ。

「その格好はどうなの？」

　言わないとわからないみたいなので、仕方なくそれを告げる。

「……いつもこんな感じだけど」

　でも、カスガは言われてもわからなかった。

　ここまで来ると俺が気にしすぎなんだろうかと不安になってくる。

「まあ、お前が寝てる時にどんな服装でもいいんだけどさ」

「うん」

「そのまま出てくるのは良くないと思うよ？」

　俺はそう言ってカスガの服装をもう一度確認した。

　ざっくり言えば、大きめのＴシャツを一枚着ているだけにしか見えなかった。もちろん、その下にパンツは穿はいてるだろうが、それにしたって外に出る格好ではない。

　だというのにカスガはキョロキョロと周りを見てから、やはり不思議そうな顔で俺を見るだけなのだ。

「誰だれか見てるの？」

　カスガは通りに誰もいないことを確認していたらしい。しかし通りには明らかに誰かがいる。そう、俺だ。

「もしもーし！　カスガさん？　俺がここにいて見てるんですけどー」

　俺は頑がん張ばって自分の存在をアピールした。

「ユウだけなら問題ないでしょ？」

　だが、カスガはそれをノーカンだと言う。

「いいのか……」

　いやいやいやいや。俺は何か適切な否定の言葉を探したのだが。

「それでね、話なんだけど」

　カスガの方はもう終わったこととして本題を切り出そうとする。

「ちょっとカスガさん？」

「なに？　まだ何かあるの？」

「カスガの方は問題ないらしいけど、俺はずっと問題視してるからな？」

「そりゃ寝ね巻まきだから余所よそ向きじゃないとは思うけど……」

　カスガは自分の服装を確認するために、Ｔシャツの裾すそを引っ張った。

「おおう!?」

　おかげで、そうでなくても見えてる腿ももがさらに露ろ出しゆつする結果になる。
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「お兄ちゃんのお古だから、ちょっとボロっちいかな」

「そういう問題ではないんだが」

「でもボロっちいよね？」

「それは、まあ、そうみたいだけど……」

　実際、生き地じがかなりくたびれているみたいで、サイズ的に余よ裕ゆうの無い部分が妙みようにピッタリしてるように見える。

「そうだ！　ユウはシャツ余ってない？」

　そりゃ探せば余ってないことはないだろうが、俺のお古ではカスガにとってはそんなに大きいとは感じないだろう。むしろパッツンパッツンになってしまう危険がある。

「俺のはサイズ的に無理があると思うぞ」

「……そうかな？　でね、話なんだけど」

　そしてサラッとまたカスガが本題に戻もどろうとする。

「いや、あのですね、カスガさん？」

「まだ何かあるの？」

「いや、何も解決してないよね？」

「……何が解決してないの？」

「だから、その……ちょっと刺し激げき的てきすぎないかな、その格好は」

「え？　今いま更さらそんなこと気にしてたの？」

「今更ってドユコト!?」

　まるで俺がカスガのこういった格好に見み飽あきてるとでも言わんばかりである。

「ユウは私の裸はだか見たことあるでしょ？」

「いつッ!?」

　思わず、つっこまずにはいられなかった。

「みんなで川に行った時とか？　その前はうちで一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったり」

「それはそうですけど、それはその……」

　カスガの胸が膨ふくらむ前であって、お互たがい、男だとか女だとか意識してなかった時の話である。それこそノーカンではないのか。

　最初からなんかおかしいと思っていたが、カスガの判断基準はいろいろ危あやういという疑いが確信に変わりつつあった。

「それこそ見られて減るもんじゃないし」

「いやいや」

「え？　減る？」

「減りはしないけどさー」

　しかし減らないからいいというわけではない。

「じゃあユウは私の裸見たいの？」

「それは見たいだろ」

　そして実に自然に聞かれたので、俺もスッと答えてしまった。

「見たいんだ」

　それでさすがにカスガもちょっと考えるような顔になった。

「そりゃ、見たいさ」

　それでもう俺は引っ込み付かない気分だった。ここで、さっきのやっぱりなしとは言えない状じよう況きようなのはわかるのだが、同時に何を言ってるんだ、俺!?という気持ちもある。

「……今？」

　しかしどうも肝かん心じんなところでカスガとは話がすれ違ちがってるようだった。

「今というかエブリタイム？」

　そのせいか俺は英語交じりで返事をしてしまった。しかも疑問形。

「じゃあ、今からうちに来る？」

「いやいやいやいや」

「さすがにここでは誰が来るかわからないし……」

　カスガはそう言ってまたキョロキョロと辺りを見み渡わたした。さっき考えたのも、人が来るかどうかとかそんなレベルだったのかもしれない。

　だとすれば、今のカスガにはこれ以上は今は言ってもしょうがないと俺は理解した。

「で、話って何？」

　だから今度は俺が何事もなかったかのように本題に戻す番だった。

「え？　話？」

「話がしたくてメールして来たんだろ？」

「うん、そうだけど……いいの？　話して？」

「おう」

　服装の件は何も解決してなかったが、俺が気にしてるだけみたいだし。

「話っていうのは……明日あした、打ち合わせが入っちゃったってことなんだけど」

「明日って、今日のこと？」

「もう、そうなのかな？」

「つまり？」

「後で合流するから、清きよ澄すみさんと二人で先に海に行ってて欲しいってことかな」
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　そんなことがあり、若じやつ干かん寝ね不ぶ足そくで迎むかえた、次の朝。当初の予定通り、待ち合わせ場所にやってきた清澄が異変に気づくのにはそう時間はかからなかった。

　なぜなら、そこには俺しかいなかったからだ。

「あれ？　練馬さんは？」

「……遅おくれるそうです」

「ええー。どれくらい？」

「よくわからないけど二時間くらい？」

「……それはちょっと寝ね坊ぼうしたとかそういうレベルじゃないね」

「別の用が出来たので終わり次し第だい来るって」

「乃の木ぎ坂ざかさんも遅れるんだよね？」

「それなんだけど……予定よりもさらに遅れるらしい」

「うーん」

　清澄はそう言って考え込み始めてしまった。

　さすがに怒おこってるのだろうかと感じた俺は、昨晩というか今朝のことを思い出して、謝罪の意を伝えておくことにする。

「私が誘さそったのにゴメンねって、カスガが……」

　事情がわかってるし、応おう援えんすると決めてる俺からすれば、仕事優先なのは当たり前なのだが、清澄からすれば何が起こってるんだろうという感じだろう。

「事情があるなら、それ自体はいいんだけど」

　しかし清澄が気にしてるのはちょっと違ったようだ。

「じゃあ、その渋しぶい顔はなんなの？」

「私だけやる気満々みたいで嫌いやだなーって。私、ユウとデートしたくてしょうがない人みたいだよね」

　言いながら清澄が前まえ髪がみをいじる。

「別に誰だれもそんなこと気にしないと思うけど……ていうか、清澄、髪かみ切ったの？」

　言うほどではないが、そのせいで清澄が据すわりが悪そうにしてるのはわかった。

「うん。伸のびた分だけね」

　清澄はそれでへへっと少年のように笑った。

「それはいつも通りってこと？」

「まあ、そういうことになるのかな」

　いつも通りで改めて気づいたが、清澄の服装は実にいつも通りだった。

　白いＴシャツに、ショートパンツ。それを半ズボンと言ってしまうと、本当に夏休みの少年のイメージ通りの格好になってしまうが、まあ、大体それで間ま違ちがいない。

「清澄、けっこう日焼けしてるけど、家族で海とか？」

「私はバドミントン部だから。連日、炎えん天てん下かで練習してるだけだけど」

「そりゃまた暑そうだ」

「なので、今日はけっこう楽しみにしてたんだけどな」

「……すみませんね。スタートが俺だけで」

「ま、ユウが悪いわけじゃないし、ぶつくさ言ってないで行きますか」

　それで清澄は切きつ符ぷ売り場の方へと歩き始めた。

「あ、そういえば！」

　のだけど、すぐに立ち止まって、俺の方を見た。

「さっき、あの人を見た！　あの人！」

　そして興奮気味に話を続けるのだが、どうも要領を得ない。

「……あの人って？」

「あの人だよ」

「だから、誰だよ」

　清澄はなんでわからないかなという顔をするが、あの人だけでわかるなら俺は超ちよう能のう力りよく者か何かだろう。

「ほら、ユウが『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』を貸してもらってた」

　しかしそのヒントがあればすぐに誰かはわかった。

「神楽かぐら坂ざか先せん輩ぱい？」

「そうそう、生徒会長の。なんか誰か待ってるみたいだったけど、デートかな？」

「神楽坂先輩がデートねえ」

「どんな人があんな美人とデートするんだろうね」

「まあ、デートと決まったわけでもないだろうけど」

　実際、先輩が誰かとデートしてるところを想像するのは難しかった。

　頭で考える限りでは、先輩は確かに美人だし、あの人とデートしたい男はいくらでもいそうだというのはわかっているのだが。

「デートじゃなければこんな時間から先輩は何をしてるの？」

　だから清澄に聞かれても、面おも白しろい答えなんて浮うかばない。

「……海に行くとか？」

　それくらいしか俺には思いつかなかった。もちろんそれが正解だと考えたわけじゃない。本当にそれしか浮かばなかったのだ。




　　　　＊　＊　＊




「お待たせ！」

　清澄の方が確かに遅おそかったが、それでもそんなに俺が待ったわけではなかった。

　女の子は準備にあれこれ時間がかかるなんて言うが、清澄はどうも例外であるらしい。

　ちょっとトイレにとでも思っていたら、俺の方が遅かったかもしれない。それくらいの時間差しかなかった。

　実際、待っている間に出来たことと言えば、カスガとマナミさんに陣じん取どった海の家の情報をメールするくらいのことだったのだ。

「俺も今、来たところだけど」

　しかしそんなことより、注目すべきは清澄の水着だった。

　こう言っては失礼だが、普ふ通つうの水着だった。普通の女の子が着そうな水着。

　まあ、清澄は女の子なのだから、女の子みたいな水着を着てるのは当たり前なのだが。

「……なに？」

　清澄がいぶかしんだ表情で尋たずねて来たのは、そんな俺の考えが伝わったせいだろう。顔に出ていたのか、目にこもっていたのか。

「いや、かわいい水着だなと思って」

　それでも俺は少し言葉を選ぶくらいの余よ裕ゆうはあった。

　かわいいと言うよりは、ビーチバレーの選手が着てそうなスポーティーなデザインだったが、想像以上にかわいかったのも事実である。

「さすがに海パン一丁ってわけにはいかないでしょ」

「……そういう選せん択たく肢しがあるとは思わなかった」

「ユウには女の子だってバレちゃってるからね」

「さすがに海パン一丁だったら、女の子だとバレると思うが」

　そのはずだと思って胸の大きさを確かく認にんしようと見たら、プイッと方向を変えられてしまった。

「バレるに決まってるでしょ！」

　それでも一応、否定しておくくらいのプライドが清澄にもあったようだ。

「でもまあ、本当、かわいい水着なんで驚おどろいた」

「どーせ、ジャージみたいな水着だと思ってたんでしょ？」

　俺がそう思ったとしても、清澄がそれを責めるのは少々、理り不ふ尽じんだろう。清澄自身がそういうイメージを周りに植え付けようとしてるのだから。

「しかしあれだなあ」

　なので少し俺は話題を逸そらすことにした。

「何？」

「スカート姿よりも水着姿を先に見るとは思わなかった」

　でも、それは間違った方向転てん換かんであることはすぐにわかった。

　露ろ骨こつに清澄の眉まゆ毛げが真ん中に寄ったからだ。

「……悪かったですね、普ふ段だん、スカートはかないヤツがかわいい水着で！」

　なので俺は急いで謝ることにした。

「すみません、失言でした」

　しかし清澄の怒いかりはそれで収まってはくれなかった。




　とは言え、清澄はずっと怒ってるようなヤツではなく、海に入ると笑え顔がおを取り戻もどし、はしゃぎ始めた。

　青い空。少し濁にごってるけど青い海。あんまり白くはない砂すな浜はま。日本のどこにでもありそうな海岸でもやはりテンションが上がることは間違いない。

「ちょっと休まない？」

　それでも先に音を上げたのは俺の方だった。部活で鍛きたえている清澄と昼過ぎまで寝ねている俺とではさすがにスタミナが違ちがう。

「えー！　もう？」

「そんなこと言わず……なんかジュースでも奢おごるから」

「じゃあ、いいか」

　清澄はそれで砂浜の方へと歩き始めた。どうやら了りよう承しようしてくれたらしい。

「清澄は何飲む？」

「ファンタオレンジ？」

「じゃあ、それ売ってるところ探さないとな」




　それからけっこうさまよった後、俺たちはジュース片手に砂浜に隣となり合って座った。

「いやー、楽しいね。もっと早く来たかったな」

「その辺は本当、マナミさんの都合だからなあ」

「やっぱり忙いそがしいんだろうね。今日も秋葉原でイベントだっけ？」

「そうそう……」

　俺は何気なく肯こう定ていしてから、違い和わ感かんを覚えてそこで止まった。

「あ、やっぱりそうなんだ」

　清澄の言葉を聞く限り、これはカマをかけられたというヤツらしい。

「……知ってたんだ？」

　少なくとも遅ち刻こくの理由を俺は今日、話していないはずだ。仕事がらみの話をしたはずはない。

「確信はなかったんだけど、乃木坂さんが汐しお留どめアスカってことでいいんだよね？」

「うん」

「やっぱりかー」

「なんでわかったの？」

「最初は顔が似てるなあくらいだったけど。学校に全然来ないし、なんか仕事してるみたいだし」

「そっか」

「あと、ユウは知らないかもだけど、アスカさん、ネットラジオをやってて、そこでちょっと学校の話をしてたんだよね」

「……ネットラジオって？」

「パソコンで聞くラジオみたいな。とにかく、それで久々に学校に行って、やっと二度目だって話してたから、これはちょっと偶ぐう然ぜんじゃなさそうだぞってね」

　詳くわしい状じよう況きようはわからないが、意外と迂う闊かつな感じの発言があったことはわかった。

「そうか……」

「あれ？　もしかして気づいたらまずかった？」

「まずくはないけど……カスガには知られたくないっぽい」

「練馬さんにはねえ」

　清澄が少し笑ったように見えた。

「そんなに頑がん張ばって隠かくしてるって感じでもないんだけどね」

「でも、今日は黙だまってた方がいいってことかなー」

　清澄が今度は確かに笑った。

「なに、その笑顔は」

「黙ってて欲しい？」

　その問いで、何か良からぬ企たくらみがあっての笑いだと理解出来た。

「……まあ、そうかな」

「じゃあ、一つ提案があるんだけどー」

「提案？」

　軽い調子だが、けっこう大変そうなことを言われるんじゃないかと俺は身構えた。だが、清澄の話はちょっと逸れたみたいだった。

「というかさ、ガス抜ぬきなんだよね、ユウと乃木坂さんが仲良くしてるのって」

「ガス抜き？」

「３トライアングルの残り二人がスキャンダルを起こしたのと関係あるんでしょ？」

「……なんでわかったの？」

「乃木坂さんが初めて登校して来た時は、そんなに仲良くなかったみたいだし、時期的に被かぶってるなあってだけだけど」

　意外と清澄は鋭するどいというか、けっこう長いこと疑っていたのかもしれない。

「それがさっきの提案ってヤツと関係あるわけ？」

「詳しくはわからないんだけど、乃木坂さんはユウと会うことでストレス解消してるってことなんでしょ？」

「そうかな」

「でも、白しら河かわじゃないけど、３アングルの最後の砦とりでが男の子と遊び歩いてるのはやっぱり良くないと思う。ただの友達だって言ってみても、ファンの男の子からすれば彼氏なんだろーって感じだし」

「それは、そうなんだよな」

　マナミさんの妹さんも気にしてたことだった。しかし妹さんに言った通り、俺は俺でマナミさんの力になるために、会うのを止やめるという選択肢はないのだ。

「そこで私、誤解されずに済む方法を考えたんだ。乃木坂さんがユウと会ってても、彼氏だと疑われないで済む方法をね」

「……マジで？」

「マジで」

　清澄は不敵に笑みを浮うかべた。少し芝しば居いがかってるが、冗じよう談だんではないようだ。

「それが提案ってヤツ？」

「そうそう。まあ、例えばなんだけどね──」

　清澄はそこで一つ大きく息を吸い込んだ。

「私たちが付き合うとか」

　そこまでして言うのだから、俺にも納なつ得とくの答えかと思ったのだが、どうにも唐とう突とつで意味がわからなかった。

「……なんで？」

「彼女がいて、彼女がいつも一いつ緒しよなら友達ってことで済むんじゃないかな」

「ああ……」

「まあ、別に私じゃなくてもいいんだけど、乃木坂さんと会う時さ、一緒にいてくれる女の子がいたら、これはもう明らかに友だちでしょ」

「確かに」

　こうして説明されるとなかなかの名案のような気がした。

「ユウと仲がいいってことでは練馬さんでもいいんだけど、なんか忙しそうだし」

「カスガはなあ……」

　それにマナミさんはカスガには知られたくないと言ってるのだし論外だろう。

「誰だれか他ほかにこんな酔すい狂きようなアイデアに協力してくれる女子はいる？」

「えっと……マナミさんの妹さんとか？」

　俺は質問に真ま面じ目めに答えたつもりだったのだが、清澄には溜ため息いきをつかれた。

「ユウはどこまで真しん剣けんにそれを言ってるのかなあ」

「え、真剣そのものだけど……」

　清澄は呆あきれたという顔をして、すぐ真顔に戻った。

「ユウは妹さんとも仲いいの？」

「そんなに仲は良くないんだけど、マナミさんが誤解されるのを心配してたから」

「事情を話せば協力してくれるかもしれない、と」

　清澄は腕うでを組んで考え始めてしまった。

「お？」

　と、その時、俺のスマホが震ふるえてメールの着信を教えてくれた。

　メールはカスガからだった。すでに着き替がえて海の家で待ってるらしい。

「なに？」

「カスガがもう着いたみたいなんで迎むかえに行ってくる」

「そっか。じゃあ今日のところは秘密にしておくってことだね」

「……お願いします」

「うん。まあ、私も乃木坂さんの友だちのつもりだし、彼女が望むようにしてあげたいとは思ってるしね」

　実際、さっきの話だって、そんな清澄の気持ちあってのことだろう。そう考えると、感謝の気持ちが口から出ていた。

「ありがとう」

「だから、まあ、ユウもさっきの話、考えておいて」

「わかった」

　そして俺は急いでカスガの許もとに向かった。

　海の家の場所もわかってるし、それは別に難しいことではない。そのはずだった。

「そんなに急いでどこに行くつもりかな？」

　話しかけられるまで、音一つしなかったので気づかなかったが早足の俺の横を誰かが並んで歩いていたらしい。

「カグヤザカ先せん輩ぱい!?」

　しかもその相手は、あの神楽坂先輩だった。驚おどろきで俺の足も止まる。

「神楽坂だよ、ユウくん」

　先輩も俺に合わせて立ち止まってくれた。

「なんで、神楽坂先輩がここに？　すごい偶然ですね」

　いつも突とつ然ぜん現れる人だが、今回ばかりは本当に突然に過ぎる。

　まさかクラスメイトと海に来たら、そこに先輩がいるなんて。しかも別に家の近所というわけでもない。電車で二時間ほどの距きよ離りだ。

「偶然ではないよ」

　なんとなくで同じ場所に来るようなことはおよそあり得ない。

「全すべては必然とか言うんですか？」

「いや、単に君たちを尾行つけて来たからだ」

　そして本当に偶然でも何でもないことが先輩の発言で明らかになった。

　そういえば、今朝方、駅で清澄が見かけたとも言っていた。

「……一緒に来たかったんですか」

「だからあの時、何か言うことは無いかと聞いたじゃないか」

　あの時というのは、ＤＶＤを見てから先輩を家まで送った時のことだろう。

「ああ……って、なんであの時、俺たちが海に行くって知ってたんですか!?」

「君に関しての情報収集には余念がなくてね」

「……盗ぬすみ聞きでもしてたんですか？」

「手段に関して話すのは禁則事じ項こうでね」

「禁則事項……ってなんですか？」

「まあ、その……色々事情があって言えないのだ！」

　なんだかわからないが、少し先輩は怒おこってるみたいだった。

「まあ、いいですけど……というか、一緒に来たかったのであれば言ってくれれば。先輩は朝からオッケーだったんですよね。こっちはそういう人を探してたんですけど」

「私から誘さそって欲しいと言えばよかったとでも？」

「まあ、そうなりますかね」

「そんな恥はずかしいことが出来るものかね」

「……そうですか」

　俺の記き憶おくではこの人は初対面の俺に「今度、私とセックスしてくれないか」とか言い出したはずなのに、一緒に海に行くのを提案することすら恥ずかしいと思うとは。

「というか、私は君と一緒にいるところを人に見られるのは恥ずかしいのだ」

　しかし先輩の恥ずかしがりは俺の想像よりかなり深刻なものだった。

「それで誰もいない時しか現れなかったんですか？」

「そうなるな」

「しかし恥ずかしいって……」

　なんでも出来そうなクールな外見に反して、本当に不器用な人だ。

　カスガも大たい概がいだが、この人の方がやはり重じゆう症しようだと思う。

「恥ずかしいとは思わないのかね？」

「それは……俺が先輩と比べて、普ふ通つうの人間だからですか？」

　そう考えると、先輩みたいな美人が俺みたいな冴さえないのと一緒にいたら、あれこれ言われてしまうだろうなと思えてきた。少し凹へこむ。

「君は好きな人と一緒にいるところを他の人に見られるのは恥ずかしくないのかね？」

　でも先輩が気にしてるのは全然違ちがう理由だった。そして俺が全く想像もしてなかったものでもあった。

「……それって告白ですか？」

「…………」

　返事はなかった。先輩は少し不ふ機き嫌げんそうに俺の方を見る。

「先輩、俺のこと好きだったんですか？」

「今までそう言ってなかっただろうか」

　先輩は拗すねてるらしかった。らしかったというのはそうは見えなかったからだ。

「先輩って本当に不器用なんですね」

「君が絡からむとどうもいけないな」

「……みたいですね」

　いまいちピンと来ないが、話を総合すると、先輩は好きな人相手だと調子が狂くるうと言ってることになる。

「君はどうなんだ？」

「はい？」

「私は君が好きだと言った」

　先輩はそう言ってじっと俺のことを見た。さっきは海に一緒に行きたいと言うのも恥ずかしいと言ってたはずなのに、やけに堂々とした態度だ。

「好きですよ」

　そこまでハッキリと聞かれたら、こっちとしても真剣に答えないといけない気がする。

「それは、あれか？　珍ちん獣じゆうとしてかね？」

「なんで、そっちが先に来るんですか……」

「じゃあ、一人の女子として好きという理解でいいのだろうか」

「そういうつもりで言いましたけど」

「そうか。しかし、それは……」

　先輩は何か続けて聞こうとしたが途と中ちゆうで止めた。

「なんです？」

「そういえば、君は急いでいたみたいに見えたが……」

「あ！」

　先輩のせいですっかり忘れていたが、俺はカスガを迎えに行く途中だった。

「カスガを迎えに行かないとでした、俺」

「急いで行くといい」

　先輩に言われるのは釈しやく然ぜんとしないものがあったが、その通りにすることにした。

「じゃあ、俺はカスガのところに行きますね」

　それで先輩はどうするのかと思ったが、先輩らしい答えを聞くことが出来た。

「うむ。では私は偶ぐう然ぜんを装よそおって合流させてもらおう」

「……まあ、いいですけど」

　なので俺はとりあえず先輩のことは忘れて海の家を目指した。
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「ユウ！」

　しかし海の家につく前に、カスガの方が俺のことを見つけてくれたらしい。

「おう」

　声の方を見たら、カスガがこっちに走ってきていた。夏の日差しの中、実にさわやかで元気なヤツである。

　俺はといえばカスガの方に駆かけ寄るようなことはせず、立ち止まってカスガが来るまで待つことにした。

「……うむ」

　カスガの水着は意外にも黒だった。しかもビキニである。ハワイのビーチでもないのに随ずい分ぶんと気合いの入った水着だと言わざるをえない。

「…………」

　カスガの胸が大きいことはわかっていたが、こうして走ってくるカスガを見ていると、言葉が出ない。

　しかもビキニである。加えて黒である。

　つまり黒いビキニに包まれた大きな胸が激しく揺ゆれているのである。なのにカスガは全力かという勢いで走ってきた。

「けっこう時間かかったね」

　その理由はどうやら待たされたことにあったらしい。俺のすぐそばで立ち止まると、カスガは少し不機嫌そうに言った。

「……ごめん」

「あ、ユウに怒ってるわけじゃなくて」

「なに？」

「待ってたら、暇ひまそうに見えたらしくて、変な人に話しかけられた」

「ああ……そうだよな。ごめん」

「だから、ユウに怒ってるわけじゃなくて……それに遅おくれたのはこっちの方だしね」

「……それはそうだけど」

　しかし、まあ、話しかけるかどうかはともかく、こんな気合い入りまくりの水着を着た女子が暇そうにしてたら、それは気になるだろう。

「なに？」

　俺が何か言いたそうにしてると感じたのか、カスガが尋たずねて来た。

「気をつけた方がいいぞ」

「何に？」

「カスガはかわいいんだから、ぼーっとしてると危ないぞ」

　俺はかなり恥ずかしいのを我が慢まんして、そう言ったのだが、当のカスガの方は不思議そうな顔をするだけだ。

「そうなのかな」

「そうだよ。しかもビキニとかさ、男に誘ってくださいって言ってるのと同じだぞ」

「……そうなんだ、ごめん」

「いや、お前が悪いわけじゃないんだけどさ」

　しかし男の方が勝手に誤解する危険に関してはもう少しわかってて欲しい。

「これ、タマ姉のイメージで探したヤツなんだ」

「え？」

「ユウに前に見るって聞いたＯＶＡでさ、タマ姉、黒いビキニ着てたから……」

　言われて、俺は神楽坂先せん輩ぱいと一いつ緒しよに観みた時のことを思い出した。

　確かにタマ姉は黒いビキニ姿だった。

「アニメのとはデザイン違うんだけどね。探したんだけど、やっぱりチューブトップはハードル高いかなって……ははは」

　カスガは自じ嘲ちよう気味に笑った。自分がバカなことをしたと思ってるのだろう。

　でも俺は別のことを考えていた。それはどうもカスガは俺がタマ姉のことを好きだと誤解してるということだ。

　要するにカスガは俺が喜ぶと思って、無理してくれたということなのだろう。なのに、なんでそんな格好してるんだよと俺に言われたら、そりゃ凹むに決まっている。

「それ、言ってなかったけど、俺も観たよ」

　でもたったその一言でカスガの顔はぱっと明るくなった。

「本当？　言ってくれたら貸したのに……ＴＳＵツＴＡタＹＡヤで借りたの？」

「知り合いの家に行った時、思い出して、その場で観せてもらった」

　まあ、家主はいなかったので、わざわざ許可をもらったわけじゃないけど。

「どうだった？　面おも白しろかった？　郁いく乃のちゃんかわいかったでしょ？」

　そこからはもう矢や継つぎ早だった。俺の返事など待たず、質問を続ける。

「そういえば、俺、平気だったよ」

　その一つ一つにうなずきつつ、俺はその言葉を差し込んだ。

「学園モノアレルギー？」

「治ったのかもしれないし、あんまり学園モノじゃなかったのかもしれないけど」

「そっか。じゃあ、平気そうなの探しておくから、今度、一緒に観よ」

「お手て柔やわらかに」

　イヤではないのだが、やはりまだ完治したのかはわからない。怖こわい気持ちはある。

「その時は私もご一緒させてもらっていいかな？」

　しかし俺はその言葉で別の怖さを呼び起こされた。

「カグヤザカ先輩……」

　いきなり会話に入ってきたのは、さっき偶然を装うと言ってた神楽坂先輩だった。

　ついでに言うと、自分も誘さそってくれと言うのが恥はずかしいと言ってた人である。

「神楽坂だよ、ユウくん」

　明らかに不自然な登場だが、カスガは目を輝かがやかせて喜んでいた。

「わー！　神楽坂先輩だ。どうしたんですか、こんなところで？」

「偶然、そこで知ってる顔を見かけたのでね、話しかけさせてもらっただけだよ」

　先輩の言葉に俺は吹ふき出しそうになるのを我慢しなければならなかった。

「知ってる顔って、ユウのことですか？」

「君のことも知ってるよ。練馬カスガくんだろう？」

「わあ！　先輩が私のこと知ってたなんて！　ユウから聞いたんですか？」

「まあ、そんなところだね」

　先輩はそう言って何か意味ありげに俺の方を見た。しかし事実はマナミさんのことを調べてる過程で、芋いもづる式で知っただけである。

「先輩はその、お友達と来てるんですか？」

「いや、一人だが」

「じゃあ、一緒に遊びませんか？」

「お邪じや魔まではないだろうか？」

「いえいえ、そんな。あ、もう一人いて、さらに後で来る人もいて……」

「スケベな男子でなければ気にならないよ」

「あ、二人とも女の子です」

「つまり女子四人とユウくんということになるわけだね」

「あ、そうですねー」

　カスガは楽しげに答えたが、俺は帰りたいという誘ゆう惑わくに駆られそうになった。

「私は構わないが、ユウくんはどうかな？」

　しかし改めて聞かれるとやはりノーとは言えない。

「いいんじゃないでしょうか」

　少なくともマナミさんが来るまでは俺が帰るわけにはいかないというのもある。

「なら合流させてもらおうかな」

　そして俺たちは清澄の許もとへ向かうことになったのだが。

「あ、そういえば先輩の水着、愛まな佳かちゃんのみたいですね」

　カスガが俺が気づかなかったことに気づいてしまったみたいだった。

「愛佳ちゃん？」

「あ、ＴｏトウＨｅハａーｒｔト２っていうゲームが原作のアニメがあって、その一つにみんなで海に行く話があるんですよ」

「そのアニメの中で、愛佳ちゃんというキャラクターが着ているのがこの私の水着に似ているということかな？」

　言われて見てみると、先輩の水着は確かに愛佳のそれに似ていた。

　基本、白いビキニだが、ブラには赤や黄色の横のラインが入っている。そっくりというかすでにぼんやりとし始めた記き憶おくでは、違ちがいがわからないくらいだ。

「本当にそっくりですよー。先輩、知ってて選んだんですか？」

　カスガでもそう思ったのだから、本当に同じデザインなのだろう。

「いやいや、偶然だよ。そんなに似てるなら、観たことある人なら〝確実に〟気づくはずだからね」

　なのに、先輩はそんなこと言って俺のことをチラと睨にらんだ。

　その視線の意味はさすがに俺にもわかった。なぜ、確実にを強調したのかも。

　これは偶然なんかではないのである。先輩はわざわざ、愛佳と同じビキニを買ってきたのだ。なのに俺が気づかなかったので……責めているのである。

「いや、でも知ってる人なら絶対気づきますよ、これはー」

　しかしカスガはそんな先輩の噓うそには気づかず、しきりにうなずいている。

　やはり先輩は怖い人なのかもしれない。俺はそう思うしかなかった。
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　合流したカスガは遅れを取り戻もどすつもりなのか、神楽坂先輩がいるせいなのか、とにかくはしゃぎまくりだった。

　海に飛び込むと、しきりに俺に水をかけてきた。俺も少しはやり返したが、なんだか先輩の視線が気になったのでほどほどにしておく。

「あれでダメなら私が押しても響ひびかないわけだな」

　すっと近寄ってきた先輩がぼそりと俺に呟つぶやく。

「……なんの話です？」

「胸の話だが」

「わかってて聞きました！」

「無論、それがわかってて答えたわけだが」

「なんのイジワルですか」

「人のことを好きだと言っておいて、五分もしないうちに別の女に鼻の下を伸のばしていたら、嫌いやみの一つも言いたくなる」

「すでに二つ目ですよね、これ!?」

　俺が悪い気もするが、そこまでハッキリ言われるとつっこまずにはいられない。

「ユウって先輩とけっこう仲良かったんだね」

　なのに、カスガにはそれらが微笑ほほえましい光景に見えるようだ。

「ふふ、そう言われると少し照れるね」

　そして先輩は明らかに心にもないことを言い始める。

「じゃあ、冷ましてあげます！」

　でもカスガは真に受け、今度は先輩に水をかけ始める。

「ははは。はしゃぐのは結構だが、練馬くん、君の首の後ろで結んでいたヒモが解けているよ」

　先輩は攻こう撃げきを受けながら冷静な観察力を発揮し続けていた。

　俺なんかは先輩の指し摘てきでやっと気づいたほどだ。

「ちゃんと結んだのになあ……」

　さっきカスガはチューブトップが恥ずかしいと言っていたが、今は上で縛しばっていたひもが解けてそれよりも大変なことになっている。なのに、困ったなとは思っても恥ずかしいとは思ってなさそうだった。

「もう少し、とりあえず潜もぐってから結ぶとかそういうのないの？」

　なので見入るより前につっこんでしまう。

「え？」

「いや、なんかかなりきわどい状じよう況きようって言うか……」

　これ以上はと思ったところで、先輩がズバッと指摘した。

「ほぼ胸の半分が見えてるので、目のやり場に困るとユウくんは思ってるようだ」

「先輩ぃい!?」

「違うのかね？」

「いや、まさに正解ですけど！」

　しかしそれを言われると困るのである。

「そういえば見たいって言ってたよね」

　だが、カスガは今朝のことを思い出しただけだった。

「ほほう、興味深いね。ぜひ詳くわしく聞かせてくれないか」

「先せん輩ぱい？」

　先輩の場合、冗じよう談だんに聞こえないのが本当に怖いのだが、どうも本当に冗談ではなかったらしい。

「この間も思ったことだが、君はやはり胸が大きい方が好きなようだね」

「好きとか嫌きらいじゃなくて、目の前で揺ゆれたら見ちゃうって話です！」

「もっともらしく反論したつもりみたいだが、なかなかに最低な発言だよ？」

「……そうですね、すみません」

　などと俺たちが話してる間に、カスガは水着のヒモを結び直し終えていた。

「私は先輩くらいがキレイでいいと思いますけど」

　そしてカスガには相変わらず俺の話は通じてないらしいこともわかった。

「ん？」

　そんな俺たちから離はなれて、清澄が一人、浜はま辺べで休んでいた。

「どうしたの？」

「……ちょっと俺も休む」
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　さっきまで元気だったのに。心配になって俺は清澄のところへと向かう。

「練馬くん、先ほどの話だが」

　そんな先輩の声が聞こえて、若じやつ干かん、不安を感じたが、清澄に対する心配が勝った。

「清澄、どうかした？」

　遠目にはハッキリとまではわからなかったけど、近くで見ると清澄は疲つかれきってるように見えた。だが、最初に飛ばしすぎてバテたとかではない。

　つまり、何か精神的なものなんだろう。

「ああ、ユウ」

　清澄は俺の質問にもぼんやりとしか答えなかった。

「……喉のど渇かわいてる？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「そっか」

　やはり想像通り、精神的なものらしい。俺は清澄の隣となりに座って、それからはただじっとしていた。

　清澄のことが心配ではあったけど、だからって俺に何か出来る状況ではないらしいことがわかったからだ。

「…………」

　時々、清澄を見ると、ぼーっと遠くを見るような目をしている。

　その先を追うと、そこには先輩といるカスガがいた。

「人間、努力でどうにか出来る範はん囲いってあんまり広くないよね」

　それとどう関係あるのか、清澄がボソッと呟いた。

「カスガはカスガで色々頑がん張ばってるみたいだけどな」

　それに俺が答えると、急に真しん剣けんな顔で清澄がこっちに聞いてきた。

「胸って、どうしたらあんなに大きくなるの？」

「……そこはきっと努力してないと思う」

　もちろん確かく認にんしたわけじゃないけれど、カスガの胸に対する無防備さは、自分では価値を感じてないからだろう。努力で勝ち取ったなら、もう少し大切にするはずだ。

「ねえ、ユウ、誰だれだっけ、人生には二種類の物しか無いって言ったの？」

　清澄は明らかにガッカリした調子で尋たずねて来た。俺の名前を呼びはしたが、すでに視線はもうこっちに向けられていなかった。

「……知らない。というか、何、その二種類の物って？」

　清澄は恨うらめしそうに俺のことを見てから教えてくれた。

「『したいけど、できない。』と『できるけど、したくない。』」

「……なるほど」

　なかなかに深い言葉だなと俺は素す直なおに思った。

　しかしそれで清澄を元気にする方法がわかるわけじゃない。

「なあ、清澄？」

　仕方ないので、その原因を探さぐることにする。と言っても、ほぼわかっていたし、多分、俺のせいなのだが。

「なに？」

「俺、そんなにカスガの胸を見てたかな？」

　それでもそうではないことを祈いのっての質問だった。

「……かなり」

　しかし現実は非情である。清澄が弱ってるにもかかわらず、俺に気を遣つかってくれようとしたのはわかっただけでも良しとしなければいけない。

「それは、うん……ごめん」

　俺は謝罪の言葉を口にしてから、そのまま横に倒たおれた。

　視界いっぱいに広がった青い空は大きくて、俺はひどくちっぽけな存在に感じられた。
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　それでもせっかく海に来たのだから、ずっと落ち込んでもいられなかった。

　神楽坂先輩とカスガがビーチボールでバレーを始めると、清澄は吹ふっ切れたのか二人に挑いどんでいった。となれば俺も参加しないわけにはいかなかったのだ。

「そういえば乃木坂さん、遅おそいね」

　カスガに言われて、俺はハッとしてスマホを取り出した。

　そのうち来るだろうと思ってるうちにすっかり忘れていたのを思い出したのだ。

「まさか、着信に気づいてなかっただけ……なんてことは……」

　恐おそる恐る確認するとメールは届いていなかった。

「ああ。良かった。焦あせったぁ……」

　ホッと胸をなで下ろした時だった。

　スマホがブルッと震ふるえた。

「うわあ!?」

　その絶ぜつ妙みようなタイミングに俺は驚おどろきの声をあげる。

「……大丈夫？」

　そりゃカスガも心配するだろう。

「だ、大丈夫」

　と言いつつ、びくびくとした気持ちでメールを確認する。

「マナミさん、駅だってさ」

「じゃあ一度、みんなで海の家に戻もどった方がいいかな」

「俺が迎むかえに行ってくるよ。カスガたちは遊んでて」

「一応、私が幹事だし私が行った方がいいんじゃないかなあ」

「カスガ一人で行くのはどうかなあ……」

　帰り支じ度たくを始めてる人がいる中、カスガを海の家で一人待たせるというのはあまり得策とは思えなかった。

　それは神楽坂先輩も同じだったらしい。

「ここはユウくんの好意に甘えさせてもらおうじゃないか」

「でも、私が来た時もユウに迎えに来てもらったし」

「この中で誰が一番、乃木坂マナミと面識があるかという話だよ」

「ああ！」

「乃木坂マナミも私よりはユウくんに迎えに来てもらった方が嬉うれしいだろう」

「ですね」

　そうやって先輩はカスガをうまく説得してしまった。俺には変なことを言うのに、こういう時は妙みように頼たよりがいのある人だ。

「じゃあ、俺、行ってきます」

　なのでこの場は先輩に任せることにする。

「では、その間、一戦交えようじゃないか、なあ、清澄くん。練馬くんには審しん判ぱんをお願いしよう」

「「はい！」」

　そして女子たちは熱血モードに突とつ入にゆうしたらしいことが声の調子からわかった。




「ユウ──！」

　またしても相手に先に見つけられてしまったことが、その呼び声でわかった。

　俺は人を探すのがヘタなのかしれない。そんなことを思ったりもしたが、どうもそれだけではないようだ。

「……マナミさんですよね」

　というのも、マナミさんは普ふ段だんとはかなりイメージが違ちがっていたからだ。

　大きめの麦むぎわら帽ぼう子しに、白いワンピース。この間観みたアニメで言うと委員長の妹、郁乃のような格好だった。

「変かな、この格好？」

「いえ、似合ってますけど……もう少し抑おさえ目の服で来るような気がしてたので」

「なら、いいんだけど」

　と言いつつ、マナミさんは空を見て、少し表情を暗くした。

　というのはもう夕焼けで空が赤く染まっていたからだ。それは夜の時間になろうとしているということだ。

「ごめんね、こんなに遅くなっちゃって」

「いえ、マナミさんこそ、お疲れさまです」

「もう、これから泳ぐって時間じゃないよね」

「そうですね」

　もちろん泳いで泳げないことはないのだが、これからとなるとちょっと微び妙みような時間帯にさしかかっていた。

　それは帰る人がちらほら見えることからわかる。

「着き替がえてたら、真っ暗になっちゃうよね」

　しかもマナミさんは来たばかりで、これから泳ぎ支度を始めるのだ。マナミさんは清澄のようにパッと着替えたりはしないのだろうし。

「泳ぎは難しいかもしれないですけど」

　なので俺は別の話題を振ふろうとしたのだが、そこに急に誰かが割り込んできた。

「……発見」

　聞き覚えのない上に小さいのに妙に通る声だった。

「え？」

　それが気になり、俺は声のした方を見る。

　マナミさんの肩かた越ごしに二人の女性がこっちを見ていた。

　どちらも二十歳はたちすぎの大人の女性。でも二人は対照的だった。

　一人は小さくてクール。もう一人は大きく、朗ほがらかそうな女性だった。

　大きいのは背の高さだけでなく、胸も大きく、巨きよ乳にゆうにうるさい白河もオッケーを出すに違いないと確信出来るレベル。

　そんな大きい方の女性が俺の方を見て笑った。ような気がした。

「え？　ええええええ!?」

　でもそれに大きな声を上げて反応したのは俺ではなく、マナミさんだった。

「なーにー、アスカちゃーん、そんなにおーきー声あげてー。幽ゆう霊れいでも見たのー？」

　大きい方の女性はニコニコした顔のまま、マナミさんに近づいてきた。

「カ、カカカカカ、カジツ!?　なんでここに？」

　マナミさんの反応を見るに、どうもこの二人は知り合いらしい。

　大きい方の女性はカジツという名前なのだろうか。

「……疑わしいので尾び行こうを遂すい行こう」

　小さい方の女性が小さく呟つぶやく。それでさっきの声がこの人の物だとわかった。

「び、尾行って。二人して何してんの？」

「だってー、今日、アスカちゃん、ずっとそーわそーわしてたしー。誰かーだーいじな人に会うのかなーって気になってー」

「……彼氏と推定、ほぼ確定」

「か、彼氏じゃないし！　確定とかありえないし！」

　俺が驚いてる間に、三人はそんなやりとりを続けていた。

「あの、このお二人は……？」

　完全に置いてけぼりのわりに、こちらを見てはニンマリとされるのでさすがに気になって聞いてみた。

「し、仕事仲間」

　マナミさんはすごい渋しぶい顔をしていた。

「アスカちゃーんと一いつ緒しよに仕事してますー、光ひかりヶが丘おかカジツですー」

　対照的に明るく、カジツさんは自己紹しよう介かいをして俺に小さく頭を下げた。

「……同様に同どう僚りよう、勝かち時どきユイ」

　ユイさんは徹てつ頭とう徹てつ尾び、低いテンション。やはり小さく頭を下げる。

「どうも、初めまして」

　俺もならって挨あい拶さつをして小さく頭を下げた。しかし名前を名乗る必要はなかった。

「そうかー、君がーユウくーんなんだー」

　カジツさんはすでに知っていた。

「な、なんで知ってるの！」

「アスカちゃーんがメール打ーちながらー、名前呼んでたからー」

「ええええ？　私、声に出してたの？」

「うんー。文面考えてる時からー、ずっとしゃべってたよー」

「……試行錯さく誤ごもバッチリ拝はい聴ちよう」

　続くユイさんの発言が衝しよう撃げき的てきだったらしく、マナミさんは口をパクパクさせる。

「わわわわ……」

「あー。でもー別にー、アスカちゃーんを責めに来たーわけじゃーないからー」

「じゃじゃじゃ、じゃあ、何しに来たの？」

「アスカちゃーんの彼氏に興味があっただけー」

「……つまり興味本位」

　ユイさんの言葉にマナミさんが大きく息を吐はき出した。深呼吸して落ち着こうとしてるのかもしれない。

「って言うか、彼氏じゃありませんから、ご心配なく」

　マナミさんがハッキリとそう告げた。しかしカジツさんはニコニコしたまま。

「別にいいよー。二人が付き合っててもー」

「だから、言い訳してるんじゃなくて……」

「それでートラブルにーなってもー、お互たがいー様だしー」

「いやいや、事務所的にＮＧですから」

「でもー、前例がー二つーあるわけだしー」

「……それはそうだけど」

　そして気づくと、なんだか俺とマナミさんは付き合ってることにされてしまったみたいだった。

「じゃー、私たちはーお邪じや魔まなのでー帰るねー」

「はい？」

「お邪魔でしょー？」

「まあ、お邪魔だけど……本当に興味あるから来ただけなの？」

「うんー」

　それでカジツさんたちは本当に帰り始めた。

「じゃあねー、アスカちゃーんにユウくーん！」

「……再会にご期待」

「ど、どうも」

　俺は本当に何かコントでも見せられていた気分だった。

　二人が遠ざかり見えなくなってもその気持ちは変わらない。現実感がない。

「……あの二人のこと、気にしなくていいからね」

　しかしマナミさんの方は現実そのものだったらしく打ちひしがれていた。

「あの人たちが、３アングルのお仲間なんですよね？」

「うん」

「俺、もう少しドライな人たちかと思ってました」

　マナミさんと他ほかの二人は全然プライベートな話はしない関係。そう聞いてた気がする。

「でも、さっき見た感じ、けっこう仲よさそうでしたよね」

「……うん」

　マナミさんは渋い顔をしながらも、それを認めた。

「変な話だけど、例の恋れん愛あいスキャンダルの件で大ゲンカしてね。それからかな。お互い、言いたいことは言うようになったんだよね」

「じゃあ最近なんですね、あういう感じなのは」

「うん。ユウと話してからかな」

「そう考えると、ケンカっていうのも悪いばっかりでもないんですね」

「でも……うーん」

「どうしたんです？」

「メールの文面、声に出してたとか……恥はじ！　恥！　恥！」

　マナミさんが未いまだにかなり動どう揺ようしてるのが見て取れた。

「それで、そのさっき言いかけたことなんですけど」

「えっと……泳ぎは難しいけどってヤツ？　だよね。せっかく水着新調したのにな」

「最近は室内プールとかもあるじゃないですか」

「……誘さそってくれる？」

「え？」

「室内プールに私を誘ってくれるの？」

「それ、マナミさんのスケジュール以外に何か問題があるんですか？」

「オフの日、確かく認にんしたら連れん絡らくするからね」

「はい」

　俺はそれはそれでまたけっこう先の話になってしまいそうだなと思いつつ、今、やれることを提案する。

「とは言え、夏っぽいこともやっぱりしたいですよね」

「夏っぽいこと？」

　でもそれはマナミさんには想像もしてなかったことみたいだった。
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　すっかり暗くなってしまったが、それだからこそ出来ることはある。

「うん、夏！」

　吹ふき出す火花に照らし出されたマナミさんの顔には笑えみが浮うかんでいた。

　夏と言えば海。そして花火だ。

　さすがに自前で巨きよ大だいな打ち上げ花火を用意することは、ただの高校生の俺には無理だったが、花火セットを買っておくくらいのことは出来る。

「ユウ、ありがと」

「いえいえ」

　楽しげなのはマナミさんだけではなかった。

　カスガも清澄も、そして神楽坂先せん輩ぱいも思い思いに花火を選んでは火をつけている。

「そうだよね。夏と言えば花火だよね。なんで気づかなかったんだろう」

「気づかれてたら、俺としてはちょっとガッカリですけどね」

「……そうかな」

「そうですよ」

　俺はけっこう買って来てたはずの花火がもうほとんどなくなってることに気づいた。想像してたより消費が速いみたいだ。

　それだけ楽しんで貰もらえてるということなので、反省するところではない気もするが。

「もっと買ってくれば良かったですね」

　俺はそう言って大きめの花火をマナミさんに渡わたす。

「まったくだな」

　でもそこに神楽坂先輩が現れて、自分用に確保していた一本を取られてしまった。

「今、気づきましたけど、先輩が来るとわかってなかったからですよね？」

「なるほど、次は花火持参で来よう」

「そのつもりなら最初から参加してくださいよ」

「……誘ってくれるのかね？」

「そりゃ誘いますよ」

　どうせこの人は秘密にしておこうとしてたって来るのだ。それなら最初から来てもらう方がいい。

「先輩、火使います？」

　マナミさんは自分の花火に火をつけると、ライターを先輩に渡す。

「ありがとう」

　そして先輩はスッと火をつけたかと思うと、今度は俺にライターを渡した。

「線せん香こう花火なら、まだ残ってるよ」

　先輩はさらに二本、線香花火を渡し、そのままカスガたちの方へと戻もどっていく。

「来年もこんな風に過ごせるのかな」

　さっき火をつけた花火が消えた時、マナミさんはそう呟つぶやいた。

　楽しかった分、少し淋さびしい気持ちは俺にもあった。だからマナミさんも弱気になっているのだろう。

「それ、マナミさんのスケジュール以外に何か問題あるんですか？」

　でも俺は同じ確認をするだけだ。

　俺には今は問題なんて想像も付かなかった。そしてそれはマナミさんもなのだろう。

　マナミさんは笑顔を浮かべて、最後の線香花火を受け取る。

「あ、そうだ、天気とか？」

　確かにそれは問題かもしれないけど、大して気にもならなかった。

「晴れるといいですね、来年も」

　特に根こん拠きよはないけど、晴れるんじゃないかと思えたからだ。

「うん、晴れるといいな」

　素す直なおにうなずくマナミさんを俺は小さな女の子みたいだと感じた。

　それはデジャヴというヤツにすぎないけど、俺は小さい頃ころ、マナミさんと会ってるのかもしれないと、そんなことさえ思ったりもした。
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「で、どうなんです？　お二人は本当は付き合ってるんですか？」

　昨日、一いつ緒しよに海に行ったはずの女の子が次の日、家まで遊びに来る。それについて妹として確認しておきたいという気持ちはわからないでもない。

　しかもその女の子がリビングで一緒にソファに座ってるとなればなおのことだ。

　だが、妹よ、その質問にはすでにノーと何度も答えているだろう。

「付き合ってるとか、ではないんだけど。どう言ったらいいのかな、ミケーネさん？」

　答えたマナミさんも困った様子を見せて、視線を妹から抱だいていた猫ねこの方へと移す。

「じゃあ、どういう関係なんですか？」

「まあ、その、私のリハビリに付き合ってるみたいな」

　マナミさんは何かうまいたとえを探しながら話をしていたが、どうも妹をさらに誤解させる結果にしかならなかったみたいだ。

「あ、そう、でしたね」

　というのは妹はマナミさんのことを、訳ありの登校拒きよ否ひ生徒だと思ってるようだ。確かにマナミさんが全然学校に来なかったのは事実だが、別に行きたくないからではない。

　仕事が忙いそがしいからだ。マナミさんは人気沸ふつ騰とう中のアイドル声優で、週に何本もレギュラーがあり、学校どころじゃないのだ。

　しかしその誤解を解こうとすると、それはそれで面めん倒どうなので、あえて放置している。

「というか、逆に聞きたいんだけど、お前の『付き合う』ってどういう状じよう況きようなんだ？」

　だから、俺はこの手の話になった時は、話を逸そらすと決めている。

　そしてその一番簡単な方法は、難しい質問をすることだ。

「どういうって……それは二人だけで遊びに行ったりとか？」

「それくらいならしてるな」

「じゃあ、付き合ってるんじゃない？」

「そうだったのか……」

　だが、なんかこっちがうっかり説得されそうになってしまった。

「いやいや。それくらいならカスガともしてるし」

「それはダメ」

「ダメって言われても。学校帰りにＣＤ買いに行こうとか言われるんだよ」

「なんか、それは違ちがう気がするな。ちゃんと約束して、その日までお互たがいドキドキとかしてないと」

「……なるほどなあ」

　そう言われてみると、カスガとは流れで二人で行動することはあるけど、事前に約束してというのは無い気がする。

「で、その辺、どうなんですか、マナミさん？」

「え？　私？」

「はい。なんかお兄ちゃんは誤ご魔ま化かそうとしてる気がするので」

　妹は理り屈くつはわからなくても、雰ふん囲い気きでそれを察してるようだ。なかなかやりおる。

「事前に約束してってなると、最初くらいかなー」

「それってどんな？」

「翌日の放課後、会って買い物に行こうって話だったんだけど」

「はい」

「実はクラスメイトで、放課後、そのまま買い物に行ったんだよね。これだとツヅちゃんの言ってたのとはちょっと違うかな？」

「……難しいところですね」

　二人の会話を聞きながら、そんなこともあったななんて俺は思い出していた。

　とにかく事前に約束というのはマナミさんとの間ではなかなか成り立たないのだ。

「ああ、でも、昨日のあれはそうなのかな」

「昨日の？」

「私、昨日は思いっきり遅ち刻こくで、海には行ったんだけど泳げなくて」

「ええー」

「そしたらユウが、泳ぐのはプールでも出来るじゃないですかって、今度、誘さそってくれるって約束してくれた」

「それは……付き合ってるんじゃないの？」

　妹はじっとマナミさんを見てから、じ──っと俺の方へ視線を動かした。

「なんだよ？」

「やっぱり、付き合ってるの？」

「お前の定義だとそうなるのかもしれないが、世間的には違うと思うぞ」

「というか、お兄ちゃんはマナミさんのこと好きじゃないの？」

　付き合ってるか否いなかは事実なので答えられるが、それをマナミさんの目の前で聞かれるというのは中々にプレッシャーを感じるシチュエーションである。

「そりゃ好きだけどさ」

　それもまた事実なのだが、微び妙みような話題なのも確かだ。ちゃんと説明しなければ誤解を招きかねない。

　だけど、その時、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「……ん？」

　しかも数秒だけ待っただけで来訪者はドアを開けて中に入ってきた。

「ユウ、いるー？」

　声が聞こえて、すぐに誰だれかわかった。

　練ねり馬まカスガ。俺の家の向かいに住む、幼なじみである。

「いるけどー」

　それで俺は急いでリビングを出て、玄関へと向かった。

「ああ、よかった」

　俺の顔を見るなり、カスガは安あん堵どの様子を見せた。

「何かあったのか？」

　昨日の今日で一体、何が起こるのだろうか。

「相談があるんだけど、上がってもいい？」

「まあ、いいけど」

　特に考えなしに答えてから、マナミさんが家に来てるのを思いだした。

　だが、それは余計な心配だった。

　カスガはリビングには向かわず、当たり前のように俺の部屋に向かったからだ。

「何事？」

　逆にリビングから顔を出したマナミさんが俺にそう聞いてきた。

「さっぱりわからないので、ちょっと本人に聞いてみます」

　本当にそうとしか言いようが無かった。
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　別にやましい物を隠かくしてるわけではないのだが、女子に自分の部屋で先回りして待たれてるというのも、ちょっとしたプレッシャーだった。そう、その女子というのがカスガであったとしても、だ。

「えっと……何か飲む？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶかな」

　そのせいか、カスガもちょっと緊きん張ちようしてるように見えた。

　もっともそれは俺の部屋にいるからではなく、ここに来た理由のせいなのだろうが。

「で、相談って何？」

　駆かけ引きの一つもなく、俺はいきなり本題に踏ふみ込んだ。

「明日、収録なんだけどね」

「明日なのかよ!?」

　なんだか信じられない話を聞かされた思いだった。

　オーディションに受かったことは聞いていたけど、しばらくして続報を聞いたら、いきなりこれである。

「言ってなかったっけ？」

「聞いてなかったけど……明日の収録がなんだって？」

「明日さ、ユウ、暇ひま？」

　カスガは俺の質問に答えず、別のことを聞いてきた。

　さすがの俺もこの質問の意図はわかった。

　暇と答えたら最後、大変なことになる！　それがわかっていたのだが、俺は残念ながら暇だったし、悲しいほどに正直者だった。

「暇だけど、無理」

　なので先に断ってみた。

「えええ!?　まだ何も言ってないのに」

「詳しよう細さいはわからないけど、収録がらみの話なんだろ？」

「そうなんだけど……話くらい聞いてよ」

「……それはそうだな」

　しかし答えはノー！　断じてノー！　俺は決してイエスとは言わない男。つまり聞くだけ無む駄だということだ。

「明日、一緒に収録に来てくれない？」

「無理だろ、それ」

　論外と言っていい相談であった。これを断ったら冷たいと言われるなら、俺はあえて冷たいと言われよう。

「ちょっと間ま違ちがえた」

「そうか」

「スタジオまで一緒に行ってくれないかなってことなんだけど」

「何が違うんだ、さっきのと」

「スタジオの前まででいいから一緒に来て欲しいのッ！」

　かなり強い調子で言われてしまった。何がそこまでカスガを追い詰つめてるのかはわからないが、本気らしいことは伝わってきた。

「……どこにあるんだ、そのスタジオ？」

「来てくれるの？」

　すごい勢いで詰め寄られた。ちょっとびびる。

「け、結論を急がないでください、カスガさん」

「う、うん」

「で、どこにあるの？」

「代だい官かん山やま」

　聞いたことはあるが、どこにあるのかピンと来なかった。

「代官山かあ……」

　なんかオシャレなイメージがあるので、東京のどこかだろう。俺の代官山観はその程度のものである。

「というか、こういうのってマネージャーさんがいて、どうにかしてくれるんじゃないのか？」

　ドラマとかで芸能人にはそういった人がいるイメージがある。

「私なんて新人以下だし、現場で挨あい拶さつする時にはいてくれても、それ以上はしてもらえないよ。ましてや家から同行してくれるわけないでしょ」

「それはそうか……」

　言われてみれば、そんなものかなと思う。

「電車賃は出すから！」

「……別にそれくらいはいいけど」

「じゃあ、バイト代を出すから！」

「バイトだったのか、これ」

「収録十時からだから、出かけたついでに食べるお昼代くらいは……」

「スタジオまで行ったら帰っていいのか？」

「え？」

「帰りは大丈夫なんだなってこと」

　それは質問と言うより念のための確かく認にんに過ぎなかったのだが、カスガの顔色が変わっていくのが見て取れた。

「ど、どうだろ？　帰れるのかな、私……」

　本当にテンパっており、そこまで頭が回ってなかったということらしい。

「かなりの重じゆう症しようっぽいな」

　こうなってくると、さすがに少しは何かしてあげた方がいいかなと思えてきた。

「そうだ、ユウ、胸が見たいって言ってたよね？」

　重症どころか、致ち命めい傷しようを負ってるのかもしれない。それくらいの不安を感じさせる一言だった。

「見せるから！　ね、いいよね？」

「いや、あの……」

「だ、駄だ目めなの？」

　カスガが俺の想像を遥はるかに超こえて混乱してた。これは全面降こう伏ふくするしかない。

「わかった！　わかったから、少し落ち着け！」

「う、うん」

「深呼吸して」

「うん」

　カスガは俺に言われた通り、大きく息を吸い、そして吐はいた。

「何をそんなに泡あわ喰くってるのかわからないけど、そこまで言うなら一いつ緒しよに行くよ。代官山だっけ？　地図はもちろんあるんだよな？」

「それは、うん……一応、確認はしたけど……」

「じゃあ、俺にも場所教えてくれ。後でメールでいいから」

「うん」

　それで、やっとカスガは少し落ち着きを取り戻もどしたみたいだった。

「って、何をしてるのかな？」

　でも、まだちょっとおかしいままらしいのがわかった。

　カスガはなぜかシャツの前ボタンを外し始めたのだ。

「さっき約束したよね？」

「もう一度言うけど──」

　俺は強い意志を持って、それを告げなければならなかった。

「落ち着け！」

　おかげでカスガの動きを止めることが出来た。

「……はい」

「俺は別にお前が胸を見せると言ったから行くことにしたんじゃなくてだな、そんなこと言い出すほど切せつ羽ぱ詰つまってると理解したから行くことにしたんだよ」

「うん。でも前から見たいとは言ってたよね？」

「……それはそれ、これはこれだ」

「わかった」

　それでやっと納なつ得とくしてくれた。そう思ったのだが、なぜか再びボタンを外し始める。

「カスガさーん？」

「ん？」

「俺の話、聞いてた？」

「だから、それはそれ、これはこれなんでしょ？」

「そうそう」

「さっきの話はわかったけど、その前から見せるって言ってたでしょ？」

「……確かに」

　あやうくこっちが納得しかけてしまったが、やはりそういうことではない。

「いやいやいやいや！」

「なに？」

「とりあえず、収録が終わって、それでも見せたかったら、見せてください」

「……別に今でもいいのに」

　というか、ここまで来ると、カスガは無防備と言うより、俺に見せたくてしょうがない露ろ出しゆつ狂きようかなにかなんじゃないかとすら思えてきた。

「今日の所は、俺がスタジオまで一緒に行くということで」

「……うん」

「なので、ボタンを留めて帰るってことでいいかな？」

「た、多分」

　なんでこんなことで汗あせをかいて説得しないといけないのだろうかと疑問を感じなくもなかったが、それくらいカスガが混乱してるということなのだろう。

「時間と場所は後でメールしておいて」

　しかし今日の所はそれで帰ってくれたので良しとすることにした。
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「練馬さんはなんだったの？」

　カスガが帰り俺がリビングに戻ると、マナミさんはさっそく尋たずねて来た。

　まあ、いきなりやってきた人が帰ったのだから、それは自然な流れだろう。

「明日の収録でパニックになってるみたいです」

　言ってからハッとして妹を探したが、どこにもいなかった。

　その理由はマナミさんが教えてくれた。

「ツヅちゃんは買い物。それで練馬さんは落ち着いたの？」

「まだ、ちょっと怪あやしいんですけどね……」

「私も初収録の時は緊きん張ちようしたし、わかる気もするけど」

「マナミさんはその時はどうしたんですか？」

　それがわかれば何か役に立つかなと思ったのだが。

「一人で緊張と戦って勝つしかないよね」

　マナミさんからは今回は役に立つ話は聞けそうになかった。

「慣れるしかないんですかね、こういうのは」

「そうなるかな」

　マナミさんにとってそれが自然な答えなのだろう。

　この間はカスガのことをすごいヤツだと思ったが、やはり上には上がいる。そしてカスガはそんな中で戦っていかないといけないのだ。

「大変な世界なんですね」

「でも、その分、やりがいはあるよね」

　その言葉は戦ってきた人間だから言えるものだろうと思えた。

　普ふ段だんはそうでもないけど、こと仕事の話になると、マナミさんの言葉は自信とか自負とかそういうものを感じる。それもマコトさんの話を聞いた限りでは、最初から備わっていたわけではなく、努力で身につけたということなのだが、じゃあ、カスガもいずれこうなるかというと、ちょっと想像が出来ない。

「マナミさんは明日の収録の準備は済んでるんですか？」

「台本が届いた時に、ざっとは、ね」

「ざっとで大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「初回の収録だから、あんまりガチガチに決めてかかるより、相手の出方に合わせた方がいい部分もあるし。それにキャラはオーディションの時に作ったのでオッケーだから」

「ああ、そういえばそうでしたね」

　それにしたって、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだなとは思ってしまう。

　相手の出方に合わせるとか、もはやベテランの域だからこその言葉だろう。

「ただいまー！　あれ？」

　そんなタイミングで戻ってきたのは妹だった。リビングに戻ってきた顔付きで、予定が狂くるったのが不満だということが伝わってきた。

「カスガさん、もう帰っちゃったの？」

「うん」

「せっかくケーキ買ってきたのに。なんで引き留めておかないかなあ」

　妹はケーキが入っているだろう白い箱をテーブルの上に置く。

「……多分、家に帰っただけだから呼ぶか？」

「いいよ、もう。わざわざ来てもらうのも悪いし」

「いや、わざわざってほどの距きよ離りでもないだろう」

　なにせ、家の真ん前だ。

「そんなに近いの？」

　それに反応したのは妹ではなくマナミさんだった。

「向かいですから」

「……向かい。じゃあ、本当に幼なじみなんだ」

「幼よう稚ち園えんから小学校、中学校、あと高校も一緒ですしね」

「だからってお兄ちゃんはカスガさんに馴なれ馴れしくしすぎ！」

　今度は妹が不満そうに割り込んでくる。

「……そうかな」

「と・に・か・く！　カスガさんのケーキは後で私が届けに行くから」

「お前がそうしたいなら、そうすればいいけど」

　妹は俺の言葉にちょっとムッとした顔を見せたが、キッチンの方へと歩き始める。

「マナミさんは紅茶でいいですか？」

「あ、うん」

「俺もマナミさんのと一緒でいいよ」

　俺の声が聞こえたのか聞こえなかったのかわからなかったが、妹はもう作業に夢中になってるようだった。

　それで少し間が空いた。さっきの話の続きをするのも違ちがうし、かと言って新しい話題も出てこない。そんな微び妙みような沈ちん黙もく。

「そうか、幼なじみか」

　そこに響ひびいたのはマナミさんの独り言だった。

「マナミさんは幼なじみとかは？」

「うん。私、小さい頃ころに引っ越こしてるから」

　マナミさんの答えにそうなんだと思うと同時に、いたら友だちがいないなんて話にはならないよなと気づいたりもした。

「なるほど」

「ユウはあんなかわいい娘こが幼なじみってどんな気分？」

　その質問が突とつ然ぜんだったというのもあるけど、俺はちょっと驚おどろいてしまった。

「え？」

「え？　って」

　その様がマナミさんには面おも白しろかったらしく、笑われてしまった。

「マナミさんから見ると、カスガってかわいいんですか？」

「かわいいと思うけど」

「そうなんですか」

　俺はどうもその辺がよくわからないと思ってしまう。

「ユウは違うの？」

「俺はマナミさんの方が圧あつ倒とう的てきにかわいいと思ってるんで」

　実際、初めて会った時、言葉を失ったほどだったし。

「……そ、そうかな」

　しかしその反応を見るに、マナミさんにはそういう自覚はないみたいだった。

「やっぱり付き合ってるの？」

　そして紅茶を持って来てくれた妹の質問。案外、俺たちの話が耳に入っていたらしいことを俺はその時、知った。
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　一いつ緒しよにどこかに行く約束をして、ドキドキしてその日を待つのがデート。妹のそんな定義によれば、今日のこれもデートなのだろうか？

　まあ、違うだろうな。

　約束と言っても昨日の今日だし、ドキドキと言っても、それは一緒に行く相手のことを思ってのことではない。

　カスガが未いまだに緊張してるのは、今日、初めての収録があるからだ。

　場所は代官山のスタジオ。俺とカスガの行動はそのスタジオまでのこと。この辺りもやはりデートとは言いがたい。

　ちなみに代だい官かん山やまは、渋しぶ谷やから東とう急きゆう東とう横よこ線で一駅とか二駅の距離である。距きよ離り的てきには恵え比び寿すに行くのと大差がない。なのでちょくちょく恵比寿に行ってるカスガからすれば大したことはないはずなのだが、物理的な距離より精神的な距離の方が問題のようだ。

「ど、どどどど、どうしよう」

　代官山の改札を出ても、カスガはまだ緊張を抑おさえられないようだった。

「どうしようって、もうここまで来たら頑がん張ばるしかないだろう」

　歩き方からしてぎこちなく、俺の言葉も聞こえてないみたいだった。

　それだけプレッシャーなのだろう。声優としての仕事の第一歩だ。補欠とは言え、合格してこうして初めての収録に挑いどむのだから無理も無い。と、そう思っていたのだが。

「だって、あのアスカさんとお話しできるかもしれないんだよ？」

「……はい？」

「あのアスカさんだよ？」

「いや、まあ、お前が汐しお留どめアスカの大ファンなのは知ってたけど、そんな理由だったとはちょっとガッカリです」

「えええ？　どうして？　どうして？」

「だってお前、同じ声優としてスタジオに入るんだろ？　なのに好きな人に会えるから緊張してたとか……」

「ガッカリさせたのは悪いけど、でもアスカさんは特別なんだよ！　別格なの！　オーラが違うって言うか、選ばれた人間っていうのはこういう人なんだなーって」

「まあ、すごい人なのはわかるけど」

　しかしカスガさん、あなたもうそのアスカさんと話してるし、その人のこと『案外、普ふ通つうの人だ』とか言ってましたよ？　などと心の中でつっこんでしまう。

「そんなんで仕事の方は大丈夫なのか？」

　とは言え、俺の心配はそっちの方だった。

「そっちは大丈夫！　セリフも少ないし、ちゃんと練習したから！」

「練習通りとは限らないだろ。相手がいてのことなんだから」

　だからマナミさんはあまり決め込まないと言っていた。相手の演技の仕方で、自分の演技も変わってくるからだろう。

　まあ、そんなことは俺よりもカスガの方がよくわかっているはずだが。

「それは、そうだよね」

　すこし元気のない返事。なので俺は不安になって、もう少しつっこんだ質問をする。

「ちなみに話す相手って誰だれ？」

「……アスカさん」

　カスガが困ったねという笑え顔がおになった。

　そういえば、カスガの役はヒロインのクラスメイトだって言っていた。

　となれば話す相手は、ヒロイン役の声優。つまり汐留アスカだろう。

「それは……うん、そうだよな」

　俺にはその状じよう況きようで、カスガを励はげませる言葉は思いつかなかった。




　駅から五分、十分の距離のはずだったが、俺たちは改札を出てから二十分くらいさまよう羽目になった。

　というのは想像してたよりずっと近くて、話してる間に目の前を通り過ぎていたからだ。あと、外観的にすごくわかりづらかったからだ。

「ここじゃないのか？」

　スタジオというのはもっと堂々と立っているものだと思ったが、どうもメインは地下にあるらしい。考えてみれば地下の方が静かそうだし、そっちの方が合理的なのだが。

「あ、ここだ……」

　カスガがスタジオの看板を見て、間ま違ちがいないのを確認する。

　どうやらいきなり地下へと向かうこの階段こそがスタジオへのルートだったらしい。

「ふぅ。これで俺の仕事は終わりだな」

　こういう状況を想定して三十分余裕を持って来ていたが、それでもその余裕はもうほぼ無くなっていた。

　もしこの余裕が最初から無かったら、カスガの混乱っぷりは限界を超こえていただろう。

「ありがと、ユウ」

　というか、すでにいっぱいいっぱいだったのかもしれない。感謝の言葉を口にしたカスガは今にも泣きそうだった。

「……おいおい」

「一人だったら、道に迷った時点で死んでたよ、絶対に」

「何も死ななくても」

　この間はすごいヤツだと思ったし、それで俺は救われたのに、今は完全に立場が逆だ。

　まあ、カスガが弱ってるからとは言え、役に立てたのは嬉うれしい。でもさすがに大げさってものだ。

「今日のお礼は絶対、何かするから」

「……まあ、期待しておきます」

　こっちは少し早起きしたぐらいのことしかしてないのだが、カスガがそんなに助かったというなら、そう言っておくしかない。

　それからカスガは気合いを入れるために大きく息を吸い込んだ。

「じゃあ、帰る時にメールするね！」

「お、おう」

　そして俺の返事を確認するとカスガは階段を駆かけ下りていった。

　取り残された形になった俺がそれで思ったのは。

「さっきのは迎むかえに来て欲しいってことか？」

　結局、その辺りはどうするか決めていなかった。

　それこそ、メール一つで確認出来ることだったが、このタイミングで仕事以外の話をカスガに振ふるのも、なんだか迷めい惑わくをかけそうでよろしくない。

「収録って四時間って言ってたっけ？」

　ここまで一時間くらいかかったので帰って、また来ることは出来る時間だ。

　しかし帰るのに一時間、また来るのに一時間。しかも帰って別に何かしたいことがあるわけでもない。

「渋谷辺りで時間を潰つぶすのがいいのかな」

　代官山は見たところ、どうもオシャレすぎる。ここで四時間過ごすのは俺には無理だ。

　そんなわけで俺はとりあえず駅まで戻もどることにした。

　渋谷なら時間を潰すアテがあるわけでもないのだけど。




「ん？」

　しかし俺の足は駅にたどり着くまでに止まった。

　というのは携けい帯たい電でん話わが道ばたに落ちているのを見つけてしまったからだ。

　黒い二つ折りの、おそらく男性向けの特に珍めずらしくないデザイン。しかし落とした本人からすれば大切なものに違いない。

「警察に届けた方がいいよな……」

　俺はとりあえず拾い上げてから、駅からここまでの景色を思い出した。

　しかし記き憶おくの限りでは交番はなかった気がする。

　駅前には大体あるイメージだけど、この駅にはないのか。

「そういえば、改札、二つあったな」

　ホームから階段を降りて曲がって、右と左に出口があった。俺とカスガが出たのは右の方だったが、左の方に出て行く人が多かった気がする。

　となると、そっち側に交番があるのかもしれない。

「わあっ!?」

　しかし手に持った携帯が激しく揺ゆれ始めて、俺は現実に引き戻された。

　どうやら電話がかかってきたらしい。

「……これ、出ちゃっていいのかな？」

　持ち主の知り合いからの電話なら事情を話せばいいと思ったのだが、ディスプレイを見て確認した限り、電話帳に登録されていない番号らしく、ただの数字の羅ら列れつだった。

「まあ、いいか」

　俺はとりあえず出ることにした。

「もしもし？」

　少し高いが男性の声だった。

「あの……俺、持ち主じゃないんですが……」

「あ、わかってる。わかってる。俺が持ち主だから」

　どう相手に説明しようと思っていたのだが、勝手に向こうが察してくれた。

「よかった。今し方、拾って、これから交番に行こうと思ってたところなんですよ」

「そっかー。拾ってくれたんだ。ありがとね」

「いえ。無いと困りますよね、こういうのは」

「そうそう、そうなのよー。で、君、今、どの辺？」

「どの辺って……」

　スタジオと駅の間だが、それがどこか土と地ち勘かんのない俺にはわからない。

「駅は？　最も寄より駅」

「あ、代官山です。駅までもう少しの場所にいます」

「そっかー。意外と近くに落ちてたんだなー」

「どうしたらいいですか？　交番に届けておけばいいですか？」

「んー。それでもいいんだけど、えっと、今から取りに行くから、わかりやすいところ……ってどこだろう？」

「じゃあ、駅まで戻って待ってます」

「ん。じゃあ改札で。北口がいいんだけど、わかる？」

「……すみません。初めてで」

「えっと正面口じゃない方。あと東口でもない方」

「そんなに沢たく山さん、出口あるんですか？」

「四つだったかなー」

「そんなに」

「でも、裏口っぽいのが北口だから」

　そう言われて、多分、俺とカスガが来たのが北口なのだろうと思った。

「それなら多分、わかります」

「じゃあ、五分くらいで行くから！」

　それでいきなり電話は切れた。

「……五分か」

　俺は少し急がないと先を越こされるんじゃないかと心配になり、早足で多分、北口であろう改札を目指すことになった。




「北口……だよな」

　それを確認したと同時に、一人の男性がこっちに走ってきた。それからキョロキョロと周りを見回す。

「あの……これの持ち主の方でしょうか？」

　声の印象に反して、その男性は三十前後くらいのオジサンだった。この人がそうなのかどうかは携帯を見せればわかることだ。

「お。それそれ！　ありがとうね、少年！」

「いえ。良かったです。こうして持ち主の手元に戻って」

　どうやら正解だったらしいので、俺はその人に携帯を渡す。

「いやー、もうぞっとしたよー。仕事場着いたら、携帯無いんだから」

「ですよね」

「それで、少年。お礼をしたいんだけど、今、忙いそがしい？」

「忙しくはないですけど、お礼とかいいんで」

「そんなこといわずにお礼させてよ。とか言いつつ、ちょっと仕事抜ぬけて来ちゃったんで、とりあえず戻らないとなんだけどね」

　そんなことを言って、ハハハとその人は笑う。

「じゃあ、戻ってくださってもいいですよ」

「それで申し訳ついでなんだけど、ちょっと一いつ緒しよに来てくれないかな」

「一緒にですか」

　なんだか腰こしが低いんだか押しが強いんだかよくわからない人だなと思う。

「すぐ側そばだから。ゆっくり歩いても五分から十分くらい？」

「五分から十分……」

　なんだか聞いたことのある距きよ離り感かんだった。

「ダメ？」

「いえ。別に急いでないですし」

　どうせどこかで時間を潰さないといけないのだから、この人が納なつ得とくするなら、まあそれでもいいかなと俺は思うことにした。

「あ、俺ね、森もり下したタカヒロね。仕事は……行ってから説明した方が早いかな」
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「あれ？　ここ……」

　そしてすぐに聞いたことのある距離感だった理由がわかった。

「なに、少年、ここが何か知ってるの？」

「収録スタジオですよね？」

　そこはさっきまでカスガと一緒に探しさまよっていたスタジオだった。

「お、通だね、少年」

「いえ、それほどでも」

　そんな話を入り口のところでしていたら、後ろから同じ場所を目指している人がやって来ていたらしい。

「あれ、少年？　なんでここにいるの？」

　それはマコトさんだった。

　知り合いのアニメ脚きやく本ほん家。詳くわしくはわからないけど、業界ではけっこう有名な人らしく、カスガが出るアニメの関係者でもあるらしい。

　となれば、今日、ここにマコトさんが来るのは至し極ごく当然のことだった。

「あ、どうも……」

「え？　マコっちゃんの知り合いなの？　じゃあ役者さんとか？」

　そしてどうもマコトさんとこの人、森下さんは知り合いらしい。

「普ふ通つうの高校生だけど、メシ友とかそんな感じかな」

「それってどういう関係？」

「ちょっと話すと長いかなあー」

　マコトさんはそう言って階段を下り始めた。それに森下さんが続き、俺もそれを追いかける。

　階段を下り終えると、マコトさんが俺の方を振り向いた。

「で、なんで、少年がいるの？」

「俺が携帯落としたのを拾ってくれたんだよ」

　森下さんが代わりに答えてくれたけど、マコトさんは納得してないみたいだった。

「あの……カスガが一人じゃ不安だって言うから一緒に来たんですよ。それで帰ろうとしたところで、森下さんの携帯を拾いまして、また戻ってきたというか」

「ああ、結局、役もらったんだっけ、少年の幼なじみの子」

　なんだかぞんざいな覚えられ方だなと思ったが、原作では名前もなかったクラスメイトＡみたいな役らしいし、それも仕方ないのだろう。

「はい。おかげさまで」

「どっちかというと私は反対した側だったかも」

「ええー」

「ま、それは冗じよう談だんだけど──」

　マコトさんはわかりづらい冗談を否定した後、さらに信じがたい言葉を口にした。

「せっかくだし、収録見ていけば？」

「え？　俺、完全に部外者ですけど……」

　それにカスガの話ではこの作品は学園モノなんじゃないかという不安もあった。『ＴｏトウＨｅハａーｒｔト２』を観ても平気だったので心配することじゃないかもしれないけど。

「私の丁稚でつちってことで」

「丁稚ってなんですか？」

「秘書っていうか、雑用係っていうか。とにかく私の隣となりで台本読んでる振ふりしてれば、他ほかの人も関係者なんだなって思うから」

「……いいんですか、それで」

　それってファンが自然な顔していたら誰だれも疑問に思わないってことじゃないのだろうか。そんなセキュリティで大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、この業界。

「マコっちゃん、仕事何時から？」

「十時からでしょ」

「そっか。じゃあ、少年、お礼は後日、改めてメシを奢おごるってことで。詳しよう細さいはメールで送るのでメルアド教えてくれるかな」

「別にいいですよ、お礼とか」

「いやいや、そこはキッチリしないと」

　そんなこと言われてもなあと俺は思ってマコトさんに助けを求めるために、視線を投げてみたのだが。

「森下さん、そういうの絶対譲ゆずらないから早く諦あきらめて」

　むしろバッサリとトドメを刺さされた。




「じゃあ、またね、少年」

　メルアドを確かく認にんして、森下さんは奥の方へと消えていった。

　どうやら同じスタジオでも仕事をする場所は色々あるらしい。

「マコトさん、あの人はどういう仕事をしてる人なんですか？」

　俺はと言えば、マコトさんの仕事場へとついてくことになっていた。

「音おん響きよう監かん督とく」

　マコトさんの答えは端たん的てきだが、なんとなく重々しく感じられた。

「それはなんとなく」

「あとは……少年には関係ないと思うけど、こっちの業界で働きたいならあの人とは仲良くならない方がいいってことかな」

「なんでですか？」

　何か物ぶつ騒そうな話かと思ったけど、そこまでの話でもなかった。

「あの人、知り合いは絶対に仕事に使わないって決めてるから」

「……それってどういう？」

「ま、身内をひいきしたくないってことでしょ」

「なるほど」

　お礼をしないといけないと言ってたし、そういう筋にこだわる人なのかな。俺にはそれくらいのことしかわからなかったけど。

「だから、幼なじみの子は会わせない方がいいかな」

「気をつけます」

　俺の無理解に気づいたのか、マコトさんはけっこう大事なアドバイスをしてくれた。
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　俺はマコトさんの荷物を抱かかえて、マコトさんに続いて部屋に入った。

　それだけのことなのにマコトさんが言ったように、誰も俺が何者かなんて気にしていない様子だった。

　部屋はなるほど収録スタジオという感じだった。

　部屋の真ん中には音を調整するためのものだろう巨きよ大だいな機械があり、その周りにソファや椅い子すなどが置かれていた。椅子の向いてる方にはガラスの窓みたいなのがあり、そこからとなりの部屋が見えていた。

　マコトさんは入り口から奥の方に陣じん取どり、俺はさらにその奥に座った。

　そこにいるのは男の人ばかりで、どうやらスタッフの人たちだ。

　声優の人たちはとなりの部屋にいて、周りの壁かべに並べられている椅子におのおの座って出番を待っていた。

　先に入っているはずのカスガの姿は見えない。多分、死角になってるところにいるんだろう。つまり向こうからも俺は見えてないということだ。

「俺がここにいるって気づいたら、アイツ、またおかしくなるかなあ……」

　それに気づいてやはり帰ろうと思ったのだが、マコトさんに何か差し出されて、俺はまた席につくことになる。

「これ、今日の台本ね。ナンバリングしてあるから、誰かにあげたりしたらダメだから」

「……はい」

　なんのことかわからないが、とりあえず受け取ってしまった。

「ナンバリングってこれかな」

　台本の表紙、右みぎ隅すみの方に四桁けたの数字が印字されていた。

　００１３。あきらかに後から判子か何かで押された文字だった。

　話をまとめると、これを俺に渡わたしたという記録があるので、これが世に出たら、俺が犯人だとわかるということなのだろう。

「それで、そのマコトさん」

　しかしそんなことを冷静に分ぶん析せきしてる場合ではなかった。

　カスガに余計なプレッシャーを与あたえないためにも俺はここから出て行かなければ。

「おっと、今日の主役だ」

「主役……？」

　だがもう俺はいろいろ手て遅おくれっぽいことに気づかされた。

「十五分前。早すぎもせず、遅おそすぎもせず。本当、優等生だわ、アスカは」

　となりの部屋に入ってきたのは、汐留アスカだった。つまりは俺の家に昨日遊びに来ていたマナミさんなのだが……本当に別人のようだった。

　カスガが言っていたオーラというのはよくわからないが、彼女が現れただけで、場の空気が変わるような独特な存在感がそこにはあった。

「あれが……」

　そしてそれは俺が初めて見るマナミさんの別の顔、汐留アスカの顔だった。
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　俺から見て、マコトさんの向こうに座っていた人が、この作品の監かん督とくだと気づくのにそう時間はかからなかった。

　みんなが何かを確認するのはその人だったし、普通に監督と呼んでる人もいた。

「珍めずらしいね、こんな汐留アスカ」

　その人がそう言うのだから、何か普ふ段だんとは違ちがったことが起こっていることもすぐにわかった。そしてそれが何のことを言ってるのかも、だ。

「アスカがテイク４を数えるとかねえ」

　マコトさんがそういったように、汐留アスカが収録でミスを繰くり返していた。それがちょっとした異常事態ということらしい。

「あの娘こでもアガるってことあるんだなー」

　監督はそう言いながら、別に怒おこってるわけではないみたいだった。どころか、実に楽しそうだ。

「大丈夫なんですか？」

　監督が笑ってるのだから、困った状じよう況きようではないのだろうけど。

「まあ、今回、新人が多い現場だしね」

　マコトさんはニヤリとしながら、ガラスの向こうを指さす。

「新人が多いとなんなんです？」

　その新人にはカスガも含ふくまれていた。

「業界では先せん輩ぱいとは言え、自分より年下が完かん璧ぺきな演技してたら、ガチガチになっちゃうでしょうよ」

「確かに」

　言われて気づいたがとなりの部屋は始まる前の重々しい緊きん張ちよう感かんが霧む散さんして、なんだか楽しげな空気に染まっていた。

「ま、さすがにそこまで計算してのことじゃないと思うけど」

「……ですよね」

「ま、なんとかするでしょ。その辺の新人とはモノが違うわけだし」

　その後、マコトさんがそういった通り、汐留アスカは何かスイッチが入ったみたいに、ミスがなくなった。

「……すみません。もう一度お願いします」

　代わりにミスを連発したのはそんな中、出番がやってきたカスガだった。

　汐留アスカとの共演。それに緊張してるのか調子を外してはリテイクを出される。

「もう一度、お願いします」

　それが二回、三回と繰り返されるうちに、また重々しい空気が戻もどって来るのがわかった。

　台本で確認する限り、カスガのセリフは五個。それだけのセリフが三つから先、どうしてもうまく言えない。

「今度はこっちの娘に伝染うつっちゃったかなー」

　ガラスのこっち側ではどうやってここを乗り切るかという作戦会議が始まろうとしていた。そんなに深刻な空気ではないが、あまり印象はよくないだろう。

「頑がん張ばれ、カスガ……」

　俺は小さく呟つぶやいた。握にぎっていた手にも自然と力が入った。

　だが、その時、カスガは誰だれも想像していない言葉を口にした。

「あの……ブラ外してもいいですか？」

　その瞬しゆん間かん、空気が止まるのがわかった。

　誰もその発言の意味を理解出来なかったに違いない。俺だってわからなかったけど、プロの方々の方がなんのことやらだったようだ。
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「それでうまく言えるなら、どうぞ」

　それでも音響監督の人は冷静に対処していた。

　その言葉を聞いて、カスガは皆みなが注目してる中、ブラを外し始める。どういう段取りなのか俺にはさっぱりだったが、カスガがもそもそと動いたかと思ったら服の下から、すっとブラジャーが出てきた。それをカスガは椅子の上に置くと、マイクの前に戻る。

「お待たせしました！」

　一体、なんのおまじないなんだろう。俺にはその行動の意味は見ててもさっぱりわからなかった。

　だが、ちゃんと意味のあることだったのは、すぐにわかった。

　カスガの演技が自然なものになっていた。

「へえ……」

　監督が感心した様子を見せていた。

　素人しろうとの俺でも違いがわかったのだから、プロには驚おどろきの結果だっただろう。

　さっきまで何回も繰り返していたミスが一回も出ず、そのままカスガの出番は終わってしまった。

「あの娘、面おも白しろいね。名前なんて言ったっけ？」

　監督に聞かれて、マコトさんが台本を一度閉じて、表紙をめくった。

　中なか扉とびらには役名と声優の名前が書いてあったからだ。

「……あれ、載のってないな」

　しかし脇わき役やくまでは全部は書いてなかったらしい。

「少年、彼女、なんて言ったっけ？」

　結局、誰だれもわからないようなので、マコトさんは俺に聞いてきた。

「ねり……じゃなくて落おち合あいミナミです」

　俺の答えを聞くために、監督が初めて俺のことを見たような気がした。

「落合ミナミか。ありがとうね、少年」

　それだけのことなのに、監督は俺に感謝してくれた。

「いえ、別に」

　俺はそれがひどく照れくさく感じられた。

　しかしそんな俺の気持ちなど関係なく、また収録は続いた。

　その中身は学園モノだが俺は別に具合が悪くなったりはしなかった。
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　収録は終わっても、マコトさんや監督さんたちには仕事があるらしかった。

　一方、声優さんたちはこっちの部屋に挨あい拶さつをすると次々に帰って行った。

「少年はもう帰ってもいいよ」

　マコトさんがそう言ってくれたのは、カスガが挨拶をして帰るのを見たからだろう。

「……はい」

　実際、何か仕事が出来るわけじゃないし、マコトさんと一いつ緒しよに残ってもしょうがない。なので俺はお言葉に甘えて帰ることにした。

「お、お疲つかれ」

　外への階段の下のベンチでカスガは俺を待っていた。

　カスガは俺に何か言いたそうな顔をしていた。まあ、それは別に言われなくてもわかることなのだが。

「……お疲れじゃないよ」

「ごめん」

「別に謝ることじゃないけど……なんで、あそこにいたの？」

「いつ気づいた？」

「さっき挨拶に行った時だけど」

　俺はそれを聞いて少しホッとした。というのはカスガがミスを連発したのは俺に気づいたからではなかったからだ。

「とりあえず、ここは出ようか？」

　他ほかの人が見てるというわけではなかったが、一応、職場だし、口論するには不適な場所だろうと思う。

「……それはいいけど」

　それはカスガもそうだったらしく同意してくれた。




　スタジオの前の通りをまっすぐ歩いてるうちに、オシャレな喫きつ茶さ店てんが見つかった。

　俺たちはお昼ご飯を食べてなかったし、そこでサンドイッチを食べることにする。

「それで、どういうことだったの？」

　そして食しよく欲よくが一段落したところで、カスガは俺に事情の説明を求めてきた。

「……えっと、前に話したと思うんだけど」

「前に？」

「俺が空き缶かんぶつけられて怪け我がしたことあっただろう？」

「うん」

「その時の相手がマコトさんだったんだよね」

「……マコトさんって、あのマコトさん？」

「そう」

「じゃあ、ユウは上うえ野のマコトさんと知り合いだったってこと？」

「そういうことになるな」

「それじゃ部屋片付けてバイト代もらってた相手って上野マコトさんだったの？」

「うん、そう」

「それなら言ってくれればいいのに。私、上野さんの作品好きだから、会えるならもっと早く会いたかったなあ」

「いや、でも、ほら、仕事相手なわけだから」

　だからって個人的に仲良くなってはいけないということはないだろうけど、森下さんみたいに知り合いは仕事に使わないってタイプの人もいるだろうし。

　ま、マコトさんは違ちがうみたいだけど。

「それは、そうかな……」

「で、今朝、カスガと別れた後、マコトさんと会って『なんで、ここにいるの？』って聞かれたわけ」

「まあ、聞かれるよね」

「カスガに付き添そってきたって話したら、じゃあ、収録も見ていけばって……俺も暇ひまだったし、帰りも一緒ならそれでもいいかなって……」

　何か言えば言うほど言い訳じみてる気がしてきたが、カスガはそれについて責めてきたりはしなかった。

「へえ。そういうことだったんだね」

　むしろ、あっさり納なつ得とくしてくれたみたいだった。

「そういうことだったんだよ」

　なので、同調しておく。

「ということは、アスカさんのことも見てたんだよね？」

　そしてカスガの興味は俺とマコトさんの関係ではなく、もうそっちに移ったらしい。本当にカスガは汐留アスカが好きなようだ。

「ああ、うん」

「すごかったでしょ？」

　カスガに同意を求められた時、俺のスマホがブルッと震ふるえてメールの着信を伝えた。

「おおう!?」

「どうしたの？」

「なんか、メール……」

　俺はスマホを取り出し確かく認にんする。

　それはマナミさんからの「今、どこ？」という質問のメールだった。




　噓うそをついても仕方が無いので、俺はカスガと一緒に喫茶店にいると返信した。

　結果、どうなったかというと「ちょっと時間がかかるかもしれないけど待ってて」とメールをもらうことになった。

　すでに電車に乗った後だったりしたんだろうか、なんてその時は思ったのだが、もちろんそうではなかった。

「お待たせっ」

　やってきたマナミさんは右手に大きめの紙バッグを二つほど提さげていた。それはスタジオに来た時は持っていなかった物だ。

　その紙バッグがなんなのかはすぐにわかった。というのはマナミさんはスタジオで着ていたのとはかなりイメージの違う服を着ていたからだ。

　マナミさんは別の服を買い、それに着き替がえ、スタジオで着ていた服を紙バッグに入れて来たというわけだ。

「そんなには待ってないですけど」

　待ったこと自体は気にはならなかったが、そこまでカスガにバレないように気を遣つかうというのはちょっと想定外だった。

「そう？　ならいいんだけど」

　それから俺とカスガは四人がけのテーブル席に移って、マナミさんが注文して戻もどって来るのを待つことになった。

　四人がけに二人なので、俺とカスガが向かい合って座った。

　カスガも俺も自分たちで注文したサンドイッチを食べおえて、すっかり気分的にも落ち着いてしまっていた。

「そういえば、なんで乃木坂さんは代官山にいたの？」

　となれば、そういう冷静なツッコミも当然出てくる。

「……本人に聞いてみれば？」

　などと言ったところで、マナミさんが来て、俺の隣となりに座った。

「ん？　なに？」

　マナミさんは空気で俺たちが自分の話をしてたと理解したらしい。

「乃木坂さんがなんで代官山にいたのかって話をしてたんだけど」

「え……」

　マナミさんは驚きつつも俺の方を見た。それは俺が話したのかどうかの確認だったのだろう。すぐに視線をカスガに戻した。

「家がこの近所ってこともないよね？」

「ちょっと買い物に……」

　マナミさんはその答えを自分でも苦しいと思っているみたいだった。隣で聞いてた俺もそう思った。

「乃木坂さんはオシャレだもんね。その服もこの辺で買ったの？」

　しかしカスガだけは納得していた。

　さっきまで一緒にスタジオで収録していた汐留アスカだとは欠片かけらも疑っていない。それだけは俺にもわかった。

「う、うん……そういう練馬さんこそ、どうして代官山に？」

　マナミさんの質問は明らかに話題を逸そらすためだった。答えを知らないはずはない。

「あ。この間、一緒に登校した時に話してたことなんだけど」

「……声優がどうこうってヤツ？」

「そう。今日、その収録があって、それで」

「へ、へえ」

　マナミさんは落ち着くために、アイスコーヒーを飲もうとした。

「それで汐留アスカさんと会えたんだ！」

　しかしそれは続くカスガの言葉に吹ふき出すのを堪こらえるのを難しくするだけだった。

「そ、そうなんだ。ど、どんな人だった？」

　マナミさんは露ろ骨こつに動どう揺ようしていた。

　しかしカスガの意識は過去のスタジオへと飛んでいるらしく、マナミさんのことは目に入ってないようだ。

「一言で言うと、素す敵てきな人かなあ」

「す、素敵な人？」

「同じ歳のはずなのに、もう別次元の人だよね。ね、ユウもそう思ったでしょ」

「お、おう？　まあ、そうだな。俺はガラス越ごしだし、ちょっと距きよ離りあったけど、それでもすごさは伝わったよ」

　俺はカスガの方だけ見て、それを言おうとした。でも気になってマナミさんの方をちらっと見てしまう。

「そうかな」

　そう呟つぶやくマナミさんはちょっと嬉うれしそうだった。

「でも本当にすごいと思ったのは収録始まってからかなあ」

「しゅ、収録、始まって、から」

　またマナミさんが動揺するのが見えた。

　珍めずらしくミスを連発した話をされるとわかったからだろう。

「ユウも見てたから知ってるだろうけど、アスカさんがミス連発してたでしょ？」

「……そうだったな」

「でも、あれのおかげで現場がいい空気になったよね」

「それは、確かに」

　実際、その通り。マコトさんもそれは認めていた。

「私が考えるに、あれはアスカさんの作戦だと思うんだ。今回、新人が多いから、ヒロインのアスカさんでも失敗することあるんだから、思い切ってやれっていう」

「そうかな……」

　俺にはそうは思えなかった。マナミさんの顔を見ると動揺したままなので、やはり俺の考えの方が正しいのがわかる。

「実際、その後は全然、間ま違ちがえなかったしね。でも最初からその調子だったら、私、自分の時、失敗して逃にげ出してたと思う」

「それは、そうかもしれないけど……わざと間違ったっていうのは……」

「絶対わざとだよ」

　カスガはカスガでそこにはかなりの自信を持っているらしい。

　しかしマナミさんがうつむいて何も言わないところを見ると、どっちが正しいかはやはり疑いようがない。

「ユウはアスカさんのこと興味ないって言ってたけど」

「……まあ、なあ」

「ユウは、アスカさんみたいな人好きだと思うな」

　俺はそれを聞いてそろそろカスガを黙だまらせた方がいいんじゃないかと思った。

「そうなの、ユウ？」

　しかし時既すでに遅おそし。さっきまで落ち込んでいたはずのマナミさんまでこの話題に踏ふみ込んできた。

「いや、どうでしょう……」

「誤ご魔ま化かすところをみると、ちょっと気になっちゃったんだ」

　そこにカスガまで冷やかすようなことを言い出す。

「そうなの？」

　マナミさんが俺の方をじっと見て、その答えを待っていた。

「特別な人なんだなって思ったよ」

　それは俺にとってはいい意味でもあったし、悪い意味でもあった。

　なぜなら俺はそんな特別な人ではなかったからだ。

「特別な人、か」

　それがマナミさんにどう伝わったかはわからない。

「失敗してた時は人間っぽいところもあったけど、役に入ってからは本当に別人みたいだった。本当に別世界の人みたいだった」

　実際、今となりにいるマナミさんと同じ人とは思えない。

「そうなんだよね。本当、別の世界の人だった」

　カスガは俺の言葉に感心しているみたいだった。記き憶おくを一つ一つ思い出しながら、じっくりと話を続ける。

「声優としてのレベルの違ちがいってだけじゃなくて、あの時、私、アスカさんじゃなくて、クラスメイトとして話しかけてた。そんな気持ちにさせてくれたんだよね」

「でも俺には別の世界の人なんだよな。だから個人的に興味を持つことはないと思う」

　俺のその言葉に不満を持ったのはマナミさんではなくカスガの方だった。

「そんなこと言わずファンになろうよ！　私、ライブＤＶＤでもなんでも持ってるし！　今日はわからなかったと思うけど、歌だってすごくうまいんだから！」

「……俺はいいよ」

　マナミさんが歌がうまいのは俺だって知っている。

　でも知ってるからこそ、あまり汐留アスカに近づかない方がいいと思ってるのも確かだった。

　マナミさんは俺に仕事のことはあまり知って欲しくないと思っているのだから。

「残念だけど仕方ないね。でも、気が変わったら言ってね」

　それが言外に伝わったのかカスガはそれ以上は薦すすめて来なかった。

「そうそう。なんか最初の話に戻るけど」

　そして少し沈しずんだ空気を吹き飛ばすように別の話題を切り出した。

「上うえ野のさん、写真では見たことあったけど、格好良い人だったよねー」

「格好いい……かな。まあ、外見は確かに」

　しかし俺としてはいつも愚ぐ痴ちを言ってくる、ちょっと情けないところもある人だ。

「席近かったみたいだけど、話とかしたの？」

「仕事中は……私語はしないだろ」

「そっか。プロなんだなあ、上野さんも」

　感心してる様子のカスガ。しかし、そこにはさすがにつっこみたい。

「カスガももうプロだろ」

「うん、そうだよね」

　カスガは痛いところを突つかれたという顔をしながら笑っていた。

「その辺り、どうも頼たよりないんだよなー」

「……ごめん。今後は気をつけるから」

　そんなやりとりを黙って聞いていたマナミさんが口を開いた。

「練馬さんは新人の割には、しっかりしてる方だと思うけどな」

「そうかな。まあ、新人だからって言われるうちはダメだよね」

「それは、まあ、そうかな」

「あ、新人で思い出したんだけどさ。一昨日おととい、新しい仕事の話があって」

「そういえば、打ち合わせがあったんだよな」

　それで海に遅ち刻こくすることになったのだが、その話は結局、聞いていなかった。

「忙いそがしいアスカさんの代わりに、私と事務所の先せん輩ぱいと三人で販はん促そくすることになったんだ」

「販促って？」

「販はん売ばい促そく進しん。ま、宣伝活動ってことか。イベントとか、雑誌でコーナー作って貰もらえるとか聞いたけど」

　俺はマコトさんに聞いた話を思い出していた。

　原作の出版社の人は、そういう作戦に切り替かえたということのようだ。

「三人でもアスカさんの代わりには到とう底ていなれないけど」

「でもまあ、良かったじゃないか。仕事増えて」

「うん。それはね」

「頑がん張ばれよ」

「そんなこと、言われなくたって頑張るよ」

　そう言ってカスガは胸を張ってみせた。

　そこで俺は一つ、けっこう大変なことに気づいてしまった。

「……カスガさ、収録の時、ブラを外してたよな」

「え？　あ、うん」

「あれ、なんだったの？」

「何度も失敗する度たびに練習通りに出来ない！　どうしようって焦あせってたんだけど、練習と何か違うせいじゃないかって気づいて」

「で、違うのがアレだったのか」

「うん。部屋で練習してた時、ブラしてなかったから、そのせいかなーと思って」

　しかし俺は別にカスガにその辺の事情を聞きたかったわけではない。

「というか、お前、もしかしてそのままなんじゃないのか？」

　自分で気づいてくれるなら、そんな指し摘てきはしたくなかった。しかし先に気づいてしまった以上、そのままにはしておけなかったのだ。

「あ、そういえば！」

「……そういえばじゃないだろ」

「ちょっとつけてくるね」

　カスガは苦笑いを浮うかべると、カバンを持ってトイレに向かった。

「まったく」

　呆あきれて溜ため息いきをつく。

「ねえ、ユウ？　さっきの仕事の件、平気なの？」

　そんなタイミングでマナミさんが話しかけてきた。

「と言いますと？」

「詳くわしく聞かないとわからないけど、あれって顔出しってことでしょ？」

　前に神楽かぐら坂ざか先輩に聞いたことがある言葉だった。

「顔出しって、雑誌に写真が載のったりすることでしたっけ？」

「そう。練馬さん、普ふ段だん、変装してないじゃない。今はいいけど、有名になったら学校でもあの娘こが声優だって気づく人が出てくるかもしれないでしょ？」

「それってカスガが有名になるってことですよね。いいんじゃないですか？」

　俺にはマナミさんが何を気にしてるのかわからなかった。そのせいか、マナミさんの顔はより真しん剣けんになったようだった。

「いいの？　ユウは練馬さんの特別な人間じゃなくなるかもしれないんだよ？」

「特別な人間……」

　俺はその単語にひどくショックを受けた。

　まさか、自分が誰だれかの特別な人間だなんて思ってもいなかったからだった。

「ユウ！　ユウ！」

　少しして慌あわてた様子でカスガが帰ってきた。

「事務所から電話があって、仕事が一つ決まったって！」

「……どんな仕事？」

「私、ニュータイプに載ることになったんだ」

「ニュータイプって……ガンダムのヤツだよな。確か、人間の進化した姿とか」

「それが元ネタだけど、今言ってるのは雑誌の名前。日本で一番売れてるアニメ雑誌」

　カスガはカバンの中から大きめの白地の表紙の本を取り出す。

「これ、これ！　ずっと買ってる雑誌に自分が載るなんて夢みたい！」

　カスガは本当に嬉うれしそうに笑っていた。

　でも俺は素す直なおに喜んではあげられなかった。というのはさっきマナミさんに言われたことがただの杞き憂ゆうではないとわかってしまったからだ。




　──ユウは練馬さんの特別な人間じゃなくなるかもしれないんだよ？




　俺はカスガを応おう援えんすると言った。カスガがもうイヤだと言わない限りそうし続けると約束した。なのにカスガが有名になったらどうなるかを考えていなかった。

　それに俺は今になって、やっと気づいた。







　あとがき







　どうも、新あら井いです。

『俺の教室クラスにハルヒはいない』の三巻です。

　三巻は暑くなる前に……なんて言ってましたが、すっかり暑くなってしまいましたね、すみません。体調は良くなってきたので、きびきび頑がん張ばります。




　本作にはいろいろな女の子が登場しますが、皆みなさんはどの娘こがお気に入りでしょうか？

　担当のＭさんは神楽かぐら坂ざかカグヤが好きだそうです。僕も結構好きなキャラクターというか、以前からのファンの方には「ああ、新井輝てるっぽいキャラクターだなあ」という手応えなんじゃないかなーとか思っております。

　今回は顔見せくらいで終わってしまいましたが、その神楽坂カグヤを知っているらしい麻あざ布ぶトウコというキャラクターも登場しました。この娘がどういうキャラなのかは、『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』を読んでる方ならピンと来るかもしれませんね。




　二巻からこれまで何をやっていたかを少し話させていただきますと。

　一つ目は、ラジオに出ました。

『そこ☆あに』さんという、そこそこアニメを語るラジオという三百回以上も続く、一いつ般ぱんのアニメファンの方がやっている歴史あるネットラジオです。

　普ふ段だんはもちろんアニメの話をしてるのですが、時々、増刊号という形でアニメ以外を扱あつかう回でゲストに呼んでいただきました。

　担当のＭさんと一いつ緒しよに出て、『俺の教室にハルヒはいない』のことを色々話させていただきました。

　ラジオには何度か出たことがあるのですが、宣伝のために一コーナー出るくらいで、まるごと自分の回というのは初めての経験でひどく緊きん張ちようしました。

　気になる方は「そこあに」で検けん索さく！　無料でまだ聞けるはずです。




　二つ目は、これまたラジオに出ました。

　やはり『そこ☆あに』さんなのですが、今度は以前、脚きやく本ほんを書かせていただいた『戦せん国ごくコレクション』というアニメの回でのゲスト。しかもこれは公開収録という形で高円寺パンディットさんで行われました。

『戦国コレクション』はもう二年以上前の作品なのですが、とても濃こいファンの方がいてチケットは即そく完売の人気イベントでした。その一部はこれまた『そこ☆あに』さんで配信されてますので、興味ある方は一緒にどうぞ。




　そして三つ目はアニメ脚本です。

　春からの新番組『遊☆戯☆王ＡＲＣアーク─・Ⅴフアイブ』で三話と四話を担当させていただきました。

　僕は『遊☆戯☆王』が原作の頃ころから大好きで、アニメも毎週観てきたこともあり、それをまさか作る側になるとはという驚おどろきでいっぱいです。

　張り切りすぎて倒たおれてしまったので、その後、お休みさせていただいてますが、またどこかで参戦するかもしれないので、チェックしていただけると嬉うれしいです。

　ちなみにこの『遊☆戯☆王ＡＲＣ─Ⅴ』、カードゲームを軸じくに描えがくアニメシリーズの第五弾だんになります。まさに集大成と言うべき作品なのです。

　戦隊物で言うとゴーカイジャー、仮面ライダーで言うとディケイド。そう言えばわかる方にはわかるんじゃないかと。




　さて、今回も色々な方の力があり、この本が形になりました。全ての方はとても書けないので一部だけですがお礼を。

　まずは担当のＭさん。いつも動き出しが遅おそくてご迷めい惑わくをかけておりますが、今後もよろしくお願いします。

　こじこじ先生。どんどん忙いそがしくなる中、素晴らしいイラストを上げていただきありがとうございます。今回の表紙もとてもかわいいです。

　ぷよ先生。お忙しい中、コメントありがとうございました。『長なが門と有ゆ希きちゃんの消しよう失しつ』、アニメ化楽しみにしてます。

『そこ☆あに』のくむＰさんを初めとするスタッフの皆さん。収録、イベント楽しかったです。

　高円寺パンディットの奥おく野のテツオさん。公開収録の時はお世話になりました。また何かの機会がありましたらよろしくお願いします。

『遊☆戯☆王ＡＲＣ─Ⅴ』の小お野の勝かつ巳み監かん督とくを初めとするスタッフの皆様。その節はお世話になりました。素す晴ばらしい作品に関われてとても幸せです。俺、作品に選ばれすぎぃ！

　そして今巻も読んでいただいてる皆様。

　改めて感謝申し上げます。


二〇十四年　六月　新井　輝　
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　目を開けても暗いままだった。

　それでも自分がふかふかしている椅い子すに座っているのは肌はだで感じた。上下の感覚もぼんやりとしていて、座ってるだけなのか、横になってるのかもよくわからない。

　ここはどこだろう？と思ったところで、前の方で明かりが点つくのがわかった。

　そこは劇場だった。俺は映画館にあるようなリクライニングシートに座って、ステージの方を向いていた。つまり、俺は演劇を観みに来ていたということになる。しかしその記き憶おくもないし、他に客はなぜかいないようだ。

　ステージ上に配置された大道具を見る限り、どうやら学校が舞ぶ台たいの演劇らしい。それに気づいた時、左手の方から学生の一団が現れた。

「え？　カスガ……」

　その一団の中心にいたのが、俺の幼なじみのカスガだった。

「ねえ、ねえ、練ねり馬まさん！」

　そのカスガに顔を見たこともない女子が話しかける。カスガはそれにちょっと戸と惑まどった顔をしたが、その理由はすぐにわかった。

「練馬さんなんて。カスガでいいよ」

　自分に対する呼び方が他た人にん行ぎよう儀ぎだと感じたのだ。

「え？　本当に？　じゃあ、カスガ……さん。最近、見かけないけど、あの男の子とはどうなの？」

「え？　あの男って……ユウのこと？」

「うん、それそれ。前はけっこう仲良くしてたよね」

　女子の言葉に他の女子もうんうんとうなずいて、カスガの返事を待つ。

「ユウはただの幼なじみだよ」

「そうなの？」

「それに、ユウは私が役をもらっても、アニメ観ないって言ってるし」

「えー！　信じられない！　知り合いがアニメ出るってなったら、私なら絶対気になって観ちゃうけどなあ」

　女子の言葉に他の女子も口々にそのとおりと言葉を重ねていく。

　カスガはそれに困ったなという顔をした。それがどういう意味かもすぐにわかった。

「でもユウは違ちがってたんだよね。応おう援えんしてくれるって言ってたのに」

　つまり、カスガは、俺を非難していたのだ。




　目を覚ますと、そこは俺の家のリビングだった。

「……夢か」

　俺はいつの間にかソファで寝ねていたらしい。

　そりゃ夢だよなと思った。明らかにシチュエーションがおかしかった。

「それにカスガがあんなこと言うはず……」

　ぼーっとしたままの頭で俺は体を起こし、現実だと確認するために辺りを見み渡わたそうとして、景色がゆがんでるのに気づいた。

　しかしそれはまだ夢が続いていたわけではなく、俺の目に水が溜たまっていたからだ。

「俺、泣いて……たのか？」

　俺は右目の涙なみだをぬぐって、それを確認した。

　夢を見て泣くなんて、いつ以来だろう？　そんなことを考えていたら、俺の名前を呼ぶ声が聞こえた。

「あ、ユウ、起きたの？」

　振ふり向くとそこには、マナミさんがいた。

　そのせいで俺はまだ夢を見てるのかと疑うことになってしまった。俺にはマナミさんが家に来た記憶がなかったからだ。

「……マナミさん、ですよね？」

「そうだけど……どうしたの、ユウ？」

　マナミさんは俺がどうも変だと気づいて、側そばに寄ってきた。

「怖こわい夢でも見たの？」

　マナミさんが俺の顔を覗のぞき込むように尋たずねて来た。

　目に溜まった涙はぬぐったつもりだったけど、その痕こん跡せきは残っていたらしい。

「いわゆる怖い夢とは違いましたけど」

　俺の濁にごした返事にマナミさんは少し曇くもった顔を見せた。

「じゃあ、練馬さんが人気者になった夢？」

「……はい」

「ごめんね。私がこの間、変なことを言ったせいだよね」

　マナミさんはそう言って俺の隣となりに座り、話を続けた。


つづく　　
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